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　柔やわらかい日の光がステンドグラスから差し込み、青年の金の髪かみをきらきらと輝かがやかせていた。

　青年がいるのは、城の中心部にある古い歴史を持つ礼拝堂だ。その真ん中に佇たたずむ青年の前では、黒いドレスを着た国一番の予言者が両手を組んで跪ひざまずき、祈いのりを捧ささげていた。

『……王子、東の島国から、強大な神の力を感じます。この力を持つのは、おそらく若い女性。まだ少女といってもいい年とし頃ごろかもしれません。彼女は、我が国に暗黒の時代が訪おとずれた時に現れるという伝説の〝奇き跡せきの女め神がみ〟。今のグレートビースト国を救えるのは彼女だけでしょう』

　青年は興奮する気持ちを抑おさえられず、東の島国……と口の中で反はん芻すうした。未知の世界だが、行ってみる価値はあるだろう。長年求め続けていた答えを、きっと奇跡の女神は知っている。

『奇跡の女神を探す手がかりは一つ。彼女は強いフェロモンをその血に宿しているはずです。そう、たとえて言うなら、彼女からは食べたくなる程ほどの美味しそうな匂においがするでしょう』

『美味しそう、か。それは楽しそうだ』

　くっと青年は笑う。欲しかった答えを知る手がかりがやっと見つかった。後は行動あるのみ。

『今すぐ船の準備をして、東の島国に向かって出発する。必ず奇跡の女神を連れて帰るぞ！』

　高らかに宣言して、青年は礼拝堂を後にした。







　──百ひやく獣じゆう国こく江え戸ど、それは人と獣けもの、二つの姿を持つ化か妖よう達が住む世界。戦国の時代を駆かけ抜ぬけ天下を勝ち取った狼おおかみの一族、徳とく川がわ家。彼らによって、新たな時代の幕が開かれた──







「わぁっ、海だ！　初めて見たっ。噂うわさには聞いてたけど、本当にひろーい」

　みこは、目の前に広がる紺こん碧ぺきの海を見つめて、思わず歓かん声せいを上げていた。夏も終わってそろそろ潮風は冷たくなってきているが、興奮しているせいかちっとも気にならない。

　草履ぞうりを脱ぬいで、砂すな浜はまに素す足あしで立ってみる。もう秋だが昼間はまだ汗あせばむ陽気のせいか、砂も温かかった。押し寄せてくる波と追いかけっこをしていると、木こ陰かげにいた二に海かいが声を上げる。

「みこ、あんまりはしゃぐなよ。お前はついこの間まで死にかけてたんだぞ」

　顔を向けると、着流しの上からいつもの派手な女物の着物を羽織った二海と、お忍しのびで城を出てきた三代将軍の家いえ密みつが、心配そうにこちらを見つめていた。

「ついこの間までって、もう三ヶ月も前でしょ。江戸城のお医者さん達の治ち療りようのおかげで、やっと元気になれたんだよ。このぐらい平気だって。……ああ～、また波が来たっ」

　みこは草履を両手に持ったまま、やや冷たい海に足を浸ひたした。富ふ士じ山さんで生まれ育ったので、海にはずっと憧あこがれていた。事情があってしばらく床とこに伏ふせっていたのだが、その時に元気になったら海に行ってみたいともらした事を、家密も二海も覚えていてくれたらしい。医者が外出してもいいと許可を出してくれたのもあって、みこの念願だった海に連れてきてくれたのだ。

　人ひと気けがない事を確かく認にんして、家密が被かぶっていた笠かさを外した。銀色の長い髪が潮風に揺ゆれて、きらきらと輝いている。

「みこ、ゆっくりできなくてすまない。本当ならもう少し遠出したかったのだが、時間があまりとれなくて。結局日帰りで品しな川がわ宿じゆくまでしか来られなかった」

「ううん。十分だよ！　ねぇねぇ、家密も二海もおいでよ、一いつ緒しよに遊ぼう！」

　品川宿は海に面した宿場町だ。左手にある街かい道どう沿いには、ずらりと旅籠はたごが並んでいる。だがもう季節外れのせいか、砂浜には人の姿はなかった。

　それを幸いに、みこは波なみ打うち際ぎわまでやってきた二人と、海水を掛かけ合い走り回って遊んだ。こんなにはしゃぎ回って遊んだのは、子供の時二人と初めて会った時以来だ。

「楽しい～。ずっと寝ねてばかりだったから、こんなに太陽の下で走り回ったのも久しぶり！」

　海水でびしょびしょになった袴はかまの裾すそを絞しぼって、みこは真っ青な空を見上げる。力ちからいっぱい走り回れるのが嬉うれしくて仕方ない。ついこの間まで具合が悪くて、布ふ団とんから出られなかったのだ。思うように動けない生活は、心に暗い影かげを落としていた。

　みこはその原因をふと思い出す。三ヶ月前、幕府に不満を持つ浪ろう人にん達を率いた諒りよう影えいが、江戸城に攻せめ入った。江戸の生き神である炎えん守しゆの跡あと継つぎで炎えん華か姫ひめと呼ばれるみこは、諒影達の一味が天てん守しゆ閣かくに放った火を消す為ために、命がけで神通力を使い、大雨を降らせたのだ。無事に火は消え諒影一味も捕つかまったが、みこは神通力を使いすぎた為に生死の境をさまよった。医者が揃そろっている江戸城で療りよう養ようし、ようやく起き上がれるようになったのは、本当につい最近だ。

　だが身体からだはもう元気いっぱいだ。そろそろ寝てばかりの毎日とは、さよならしたかった。

「あのね、ずっと考えてたんだけど、そろそろ体調もよくなってきたし何か仕事がしたいな」

「そうやってすぐ調子に乗る。まだ安静にしてた方がいいんじゃないか」

　心しん配ぱい性しようの二海には、きっと反対されると思っていた。おそらく家密も同じ意見だろう。この兄弟は見かけも性格もまったく違ちがうのに、こういう所だけはとてもよく似ているのだ。

　説得には時間がかかりそうだと肩かたを落としていると、家密が苦く笑しようした。

「まあ、具合が悪くならない程度ならいいのではないか。医者もそろそろ普ふ通つうに動いてもいいと言っていたしな。そういえば春華かすがが、みこが元気になったら大おお奥おくの女達になぎなたの稽けい古こをつけて欲しいと言っていた。無理しない程度にやってみるか？」

「ど、どうしたんだよ、兄貴!?　いつからそんなに物わかりがよくなったんだ。みこは何にもせずに、自分の隣となりで座ってればいいっていつも言ってるのに。そんな事言うなんて、兄貴じゃないぞ。俺よりずっと心が狭せまくて独どく占せん欲よくも強くて嫉しつ妬と深ぶかいくせに」

「どういう言いぐさだ。私はただ、みこが元気で笑っていてくれれば、それでいいと思うようになっただけだ」

　家密がわずかに微笑ほほえんで、みこの頰ほおに手を当てた。

「八年ぶりにやっと再会できて、だがみこはいつ富士山に帰ってしまうか判わからない。焦あせってお前の気持ちも考えずに乱暴な事もしてしまった。三ヶ月前、みこが死んでしまうかもしれないと思った時、私は初めて自分が愚おろかだったと気付いた。一番大事なのは、お前が元気で笑っていてくれる事だ。それ以上は望まない。……今の所は」

　最後のやや小声の一言が気にはなったものの、みこは素す直なおに頷うなずいた。家密が自分の事を理解しようとしてくれているのが、何より嬉しかった。二海がふっと息をついて微笑む。

「そうだな、俺もみこが元気になってくれて、心の底からほっとしてる。あれからみこは神通力をなくしたままだし、炎守様も何も言ってこない。……もしかしたら、このままそっとしておいてくれるのかもな」

　その一言に、みこは少しだけ俯うつむく。あの事件の時に神通力を使い果たしてしまったのか、今はまったく不思議な力が使えなくなってしまっていた。それどころか、肉にく食しよく獣じゆうに追いかけ回される原因だった、美味しそうな血の匂いもしなくなってしまったのだ。

（わたし、今はもう普通の女の子になったんだよね。これからは家密と二海と一緒に、ずっと江戸で暮らせるんだよね。それがわたしの願い……だったはずなんだけど）

　心の中は複雑だった。神通力がなくなってしまった事を後こう悔かいはしていない。江戸を救えたし、大切な人達を守れたのだから本ほん望もうだ。だが、今まで育ててくれた雅みやびに背を向けてしまった事が、心に引っかかっていた。考え込んでいると、二海がみこの顔を覗のぞき込む。

「そう暗い顔をするな。ちゃんと俺達がお前を守ってやる。そう約束しただろう。これからはずっと一緒だ。もう離さないからな」

　正面から二海にぎゅっと抱だきしめられた。背後からも家密の腕うでが伸のびてくる。

「そうだ。ずっとずっと、そばで笑っていてくれ」

　二人の身体に挟はさまれて、ぬくぬくとした温かさが伝わってくる。抱きしめてくれる二人の腕が、力強くて頼たのもしい。これから先の事を考えると不安はたくさんあるけれど、二人さえいれば怖こわくなかった。大好きな家密と二海と一緒に、これからずっと江戸で平和に暮らしたい。それが唯ゆい一いつの願いだ。優やさしい温ぬくもりにほっとして、みこは目を瞑つぶりかけた──が。

「兄貴、俺がみこを抱だいてるんだ。邪じや魔まするなよ」

「いいや、このいい場面でみこを抱きしめるのは当然、この私だ。お前がどけ」

「何で当然なんだよ。みこは俺と一緒に暮らす為に江戸に残ったんだぞ！」

「そんな訳があるか。私と暮らす為に江戸に残ったのに決まっているだろう」

　本ほん性しようが狼の二人は、互たがいを威い嚇かくするようにグルルルとうなり声を上げている。前後にいる彼らに強く強く抱きしめられて、みこは息をするのも苦しくなった。

「もうっ、二人ともいい加減にして。喧けん嘩かは駄だ目めだっていつも言ってるでしょ！」

　たしなめても、二人はにらみ合ったままだ。相変わらずの二人にため息をつこうとすると、ふいに砂浜の向こうから声が聞こえた。

「上様ーっ」

　息せき切って駆け寄ってきたのは、宿で留守番をしていた、家密の家臣である信のぶ津つ名なだ。

「一大事です！　今宿の方からは見えたのですが……ああっ、来ました!!　あれを見て下さい」

　彼が指したのは水平線だ。みこは眩まぶしい太陽のせいで、ゆらゆらと揺れているように見える水平線に目をやる。そこに鈍にび色いろの胴どう体たいと白い帆ほを持つ船を見付けて、思わず息を吞のんだ。

「な、何……！　あの船は！」

　江戸は水の町と言われるくらいだから、船はたくさん見かける。だが水平線に浮うかぶ鈍色の船は、みこが今まで見たどんな船よりも巨きよ大だいで、そして江戸でよく見かける木造船とはまったく違う、鉄の外がい壁へきを持つ船だった。信津名が波なみ打うち際まで走り寄り、船を指さした。

「今、あちらで漁師達が大おお騒さわぎしているのです。あれはどう見ても、百獣国の船ではないと。私もそう思います。あれはおそらく異国の船でしょう。しかも甲かん板ぱんに見えるのは大たい砲ほうを積んだ砲ほう台だいです。あれで攻こう撃げきされたら、品川宿は壊かい滅めつします！」

　あまりに唐とう突とつな出来事に、みこは喉のどの奥で悲鳴を上げた。家密の金色の目がきらりと光る。

「信津名、近くにいる役人をすべて呼び出し、海の守りを固めさせろ。それから住人達の避ひ難なんだ。江戸城に急ぎの使いを出して、応おう援えんを呼べ。……二海、みこを安全な所に連れて行け！」

　二海が頷いて、すぐさまみこの手を引く。足早にその場を離はなれる二海に続きながら、みこはそっと振ふり向いて、悠ゆう然ぜんと近づいてくる巨大な船を見つめた。

　もう神通力はないから未来を予見する力もないはずなのに、まるで嵐あらしがやってくる前まえ触ぶれのように、みこの胸にはざわざわとした嫌いやな予感が吹ふき荒あれていた。
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　江え戸ど城じようはいつになく慌あわただしかった。みこは、すっかり自分の部屋になってしまった本丸御ご殿てんの中奥にある一室から、そっと廊ろう下かを覗く。長なが袴ばかま姿の侍さむらい達が、近くにある家密の部屋を行き来していた。みな一様に真しん剣けんな顔で、無む駄だ口ぐち一つ叩たたかない。

「あの船、一体何だったんだろう」

　みこは思わず呟つぶやいた。昨日、品しな川がわ宿じゆくに突とつ然ぜん現れた船は、やはり異国から来たようだった。その対応に追われているのか、いつもなら仕事の合間を縫ぬって、半刻に一度はみこの顔を見に来る家密を、今日は一度も見ていない。一緒に襖ふすまから廊下を覗いていた二海が、肩を竦すくめた。

「さあな、だけど異国の船が江戸に来るなんて初めてだぜ。普通の交易船は、長なが崎さきで荷を降ろす決まりだ。まあ、あの船はかなり武装してたから、とても交易船には見えなかったが」

「あの船、大砲を積んでたよね。ま、まさか、百ひやく獣じゆう国こくを攻撃する為に来たとか……？」

　巨大な鈍色の船を思い出すと、背筋がぞくりとした。不安げな表情を浮かべると、二海がぽんぽんと頭を撫なでてくれる。

「いや、俺は違うと思う。いくら武装してるとはいえ、船一隻せきで国を落とせるなんて、いくらなんでも思わないだろ。……ちきしょう、情報が入ってこねぇな。俺は江戸城にいる間は表向き病気療養中だし、あんまり幕府の事に首を突つっ込む訳にもいかねぇんだよな」

　家密の弟である二海は、本名を家いえ春はるという。事情があって、江戸城で病気で伏ふせっている事になっているが、本当は町中で江戸一番の二枚目役者として活かつ躍やくしていた。木こ挽びき屋やという芝しば居い小屋の座長でもある彼は、みこが江戸城で療養している間、芝居の稽古がある時以外はここで暮らしているのだ。

　二人で話していると、みこ達が覗いているのとは反対側の襖がすっと開く。気配に気付いて振り向くと、木挽芝しば居い小屋の歌か舞ぶ伎き三人衆の一人、人気女形おやまの一いち陸りくが侍じ女じよの着物を着て正座していた。どこからどう見ても美女にしか見えない彼は、元々は江戸城のお庭番衆にいた忍しのびで、今は町中で暮らす二海の護衛をしている。二海が江戸城にいる間は護衛の彼もここにいるのだが、どうして舞ぶ台たいでもないのに女装しているのかは、みこにも謎なぞだった。

「二海さん、船の情報を手に入れてきました。どうやらグレートビースト国の船のようです」

　普ふ段だんは軽い調子の一陸だが、本来の仕事になると雰ふん囲い気きががらりと変わる。表情一つ変えない彼に、みこは慌てて近寄った。

「あれって、交易船なのかな。えっと、その、ぐれ、ぐれぇと……？」

「グレートビースト国だよ、みこちゃん。百獣国と同じ島国で、西の方角にあるんだって」

「聞いた事あるな。女の将軍がいる国だろう？」

「女王様というらしいですよ、二海さん。……まあ、とにかくそのグレートビースト国の王子だと名乗る男が、あの船に乗ってるそうです」

「王子ってなに？　一陸」

「グレートビースト国で一番偉えらい将軍様が、女の人で女王様と呼ばれてるんだって。そしてその女王様の息子むすこが王子様」

「じゃあ、お世よ継つぎって事？　そんな人がどうして江戸に？」

「お世継ぎって訳じゃないみたい。第三王子らしいから。理由はまだ判わからないけど、上様に謁えつ見けんを申し出てるらしいよ」

　みこは外国人など見た事もない。どんな姿をしているのだろうと考えると、何だかどきどきしてしまう。二海がうさんくさそうな顔で眉まゆ根ねを寄せた。

「おいおい、本当に本物の王子様なのか」

「間ま違ちがいないみたいですよ、あの、長崎奉ぶ行ぎようが上様に直接会って欲しいと嘆たん願がん書を出した上に、王子様に直筆の紹しよう介かい状まで持たせたそうです」

　答えた一陸とそれを聞いた二海が、なぜか同時に嫌な顔をした。

「あの、偏へん屈くつじじいが嘆願書に紹介状ね。よっぽどその王子様が気に入ったんだな。っていう事は、あの船は長崎経由で来たのか」

　二人とも長崎奉行を知っているような口ぶりだ。気になったが、話がさっさと進んでしまう。

「ええ、その紹介状を持って、王子様がもうすぐ江戸城までやってくるらしいです。そのせいでみんな右往左往ですよ。外国の王子様なんて初めてですし」

「ねぇ、外国人ってどんな姿をしてるのかな。わたし達と同じかな。わたし見てみた……」

「みこ、駄目だぞ。砲台付きの船で来てるんだ。どう考えたって交易船じゃない。相手の目的がはっきりするまでは、お前は関かかわらない方がいい。危険だからな」

　二海の言葉がやけに頭の中で響ひびいた。まさか……とみこは嫌な予感を覚える。

「もしかして、その外国船が百獣国に宣戦布告に来たなんて、そんな事はないよね？」

　一いつ瞬しゆん重い沈ちん黙もくが流れる。だが、二海がそれを吹き飛ばすように、にこりと笑った。

「違ちがうさ。もしそうだったら、あの長崎奉行のじじいが兄貴に紹介状なんて書かない。お前は知らないだろうけど、あのじじいは色んな外国から来る商人と堂々と渡わたり合える、口うるさいが剛ごう胆たんなやり手だ。だけどその王子様の目的が判るまでは、お前は関わらない方がいい」

　二海がさっと立ち上がった。そういえば先さき程ほど、昼からは用事があって町に戻もどると言っていたのを、みこは思い出す。

「一陸、みこをしっかり見張っておけ。王子様が帰るまでは絶対に部屋から出すなよ」

　一陸がさっと頭を下げた。襖を開けて出ていく二海を見送って、みこは家密の部屋がある方を再び見つめる。そのままこっそりと廊下に出ようとしたら、ぐいっと帯を摑つかまれた。

「今の二海さんの話、聞いてなかった？　部屋から出ちゃいけないって言われたでしょ」

　姿も顔も美少女そのものなのに、力はしっかりと男だ。にっこり笑う一陸に、みこはどうすれば彼を出し抜ぬけるかと、頭の中で素す早ばやく計画を立てていた。
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　薄うす暗ぐらい納なん戸どには、江戸城の侍達の着物が侍女達によって洗せん濯たくされて並べられていた。そこにこっそりと忍しのび込んだみこは、侍が穿はく長袴を手にして、大きく頷うなずく。

「よしっ、これならいける！」

「いやいや、いけへんって！」

　戸の前に立って外を窺うかがいつつ、呆あきれた顔をしたのは煙えん太ただ。彼はみこの親友である小こ猿ざるの化妖、煙えん助すけの兄だった。

「うわっ、今の言い方も声も、煙助そっくり。前から思ってたけど、煙太さんって小猿の煙助と違って人の姿だけど、それ以外はうり二つだよね。まるで同一人物みたい！」

　冗じよう談だんのつもりだったのに、なぜか煙太が真っ青になってあたふたしだした。

「そ、そんな訳あらへんやろっ。わいと煙助は、ぜーったいに、間違いなく別人やで！」

「あはは。そんなに力ちからいっぱい否定しなくったって、ちゃんと判わかってるよ。二人が似てるのは、兄弟だからでしょ。あ、そういえば煙助は元気かな。実家に帰ったって煙太さんから聞いたけど、いつになったら江戸に戻ってくるのかな」

　煙助が実家に帰ったと聞いたのは、みこが怪け我がをしてすぐだった。家出中なので親ときちんと話をして、ずっと江戸で暮らせるように許しをもらいに行ったのだという。具合が悪くて見送りができなかったのが、気になっていた。

「多分、わいの怪我が治ったくらいに帰ってくると思うわ。………………わいと同じ所を煙助も怪我しとったら、さすがに鈍にぶいみこでもおかしいと思うやろし」

　最後のぼそりとした一言が聞こえなくて、みこは首を傾かしげる。だが彼はそれ以上は何も言わなかった。改めて彼に目をやると、頭に巻いてある白いさらしが目についた。実は彼も三ヶ月前、みこに協力し諒影の企たくらみを止める為ために奔ほん走そうしてくれた。そのせいで、大おお怪け我がをしたのだ。それからみこと一いつ緒しよに江え戸ど城じようで療りよう養ようし、ようやく動けるぐらいにまで回復していた。

　やや垂れ目の煙太は、みこよりは少し年上なのだが、どちらかというと可愛かわいらしい顔つきだ。その顔を困ったように歪ゆがめて、煙太が情けない声を上げた。

「それよりみこ。やっぱり止めとこうな」

「しぃ～。静かにしてて。煙太さんのお見み舞まいに行くって言って、ようやく一陸をごまかして出て来たんだから。外国の王子様が何をしに来たのか、すごく気になるんだ。だからこの長袴を穿いてお侍さんの恰かつ好こうをして、王子様がいる大広間にこっそり忍び込んでみる」

「いや、絶対にばれるって。お前みたいなちっこい侍はおらんやろ！」

　そう言われたものの、みこは手にした長袴に足を通してみる。そして思わず微び妙みような笑えみを浮うかべてしまった。男物の袴はかまはかなり大きくてぶかぶかなのだ。それでも無む理り矢や理り帯を締しめる。

「いける。何事もきっとなせばなる。今日はこの変装道具のひげもあるんだから！」

　みこは用意してきた、ぴんっと上を向いている黒いひげを鼻の下につけた。

「変や、そのひげ！　なくても変やけど、ない方がなんぼかましや。お前赤毛なのに、ひげだけ黒いっておかしいやろ！」

　突っ込まれたものの、みこはぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。さあ、大広間に行くよ。王子様の本当の目的を探さぐり出してやるんだから！」

「その決意だけで、胸もお腹なかもいっぱいだよ！」

　納なん戸どの入り口から聞こえた声に、みこははっとする。慌あわててそちらを見ると、戸ががらりと開いて、頭から猫ねこ耳を出した一陸が仁に王おう立ちしていた。

「みーこーちゃん。大人しくしてろって二海さんに言われたでしょ。ちょっと目を離はなした隙すきにいなくなったから、びっくりして思わず猫耳が出ちゃったじゃないか。探したんだからね！」

　感情が高ぶると、化か妖ようは本ほん性しようが出やすくなってしまう。炎えん華か姫ひめであるみこは、生まれながらに獣けものの姿をもっていないのでその感覚は判わからないが、ぴくぴくと動く一陸の猫耳は、どうやら彼の怒いかりの強さを表しているようだ。

「まったく、王子様の目的とかは役人が調べる事でしょ。みこちゃんは大人しく部屋に……わぁっ、無視してその変な恰好で外に出ないでよ。僕が二海さんに怒おこられちゃうんだって！」

　ひげとぶかぶかの長なが袴ばかまで外に出ようとすると、一陸が慌てて裾すそをぐっと踏ふみつけた。

「放してよ、一陸。王子様がどんな人か見たいだけ。騒さわぎは起こさないって」

「いいや、みこちゃんがそう言って騒ぎが起きなかった例ためしはないでしょ。そもそもその変装がおかしいよ。ぜっーたいにばれるって。だってもう突つっ込むのも面めん倒どうなくらい変だもん」

　一陸の隣となりで腕うで組ぐみした煙太が、うんうんと頷いた。みこはもう一度自分の姿を見つめる。

「そんなに変かな。侍さむらいは無理でも、小こ姓しようくらいには見えないかなと思ったんだけど……うーん、よし、判った！　じゃあ侍女に変装してお茶でも出そうかな」

　なおも諦あきらめないみこを見て、一陸の顔が盛大に引きつった。

「本当に勘かん弁べんしてよ。どれだけ変装したって上様にはすぐに見つかるって。……もうっ、しょうがないな。本当の本当に大人しくできる？　絶対に騒ぎは起こさない？　それが約束できるんだったら……大広間を覗のぞける秘密の隠かくし部屋に案内してあげる」

　肩かたを落としつつ渋しぶ々しぶと口にした一陸に、みこはすみれ色の目を輝かがやかせた。

「本当に!?　うんっ。約束するよ。貝みたいに口を閉じて、静かにしてる！」

「はぁ、心配だなぁ。でもみこちゃんは無む駄だに意志が固いから、駄だ目めだって言っても何とかして大広間に行っちゃうだろうし。それぐらいだったら、僕が見張りながらこっそり大広間を覗かせてあげる方がいいよね、きっと。うん、そうだ。きっとそうだ」

　どうやら自分自身を納なつ得とくさせているらしい。みこはそんな一陸に、にっこり笑いかけた。

「よーし、じゃあ、その隠し部屋に急ごう！」

「ああーっ、みこちゃん。そのひげと長袴のままで外に出ないで！」

　叫さけんだ一陸に、みこはけっこうお気に入りだったのにと呟つぶやきつつ、仕方なくひげを外した。
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　みこは、まだ体調が万ばん全ぜんではない煙太を部屋に送った後、一陸の案内で大広間を覗けるという隠し部屋にやってきていた。大広間近くの納なん戸どにある、どう見ても壁かべにしか見えない隠し扉とびらを押すと、この狭せまい部屋に入れるのだ。だが扉を閉めてしまうと、足あし下もとに注意しなければ歩けないくらい暗かった。ここは一陸達のような、江戸城を陰かげから守るお庭番衆しか知らない秘密の部屋らしい。どうやら奥の壁の向こうが大広間のようで、かすかに声が聞こえてきていた。

　一陸が壁に手を触ふれると、ふいにそこから一筋の光が漏もれ始める。

「みこちゃん、ここから大広間が覗けるよ」

　小声の一陸に頷いて、みこはそっと小さな穴に顔を寄せた。すぐ近くに銀色の艶つややかな髪かみが窺える。どうやら家密が座る大広間の上座、その背後の壁と隠し部屋が通じているようだ。

　思ったよりずいぶん近い家密の後ろ姿に、みこは息を詰つめた。内ない緒しよで覗いていた事がばれたらまずいだろう。おそらく隠し部屋に案内してくれた一陸が叱しかられてしまう。

　大広間の左右には、ずらりと侍達が座っていた。彼らは一様に無言で、家密の正面にいる人物を見つめているようだ。みこもそちらに目をやって、思わず息を吞のんだ。

「……百ひやく獣じゆう国こくは四季があってウツクシイ国だ。長なが崎さきの人々もトテモ優やさしかった」

　初めてみこが目にした外国人は、やや発音はたどたどしいが、堂々とした声でこの国の言葉を話した。年は家密と変わらないぐらいだろうか。百獣国では見た事がない、蜂はち蜜みつ色の緩ゆるい波を描えがく金きん髪ぱつを一つに結び、瞳ひとみは海のように深い紺こん碧ぺき。そして真っ白で透すき通とおるような肌はだをしていた。彫ほりが深くて鼻は高く、目も口元もきりっとしている。細身だが、背は家密ぐらいあるかもしれない。着ているのは、見慣れた着物ではなかった。

　みこはふと、それが洋服と呼ばれる異国の着物だと、富ふ士じ山さんの社にあった書物に書いてあったのを思い出す。白い上着と、飾かざりひだのついたシャツ。きちんと折り目のついたズボンも白くて、しみ一つない。正座は苦手なのかあぐらをかいている青年に、家密が抑よく揚ようのない、だけど冷たさをはらんだ声を響かせた。

「言葉がお上手だな、アーサー。とても長崎に三ヶ月いただけとは思えない」

　どうやら青年の名前は、アーサーというらしい。アーサーが大おお仰ぎような仕草で肩を竦すくめた。

「長崎奉ぶ行ぎように教えてもらった。ワタシは覚える……記き憶おく力？　がいい。百獣国の言葉は響きがよくて気に入っている。とてもステキだ」

　伸のびやかで堂々とした声だった。アーサーがゆっくりとした言葉で話を続ける。

「この国で採れる鉄や銀は、ワタシの国ではとても貴重だ。ワタシの国のシルク……絹糸も、この国で役立っていると長崎奉行が言っていた。これからも友好的な貿易関係を続けていきたいと、女王も言われている」

「友好的……。そのわりには、ずいぶんとぶっそうな船に乗ってこられたようだが？　交易船は九州で荷を降ろすのが決まり。江戸まで来たのには何か訳があるのだろう？」

　家密の冷たい声にも臆おくした様子はない。アーサーがくっと口角を上げて身を乗り出した。

「yes!　その通りだ。実はワタシは交易ではなく、人を探しに来たんだ」

（人探し？　外国人がわざわざ百獣国まで来て、一体誰だれを探してるんだろう）

　みこの胸に疑問がわく。外国人を見た事もなければ、富士山と江戸以外に行ったことのない自分には、九州がどれだけ遠いのか、それ以上にもっと遠いという外国がどういう所なのか、想像もつかなかった。だけどきっと、ここまで海を越こえてくるのは大変だっただろう。そこまでしても探したいというのは、一体どんな人物なのだろうか。

　家密も同じように疑問に思ったようだ。やや詰きつ問もんするような声が聞こえた。

「わざわざ人探しの為に、海を越えてきたと言われるのか？」

「ただの人探しではない。ワタシは──ワタシの妻となる花はな嫁よめを探している」

　きっぱりと言い切った言葉に、大広間がしんとなった。ふっと笑う家密の様子が伝わる。

「花嫁？　百獣国にこずとも、あなたの国でいくらでも見付けられるのでは？」

「ただの花嫁ではないんだ。少し長い話になるが、聞いてもらえるだろうか？　ワタシの国にはある伝説がある。スピリット……ああ、この国ではカヨウというのだな。カヨウは人と獣の二つの姿を持っているが……」

　聞いてもらえるだろうか？　と言いつつも、答えをきかずさっさと話を始めている。将軍である家密の前でも、少しも臆した様子はない。外国人は度胸があるのだなと感心していたみこは、次のアーサーの言葉にびくりとした。

「ワタシの国の伝説では、生まれつき獣の姿をもたない者は、神の使いと言われているんだ。伝説ではその神の使いは女性で〝奇き跡せきの女め神がみ〟と呼ばれ、国を救う為に現れるという。だが、獣の姿を持たない者などいる訳がない。だからずっと、ただの伝説だと思われていた」

　一陸がこちらを見ているのが判わかった。実はみこも、生まれつき獣の姿を持たない。それは成長して、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうと同化する資格がある証しよう拠こらしい。だからみこは赤子の時に親と引き離され、炎華姫として雅に育てられる事になったのだ。みこは話の続きに耳を傾かたむけた。

「話は少し変わるが、ワタシの国には、ある特とく殊しゆな能力を持つエルフと呼ばれるカヨウがいる。エルフは性別を変えられたり、人の言葉がホントウかウソか判ったりと、普ふ通つうのカヨウにはないトクベツなパワーを持っているんだ」

　みこは、一陸と目を見合わせた。判らない単語はあるものの、話は理解できる。

「一陸、エルフってもしかして……」

「うん、本性の獣の能力を、強く受け継ついでしまった化妖の事だね。諒影とか藤ふじ菜なみたいに」

　毒の体液を持つ毒どく蜘蛛ぐもの諒影に、男にも女にもなれる擬ぎ態たいの能力を持つ梟ふくろうの藤菜。二人とも普通の化か妖ようにはない、かなり特殊な体質を持っていた。外国にもそういう化妖がいるのかと驚おどろいていると、アーサーが再び話し出すのが聞こえる。

「そのエルフの中でも、トクベツ強いパワーを持つ女性がいる。彼女はワタシの国で一番の予言者だ。おぼろげだが未来を読み取り、遠い異国の果てまで見通すフシギな力を持つ。彼女がある予言をした。────東の島国に、獣の姿をもたない神の使いがいる、と」

　びくんっと震ふるえて、一陸と視線を交かわす。話はまだ見えないが、何か嫌いやな予感がした。

「……よく判らないのだが、その神の使いとやらをわざわざ探しに来たのか？　予言などという噓うそか本当かも判らない言葉を信じて。だが先さき程ほどは花嫁を探していると言っただろう。話に矛む盾じゆんがあるのでは？」

　家密の冷静な声には、ややアーサーを牽けん制せいするような響ひびきがあると、ふいにみこは気付く。

「矛盾……つじつまが合わないという事かな？　ノープロブレム！　つじつまはしっかりと合っている。予言者は神の使いを若い女性だと言った。彼女こそ伝説の〝奇跡の女神〟だと。そしてワタシはその奇跡の女神を探す為ために来た。──ワタシの、花嫁にする為に」

　自信たっぷりの声が聞こえて、みこは思いっきり顔を引きつらせる。一陸も同じ顔で囁ささやいた。

「ねぇ、みこちゃん。もしかして、奇跡の女神なんて大仰な名前つけられてるのって……」

「そ、そんなはずないって。見た事も聞いた事もない外国の王子様が探してるのが、わたしなんて、そんなのありえな……」

「そうそう、奇跡の女神を探すヒントが、もう一つある」

　聞こえたアーサーの声に、みこは慌あわてて耳をすませた。

「奇跡の女神は、強大なフェロモンをその血に宿しているそうだ。その匂においを嗅かぐだけで、ワタシ達のような肉にく食しよく獣じゆうは逆らえなくなるらしい。予言者が言うには、奇跡の女神からはとてつもなく〝美味おいしそうな〟匂いがするそうだ」

　途と端たんにみこと一陸がぴたりと動きを止めた。しばらく流れた沈ちん黙もくの中で、やっと口を開いたのは額に手を当てた一陸だ。

「……美味しそうな匂いだって。とどめの情報がきたね。みこちゃん」

「い、いやいやいや、きっと何かの間ま違ちがいで……」

　悲ひ愴そうな声のみことは真逆の、興奮したようなアーサーの声が耳に届く。

「美味しそうな匂いがする美女。そんなレディがいるのなら、ぜひ見付け出して自分のものにしなければと思った。だから予言者の話を聞いて、すぐに国を出てきたんだ。幻まぼろしの美女を探しに海を越えて東の果てへ。航海中、なんとロマンに満ちた旅なんだと感動したよ！」

　予言者には若い女性だと言われただけなのに、どうしていつの間にか美女に変へん換かんされているのだろう。しかも〝幻の〟と頭についてしまっている。一陸が大きなため息をついた。

「かなり期待されちゃってるね、みこちゃん。そうとうの美女だと思われてるよ。……まあ、でもよかったじゃない。百獣国を狙ねらう敵とかじゃなくて。放っておけばそのうち諦あきらめ……」

「獣けものの姿を持たない者などいるはずがない。美味しそうな匂いがする女など聞いた事もない」

　聞こえてきた家密のぴしゃりとした声に、一陸が目を見開いた。

「あれ？　上様、そこは勝手に探せって言って帰ってもらえばいいのに。そんなにけんか腰ごしで話したらあやしまれちゃうよ。……どうしてみこちゃんが関かかわると、冷静さを失うんだろ」

　一陸と同じ事を察したのか、江え戸ど城じようでも家密の忠犬として名高い老ろう中じゆうの信津名が、慌てたように声を上げた。

「上様、そんな女性は存在しないのですから、好きなだけ町を探して頂きましょう」

　アーサーは友好国の王子だ。信津名としては、機き嫌げんを損そこねたくないのだろう。みこは江戸城にいるのだから、町を探しても無む駄だだと判っていて進言したようだった。

「いや、江戸の町もだが、ワタシは江戸城の中も探させてもらいたい」

「何度も言うが、百獣国にそんな女はいない。何の根こん拠きよもなしに城を調べられては迷めい惑わくだ」

「コンキョ……ああ、理由だね。もちろん理由はある。三ヶ月前の江戸城の炎えん上じよう事件だ」

　探さぐるような目で、だがそれとは裏腹の自信のある声でアーサーが言い放つと、家密のまとっていた空気が一いつ瞬しゆんで変わった。みこの背筋もぞっとする程の攻こう撃げき的な獣じゆう気きが辺りに満ちてくる。

　大広間に並んでいた侍さむらい達が、家密のあまりに強い獣気に堪えられず、苦しそうにうめき声を上げていた。そんな中で、アーサーだけは涼すずしげな顔で微笑ほほえんでいる。化か妖ようは放つ獣気で相手の強さを推おし量れる。本能が、強い獣気を持つ獣には逆らうなと命じるのだ。百獣国の化妖達の頂点に立つ、家密の獣気を間近で浴びてもなお、まったく動じないという事は……。

（あのアーサーって人も強いんだ。もしかしたら、家密と同等の獣気を持っているのかもしれない。あの人の本ほん性しようは何なんだろう……？）

　疑問がわいたが、見かけからではまったく本性は窺うかがえない。獣気の弱い草そう食しよく獣じゆうなら、人の姿をしていてもどこかしら本性が出てしまう。だがアーサーは、どこからどう見ても美しい人の姿をしているから、きっと肉食獣だろう。アーサーの声に、ふいに真しん剣けんな色が混じる。

「江戸には、エンシュと呼ばれる守り神がいるそうだね。そして彼の跡あと継つぎはエンカヒメといって、まだ若い女性だとか。三ヶ月前、江戸城が狙われて天てん守しゆ閣かくが燃えたそうだが、その火は突とつ然ぜん降った大雨で消えた。……長なが崎さきでは、江戸の守り神であるエンシュとエンカヒメが、奇跡の力を使って大雨を降らせ、江戸城の火を消したのではないかと噂うわさが立っていたよ」

　青年が一呼吸置いて、自信ありげな声を響かせた。

「コレはワタシの勘かんだけど、その奇跡を起こしたのはエンカヒメだと思う。彼女はワタシが探している奇跡の女神に違ちがいない。天守閣に火が放たれてもすぐに消せたのは、この近くにいるからだろう。……ワタシは、彼女はこの江戸城にいるのではと思っているんだ」

「「すごい、ほぼあってる」」

　一陸とみこの声は同時だった。王子様は、どうやらかなりきれるようだ。かき集めた情報で推理した結果が、ほぼ現実と同じなのだから。家密が獣気と同じく鋭するどい声で反論した。

「江戸城の火災の時に雨が降ったのは偶ぐう然ぜんだ。三ヶ月前、百ひやく獣じゆう国こくはちょうど梅雨つゆだった。梅雨に雨が降るのは当然だろう」

「だけどワタシの調べた所によると、今年の梅雨は江戸ではほとんど雨が降らなかったそうじゃないか。まとまった大雨はあの火災の時だけ。今年はおかしな気候だったと聞いているよ」

　どうやら下調べも万ばん全ぜんのようだ。この王子様は鋭くて賢かしこくて、何より自分の意見に揺ゆるぎない自信を持っていた。家密がくっと含ふくんだように笑うのが聞こえる。

「すべてあなたのこじつけだろう。予言者とやらのもっともらしい話に振ふり回されて、こんな所まで来るなんて、ご苦労な事だ。だが残念ながら、炎えん華か姫ひめはただの伝説だ。存在はしない」

「ずいぶん熱くて攻撃的なオーラが出ているね。長崎奉ぶ行ぎようの話とかなり違うな。将軍サマは、とてもクールな男だと聞いていたのに。それにしても、こんなに強いオーラを感じるのは初めてかもしれない。──君は、強そうだ」

　くっと笑う声。その途端家密とはまた違う、だが彼と匹ひつ敵てきする程の獣気が、アーサーから溢あふれ出す。

「強い男は大好きだ。ワタシを楽しませてくれる。国ではもう、ワタシにファイトを挑いどんでくるバカな者がいなくなってしまったから。──君がどうしてもエンカヒメがただの伝説だというなら、力ちから尽ずくでもホントウの事を聞かせてもらおう。君だって、かなりその気のようだし」

　アーサーの獣気の高ぶりを感じて、みこはまずいと心の中で叫さけぶ。外国人だろうと何だろうと、結局は同じ化か妖ようだ。しかもアーサーは紛まぎれもなく、強さを求める攻撃的な本能を持つ肉食獣だ。そしてそれは、銀ぎん狼ろうの本性を持つ家密も同様だった。目の前で始まったアーサーと家密の変化に、みこはすぐに気付いた。

「戦う気だ……！　止めなきゃっ」

　みこは慌ててきびすを返した。本気になった家密を止められるのは、弟の二海と自分くらいだ。相手は外国からのお客様なのに、万が一怪け我がでもさせたらまずいことになるだろう。足早に隠かくし部屋を出ようとしたみこの腕うでを、一陸がぐっと摑つかんだ。

「放してっ。急がないと……！」

「判ってる。止めるんじゃないよ。ただ、隠し部屋から大広間にいくには、ぐるりと廊ろう下かを回らないといけないから、時間がかかるよ。だから……」

　艶あでやかな侍じ女じよ姿の一陸が、長い着物の裾すそをまくり上げ、すっと片足を上げた。そして覗のぞき穴あながある壁かべを思いっきり蹴けりつける。すると驚いた事に、壁がぐらりと大広間の方へ傾かたむいた。

「ここから行くといいよ」

　女装しているのに、片足を上げたままにっこり笑う一陸が、男らしくてめまいがしそうだ。

　どうやら壁は元々仕し掛かけが施ほどこされていたらしい。おそらく一陸のようなお庭番衆達は、覗き穴から様子を窺い、いざという時にはここから大広間に飛び出して将軍を守るのだろう。

　みこは一陸に素す早ばやく礼を言って、すぐさま広い畳たたみの間に足を踏ふみ入れた。




　みこが大広間に入って辺りを見回すと、突とつ然ぜん壁かべが崩くずれたというのに、誰だれもこちらを見てはいなかった。いや、正確には大広間にいたはずの侍達は、廊下に飛び出してへたり込んでいたのだ。それはおそらく部屋の真ん中で、本性の姿となって強大な獣気を放っている家密とアーサーのせいだろう。

「家密……！　戦っちゃ駄だ目めっ」

　首くび許もとにしがみつこうとしたみこは、銀狼の向こうにいた獣に気付いて目を見張った。

　百獣国では見た事のない、しなやかな筋肉に包まれた四つ足の獣がそこにいた。

　身体からだは銀狼の家密よりもずっと大きいだろう。長く緩ゆるやかな金の毛並みは、太陽のような眩まぶしい光を放ち、うなじの辺りから肩かたにかけて生えているたてがみも、同じく金色に輝かがやいている。

　顔つきはどことなく猫ねこを思わせる。だが逞たくましく巨きよ大だいな身体と口元に覗く太くて白い牙きばは、一陸の本性である猫のように可愛かわいらしいとは、とても思えない。紺こん碧ぺきの鋭い光を放つ瞳ひとみに見み据すえられ、みこは背筋をぞっとさせた。あの鋭い牙を持つ大きな口なら、自分など一口で飲み込んでしまうだろう。思わず後ずさろうとしたが、何とか踏みとどまって気持ちを奮い立たせる。

（だめっ、しっかりしなきゃ！）

　みこは、牙をむき出して威い嚇かくのうなり声を上げる銀狼の首許に、ぎゅっと抱だきついた。そして、見た事のない獣に目を向ける。

「江戸城では本性を出すのは御ご法はつ度とです！　いくら外国の方でも、決まりは守って頂きます。どちらも落ち着いて、人の姿になって下さい！」

　視線を鋭くすると、見知らぬ外国の獣はその瞳をやや眇すがめて、じっとこちらを見つめた。腕の中の銀狼も、みこが抱きついてからは唸うなるのをやめている。家密が落ち着きを取り戻もどすのは、すぐだろう。問題は、大広間の天てん井じように頭をぶつけそうなほど巨大な、獣の王子様だ。

「……王子。彼女が仰おつしやるようにここは江戸城です。本性のライオンの姿ではシツレイかと」

　そこへ獣の背後から低い声が聞こえて、ずいぶんと背の高い黒ずくめの男が現れた。上着にズボン、短い髪かみも瞳もみんな黒かったが、肌はだと上着の下にのぞくシャツだけが白かった。

　体格は二海のように逞しいが、整った顔はずいぶんと表情が乏とぼしかった。彼が白い手て袋ぶくろをした手で、どこからか新しい上着を取り出すと、傍かたわらにいた獣の姿が変わり始める。アーサーの白い裸ら体たいが現れて、みこは慌てて目をそらした。しばらくすると、トントンと肩を叩たたかれる。

「君、大だい丈じよう夫ぶか？　すまなかったね」

　ちっともそうは思っていない愉ゆ快かいそうな笑顔えがおで、アーサーがこちらを見つめていた。どうやら服は着たようだ。着物を持ってかけつけた信津名に気付いて、みこは銀狼から手を放した。そして初めて間近で見る外国人に、目が釘くぎ付づけになってしまう。すると彼がにっこり笑った。

「君が巻き込まれなくてよかった。こんな狭せまい所でファイトはムリだったね。反省するよ」

（も、問題は場所でも狭さでもないんですけどっ。友好国の将軍に喧けん嘩か売っといて、反省するのはそこだけ!?）

　叫びたかったが、何とか堪こらえた。それに気付かないのか、アーサーが更さらに話しかけてくる。

「可愛いレディ。ワタシはアーサーだ。コチラの燕えん尾び服ふくの男は執しつ事じのブレイク。君の名は？」

　ふいに右手を差し出され、みこは戸と惑まどってしまう。信津名が慌あわてて耳元で囁ささやいた。

「握あく手しゆですよ、手を握にぎるんです。そういう外国のご挨あい拶さつです」

　そうなのかとようやく納なつ得とくして、みこはおずおずと彼の手を握ろうとした。だが手が触ふれる直前に、人の姿に戻って身み繕づくろいを整えた家密に引き寄せられる。

「みこに触さわるな」

「oh!　まだ怒おこっているのか？　見かけによらず熱いタイプだな。それとも……彼女がトクベツだからそんなに怒るのかな？」

　アーサーの目がふいに鋭くなる。そしてその目はみこにも向けられた。

「ワタシがライオンとなって戦う時、誰もそばには近づかない。ワタシのオーラが恐おそろしいからだ。それはコチラの将軍も同じだろう。ワタシ達が互たがいにオーラを放った途と端たん、サムライ達は慌てて部屋から飛び出すか気絶した。だけど君はワタシ達を恐れずに飛び出し、ファイトを止めようとした。そんな事、普ふ通つうの女の子にできるはずがない」

　背の高いアーサーがぐっと膝ひざを屈かがめ、息がかかるほどみこの顔の近くで目を合わせる。

「君は、ナニモノ？」

　声も目も震ふるえがくるほど力強かった。みこは自分を奮い立たせて、大きく息を吸い込む。

「わ、わたしはみこです。えっと、江え戸ど城じようの侍女です。とっさだったから身体が動いただけで、今は怖こわくて足が震えてます。突然飛び出したりしてすいませんでした！」

　みこはさっと頭を下げた。彼は友好国の王子だ。きっと大切なお客様だろうから、失礼があってはならないだろう。侍女だと噓うそをついたのは、自分が炎華姫だとばれてはいけないという、とっさの判断だ。本気かどうか判らないが、アーサーは奇き跡せきの女め神がみを国に連れて帰り花はな嫁よめにしたいという。彼が探している奇跡の女神とやらの特とく徴ちようが自分によく似ている以上、関かかわり合いになりたくなかった。うっかり外国にでも連れ去られるようなことになったら大変だ。

「それじゃ、わたしはこれで……」

　すぐにその場を後にしようとしたが、アーサーが再びみこの腕を摑んで、ぐいっと引き寄せた。そしてそのまま首筋に顔を埋うずめようとする。
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「──触るなと言ったはずだ！」

　だがすんでの所で家密がその手を振り払はらい、みこを自分の腕の中に引き寄せた。

「匂においを嗅かがせてもらおうと思っただけだよ。突とつ然ぜんだったのは謝ろう。それにしても、ずいぶんとこの可愛いレディが大事らしい。やっぱり、トクベツだからかな？」

　よく判わからない単語が混じっているものの、言葉の意味合いにはすぐに気付いた。アーサーはやはり疑っているようだ。家密がふっと微笑ほほえんで、みこを抱だきしめる腕に力を込めた。

「ああ、特別な私の女だ。手出しはするな」

　きっぱりと言い切った家密に、アーサーが軽く目を見開いた。

「……なるほど。君のコイビトなのか。それは失礼。でも、念ねんの為ため確かめさせてもらえないだろうか。この可愛いレディから、美味おいしそうな匂いがしないかどうか」

　家密とアーサーがにらみ合う。みこは慌てて家密の着物の袖そでを引っ張った。

「あの、匂いを嗅いで納得するなら、嗅いでもらえばいいと思う」

　家密は不満げな顔を隠さない。それでも駄目だと言わないのは、それがすべてを丸く収めて解決する方法だと判っているからだろう。

（だ、大丈夫だよね。だって三ヶ月前のあの日からもう神通力は使えないし、美味しそうな匂いも全然しなくなったって家密も二海も言ってたし。わたしはもう普通の女の子だもんね）

　みこは確かく認にんするように心の中で呟つぶやいて、袖をまくって腕を差し出した。

「どうぞ。何か誤解されてるみたいですけど、匂いを嗅いだらそれは解決するんでしょう？」

　口元を緩めていても目は笑っていないアーサーに、なるべく自信たっぷりに見える表情で微笑む。だけど本当は、緊きん張ちようのあまりどきどきと脈打つ鼓こ動どうを抑おさえるのに必死だった。

「では、失礼して……」

　アーサーがさっとみこの腕うでを摑つかんだ。そのまま腕に顔を近づけるかと思いきや、いきなりみこを身体ごとぎゅっと抱きしめる。

「きゃっ」

「貴様！　みこを放せ、匂いを嗅ぐだけだと言っただろう」

「上様、駄目です。ちょっとだけのご辛しん抱ぼうですからっ」

　家密の声に被かぶさるように、信津名の泣き声が響ひびいた。突然の事に驚おどろきすぎて固まっていたみこだが、その信津名の声でやっと我に返る。そしてすぐさまアーサーの胸を突つき飛ばした。

「何をするんですかっ」

　何とか腕から逃のがれると、アーサーはそれ以上は何もしてこなかった。不思議そうな顔で目を瞬またたかせて、何度も何度も首を傾かしげている。

「……ああ、すまない。ミコがワタシの探している奇跡の女神かもしれないと思ったのだが……。でも君からは、美味しそうな匂いがしない。どういう事だ？」

　心の中でほっと胸をなで下ろす。振ふり返ると、アーサーに殴なぐりかかろうとしていた家密の腕に、信津名がしがみついていた。どうにかそれを振り解き、家密がアーサーを睨にらみつける。

「もう気がすんだだろう。奇跡の女神とやらを探すのは勝手だが、私のみこに手を出すな！」

「……まだゼンゼン気はすまないな。さっきミコを初めて見た時、何かが頭の中でピカッと光ったんだ。まるでレインボーのように七色に。それはそれは美しい光だった」

　アーサーが突然みこの前で片かた膝ひざをついた。そしてうやうやしく片手を胸に当て、頭を下げる。

「あの光は神からのお告げだ。──ミコがワタシの運命の花嫁なのだと教えてくれたのだ！」

（それって完全に思い込みでしょ!?　あれあれあれ、さっきは切れ者だと思ったのに、この王子様、もしかしたらすっごく変かも！）

　心の声を口に出さないようにするのに必死なみこには気付かず、アーサーが話を続ける。

「ワタシの勘かんが外れるはずない。君はゼッタイに奇跡の女神のはずだ。美味しそうな匂いがしないのは、何か事情があるのだろう。今からそれをじっくり調べさせてもらおう」

「ええっ!?　わたしは本当に何も知りませんよ。どうしてそんなに自信満々なんです？　わたしがその奇跡の女神だと思う根こん拠きよはなんですか？」

「言っただろう。勘だ！　さあ、可愛かわいいレディ。ワタシこそが君と出会う為に生まれてきた、そして君を迎むかえに来た王子だ。ご希望なら白馬にも乗ろう。この胸に飛び込んでおいで!!」

　芝しば居いがかった口調と、大げさな身ぶり手ぶり。背後に控ひかえていたブレイクがそれを褒ほめ称たたえるように、無表情のまま拍はく手しゆをしている。

「エクセレント！　王子、パーフェクトな愛の言葉です。このブレイク、感動致いたしました」

　隠かくし部屋から出てきて、みこ達の様子を見守っていた一陸が、乾かわいた笑みを浮うかべた。

「うわぁ、突っ込みどころ満まん載さいの変な人達だなぁ……。しかも今までにない感じの変さだよ。近づいちゃいけない系のやばい人っぽいんだけど」

　ぼそりとした声に、みこは思わず頷うなずいてしまう。家密がさすがに呆あきれたような声を上げた。

「みこに手出しするなと言っただろう。紹しよう介かい状があったから城に招いたが、話はもうすんだ。さっさと城から出ていけ。お前のくだらない妄もう想そうにつきあっている暇ひまは……」

「oh!　イタイ！」

「どうされました！　王子」

　ブレイクが慌てて駆かけ寄ると、アーサーがさっと目配せして、右みぎ腕うでを差し出した。

「見てくれ、ブレイク。先さき程ほどのイエミツとのじゃれあいで、右腕をケガしてしまったようだ」

　確かに腕にはひっかき傷があった。だがほんのわずかで、よく見ないと判らないほどだ。大の男が痛いと呻うめく程ではないはずだった。だがブレイクは、大げさに眉まゆ根ねを寄せた。

「それは大変です。友好国の王族として挨拶に来た王子にケガをさせるなど……帰って女王に報告せねば！」

「お、おおおおおお待ち下さい！」

　慌てて進み出たのは信津名だ。真っ青な顔で、アーサーの前ですぐさま正座した。

「す、すぐに手当をさせます。どうかどうか、お国の女王様に報告するのだけは」

「そうだね、母に報告したら、きっとスグに交易は中止になるだろう。それだけでなく王子であるワタシにケガをさせたともなれば、我が国への宣戦布告ともとられかねない」

「何が怪け我がだ。かすり傷ではないか。それに私も愚おろかではない。お前の獣じゆう気きにあてられて本ほん性しようは出したが、お前には指一本触れてはいない。しかも先程までは血の臭においもしなかった。そのかすり傷は、今お前が自分でつけたのだろう」

　家密の鋭するどい一言に、アーサーが大げさに両手を広げて目を瞑つぶり、首を振った。

「oh!　ワタシ、コノクニノコトバ、ワッカリマセーン！」

　ぶちっと、家密の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる音が聞こえた気がした。ゆらりと目に見える程ほど濃こい怒いかりの獣気が辺りに立ちこめる。みこは慌あわてて家密にすがりついた。

「家密、堪こらえて。確かに腹は立つだろうけど、イラッとするだろうけど、何とか堪えて！」

「そうでございますよ。上様、我が国の為です。これ以上騒さわぎを起こしてはなりませぬ！……あの、アーサー様。大変申し訳ありませぬ。どうかここは両国の事を考えて穏おん便びんに……」

「オフコース！　ワタシも国同士がいつまでも仲良くできるなら、それが一番だと思っている。だからそうだな……ケガが治るまで、ここに滞たい在ざいさせてもらおう。もちろん、大事なお客様として歓かん迎げいしてもらえるだろう？」

「わ、判わかりました。もちろんもちろん、大歓迎させて頂きます。何か入り用のものがございましたら、何でもお申し付け下さい」

「サンキュー、ノブツナ。では、世話係が一人欲しい。ケガをしてしまって不自由だから。可愛らしいメイド……いや、侍じ女じよを頼たのむ。そうそう。侍女といえばミコもそうなんだろう？　では世話係は彼女がいい。ワタシは実は人見知りで、知らない女性とは口もきけないから」

「初対面の女に抱だきつくのに、口はきけないんだ……」

　みこはとうとう堪えきれずに突っ込んだが、あっけなく無視されてしまう。どうやら最初からこれが狙ねらいだったようだ。黙だまっていた家密だったが、さすがに彼に鋭い視線を向ける。

「侍女なら百人でも千人でも用意してやる。だが、みこは駄だ目めだ」

「どうして？　彼女が奇跡の女神だと、ワタシにばれたらマズイから？」

　まるで鋭い刃は物もので切り込まれたような、あまりに的確な問いかけだった。

　一歩も譲ゆずらずにらみ合う彼らと、泣きそうな信津名を見て、みこは決意して口を開く。

「あの……家密。わたし、世話係をやります」

「駄目だ。こんな奴やつの……」

　みこは家密の腕をさっと摑んで、大広間の隅すみに連れて行く。慌てて信津名がついてきた。

「平気だよ。だってわたしはもう神通力もないし、美味しそうな匂いだってしないんだから。やたらに駄目だ駄目だって言うと、余計にあやしまれちゃうよ」

　小声で囁ささやくと、信津名がうんうんと頷いた。

「そうでございます。ここは彼が納なつ得とくするまで、調べてもらってもよいのではありませんか。みこ様はもう普ふ通つうの女の子なのですし。それに国同士の問題になっては本当にまずいです。やっと幕府に反感を持つ浪ろう人にん達を一いつ掃そうできたというのに、国外に敵ができたりしたら……！」

「信ちゃんの言う通りだよ。江え戸ど城じようにいる間の世話係なんだから、全然危なくないって。あの王子様は、わたしが探してる奇き跡せきの女め神がみとは違ちがうって納得すれば、帰ってくれるわけだし」

　それでも家密は返事をしない。みこは彼の手をそっと握にぎった。

「家密は将軍様なんだから、何よりまず国の事を考えなきゃ。三ヶ月前、一いつ緒しよに命がけでこの国を守ったでしょ。こんな事ぐらいでそれを無にするの？」

　必死で説得すると、家密が一度目を閉じる。そして再び開いた時には、金色の目にいつもの冷静な色をたたえていた。家密は一度みこの頰ほおをすっと撫なでて、アーサーに向き直る。

「──いいだろう。ただしみこを江戸城から連れ出さない事。彼女が嫌いやがるようなまねはしない事。それからむやみに触さわらぬ事。これを破ったら即そく出ていってもらう」

「かまわないよ。ではミコ。まずは部屋に案内してもらおうか。長旅で疲つかれたからね」

　不ふ機き嫌げんな顔を隠さない家密とは正反対に、アーサーは上じよう機き嫌げんだ。彼の世話係はかなり苦労しそうな気がする。それでもみこは、ぐっと拳こぶしを握った。

（よし、頑がん張ばろう！　わたしはもう神通力はないけど、自分にできる事で家密の役に立ちたい。このへんてこ王子様のお世話をうまくやれれば、家密や百ひやく獣じゆう国こくの為ためになるんだよね！）

　心の中で決意しながら、みこは信津名に教えられた客間にアーサーを案内した。
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「……外国の王子でなければ、かみ殺してやるものを」

　自室に戻もどった家密は、腹立たしさのあまりそう吐はき捨てた。ぶっそうな台詞せりふはもちろん本気だ。本当ならあの王子をすぐにでも追い出したいが、外交の問題があると信津名に泣きつかれてしまった。グレートビースト国から輸入される絹糸は、朝ちよう廷ていの貴族に大人気なのだ。外交を断って絹糸が入らなくなると、せっかく今は大人しくなっている朝廷から不満が上がるだろう。

　家密は腹立たしさをどうにか堪えて、ふうっと息を吐き出した。そこへすっと襖ふすまが開いて、やっと落ち着き始めた怒りの炎ほのおに再び油を注ぐ声が聞こえた。

「怒りの獣気が満ちてるな。これは面おも白しろい。お前が怒りを堪えて一人で悶もん々もんとするなんて」

　振ふり返ると、叔父おじの頼より伸のぶだった。まだ二十代後半の頼伸とは、そんなに年も変わらない。だからといって、仲良く喋しやべるような間あいだ柄がらでもなかった。機き嫌げんが悪い所に見たくない顔が現れて、今日は厄やく日びかとらしくない事を考えてしまう。

　家密はため息をつきつつ、分厚い座ざ布ぶ団とんに座り込んで肘ひじ掛かけにもたれた。

「何の用だ？　私は今、かなり機嫌が悪いぞ」

「知っている。外国の王子様と一ひと悶もん着ちやくあったそうだな。大広間にいた侍さむらいに聞いたが、その王子様は百獣国では見た事のない獣だったそうじゃないか」

「……豊とよ臣とみの一族の獅し子しに似ているが、もっと大きくて獣気も強い。あんな獣は初めてだ」

　思い出すとぞくっとした。身体からだがまたしても勝手に高こう揚ようし始める。

　あの時、相手が外国の王子だと判っていたのに、つい彼の獣気に刺し激げきされて挑ちよう発はつに乗ってしまった。この男になら本気で挑いどんでみたい。そう思わせるほどの獣気だった。

「──強い相手が現れて、嬉うれしそうだな」

　声がすぐ近くで聞こえた。いつの間にか頼伸が隣となりにしゃがみ込んでいる。からかうような口調だが、家密と同じ金色の目は笑っていなかった。

「俺も会ってみたいものだ。お前がそれほど強いという相手に」

「会わない方がいい。お前も私と同じだ。強い相手を見ると挑みたくなる。その一いつ瞬しゆんの衝しよう動どうは本能だ。どんなに理性を持っていてもあらがえない」

「なるほど、それでお前は王子様の獣気に興奮して本性を出したあげく、騒ぎを起こしてみこをとられたってわけか。その王子様は奇跡の女神とかいう、炎えん華か姫ひめとそっくりな特とく徴ちようの女を探さがしているんだろう？　まずいんじゃないのか」

　あざ笑うような声に、かっとなるのが判った。それでもそれを表に出さないようにするぐらいの分別はある。

「私の目の届く範はん囲いでしかみこには近寄らせない。それに……あの王子の目的が、本当に奇跡の女神とやらを探す事なのかは疑問だぞ」

「ほう、それは一体、どういう意味だ？」

　頼伸が立ち上がり、腕うで組ぐみして襖にもたれた。いつもならすぐに追い出すが、ある思おも惑わくがあって家密は話を続けた。

「どんなに大事かは知らぬが、本当に存在するかも判らぬ女を探す為だけに、一国の王子が何十日もの危険な船旅をして、外国にまで来るだろうか」

「ほう、では奴の本当の目的は何だと言うんだ？」

　ふふっと頼伸が含ふくみ笑いをした。そこで家密は確信する。彼は、何かを知っている。

「そうだな。たとえば──百ひやく獣じゆう国こくに攻せめ入る為の偵てい察さつ、とかな」

　基本的に交易船は九州までで、江戸に来る許可など出さない。それには他国からの侵しん略りやくを警けい戒かいしてという意味もある。だが今回は珍めずらしく、長なが崎さき奉ぶ行ぎようがぜひグレートビースト国の王子に会って欲しいと、一月ほど前に嘆たん願がん書を送ってきていた。友好国の王子でもあるし、まさか大たい砲ほうを積んだ船で来ると思わなかったから、許可を出してはいたのだ。しかし言葉が話せるようになってから来ると聞いていたのに、長崎奉行からの紹しよう介かい状を持って彼らが現れたのは、思っていたよりもずっと早かった。

　家密は目を伏ふせて考え込む。そんな素す早ばやくて強ごう引いんな行動も、不審感を抱かせるのに十分な理由だった。王子自ら偵察に来るだろうかという疑問はあるが、アーサーは第三王子で世よ継つぎではない。もし友好国の王子という立場を利用して、百獣国を偵察しに来たのだとしたら……。

「なるほど。それはあるかもな」

　肩かたを竦すくめた頼伸に、家密は鋭するどい視線を送った。

「とぼけるのがうまいな。お前はもうとっくに何らかの情報を摑つかんでいるのだろう？　私はお前の情報収集能力の高さは認めている。知っている事はすべて話せ」

「何のことだか、判わからな……」

「諒影が、口を割らなくてよかったな」

　くっと口角を上げると、頼伸がわずかに目を眇すがめた。

　三ヶ月前の江戸城炎えん上じよう事件。その事件が起きる前から、家密は江戸城にいる諒影の協力者を探していた。結局は見つからなかったが、目の前にいる叔父が一番あやしいと睨にらんでいた。

　頼伸は元々、三代将軍の第一候補だった。しかし家密が彼と真しん剣けん勝負をして、今の地位を勝ち取ったのだ。彼は負けた事が許せなくて、もう一度家密と勝負する機会を、虎こ視し眈たん々たんと狙っていた。

　かまをかけてみても、頼伸は表情一つ変えはしない。だが今までよく動いていた口が真一文字に引き結ばれている。それだけで十分だった。

「あの時、お前は死にかけていた私を助ける為に、医者を呼びに行った。おそらくお前は私と勝負がしたい為だけに、あの毒どく蜘蛛ぐもの計画に乗ったのだろう。あの時点でお前と諒影の繫つながりは切れた。──しかし最後に裏切られるとは、お前らしくなく間が抜ぬけているな」

「……何のことだか判らないと言っているだろう」

「いくらでもとぼけているがいい。証しよう拠こはないからな。だが私がその気になれば、お前を江え戸ど城じようから追い出すのは簡単だ。そうしないのはなぜか判るか？　お前の情報収集能力が高いからだ。江戸城にいて私を狙ねらうのならそうするがいい。だがずっとここにいたいなら、少しは国の為に役に立て」

　鋭い視線を向けると、頼伸がわずかに目をそらした。しばらくの逡しゆん巡じゆんの後、渋しぶ々しぶと口を開く。

「……アーサーの故国のグレートビースト国は百獣国と同じ島国で、世界一と言われる程ほどの強大な海軍を持っているそうだ。ここ数年、領土を広げる為にその海軍を率いて他国に攻め入っているらしいと、九州のある知り合いから聞いた事がある」

　家密が危き惧ぐしている事を裏付けるような、嫌な情報だった。頼伸が肩を竦める。

「だが、あいつは今の所友好国の王子様で、腹の中で何を考えているにしろ、建前は花はな嫁よめ探しなんていうのんきな目的でやってきたんだ。下手へたに追い出したり、機嫌を損そこねるのはまずいんじゃないか。それを攻めてくる理由にしかねないぞ」

　確かにその通りだった。最初から敵だと判っていれば、いくらでも対処のしようがあるが、今は理由もなくたたき出すわけにはいかない。考え込んでいると、頼伸が楽しそうに笑う。

「悩なやんでいるな。将軍サマ。その地位の高さが仇あだになったな。お前は将軍として百獣国の民たみの命を預かっている。だから他国の王子が好きな女に言い寄っても、この国に住む者の事を考えるから無理に振り払はらえない。……俺はみこが来て初めて知ったよ。お前が意外と優やさしいって」

「誰だれにでも優しくはないぞ。特にお前にはな。頼伸、その九州の知り合いとやらに、もっと詳くわしい情報を集めさせろ。あの王子の本当の目的を知る事が第一だ」

「……しょうがないな。今回はお前の頼たのみをきいてやる。俺もその王子は気にくわない」

　珍しく同調した頼伸がすっと家密に顔を寄せ、どう猛もうな獣けものの目をきらりと光らせた。

「よく覚えておけ。お前は俺の獲え物ものだ。必ずもう一度お前と戦って、俺の力で倒たおす。その前に、外国の獣なんかに気を取られてもらっては困るんだ」

　にらみ返すと、頼伸がふっと笑って背を向けた。

「その王子の目的を探さぐる手伝いはしてやる。これに関しては信用していい。そいつが邪じや魔まなのは俺も同じだ。さっさと出ていって欲しいんでな」

　どうやら利害関係が一いつ致ちしたようだ。裏切り者の頼伸には気を抜けないが、今回だけは本人の言う通り信用していいだろう。頼伸は強さを求めている。自分が百獣国で一番強いと証明したい彼にとって、将軍の家密が外国の敵に倒されるような事があってはならないのだ。

　アーサーの思惑が何かは、まだはっきりとは判らない。それでもこの国を、家族を、そしてみこを守る為ためなら、どんな事でもしよう。

　家密はそう、心に誓ちかっていた。

　部屋から出ていく頼伸を見送って、家密は開いた襖の向こうに見える、色づき始めた紅葉もみじが美しい中庭に目を移した。実りの秋は、百獣国にとって一番美しい季節だと思う。ここに住む者達が、優しくて穏おだやかな季節を味わう楽しみを、外国の敵などに邪魔されたくなかった。
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　まだ薄うす暗ぐらい早朝。みこは二海に引きずられるようにして、家密の部屋へ向かっていた。二海の機嫌は至し極ごく悪い。昨日色々あって、みこがアーサーの世話係をする事になったのだが、それを知った二海は当然のごとく大反対で、一晩中説得したのにどうしても納なつ得とくしてくれないのだ。

「兄貴に文句言ってやる。何で外国人なんかの世話を、みこがやらなきゃいけないんだ！」

「駄だ目めだってば、二海！　色々と理由があるんだってもう何回も何十回も説明したじゃない」

　何とか止めようとするものの、大おお柄がらな二海にはとても力では勝てなかった。

　家密の部屋の前まで来て、みこは最後の抵てい抗こうとばかりに二海にしがみつく。まだ朝早いから家密だって眠ねむっているだろう。頭が沸ふつ騰とうしている二海に怒ど鳴なり込まれるなんて迷めい惑わくな話だ。

　説得しようと口を開きかけたみこの耳に、部屋の中から眠っていると思っていた家密の声が聞こえてきた。

「……〝秘伝の巻物〟を確かく認にんしておけ」

　密ひそやかな声に、二海の足が止まる。見上げると、彼が眉まゆ根ねを寄せて息を吞のんでいた。どうやらかなり驚おどろいているようだ。どうしたのだろうと首を傾かしげようとすると、ふいに襖ふすまが開く。

「誰だっ」

　迫はく力りよくのある声にびくりとする。目を瞬またたかせると、信津名が驚いた顔で慌あわてて膝ひざをついた。

「ああっ、みこ様、二海様。申し訳ありません～。人の気配がしたもので、つい」

「ううん、こっちこそごめんなさい。あの……」

「みこ、二海。ちょうどよかった。話があるから、二人とも入れ」

　家密の声が、やや厳しい感じがした。部屋に足を踏ふみ入れると、早朝なのに彼はしっかりと身み支じ度たくをしている。ずいぶん早起きだなと思ったみこは、すぐに違ちがうと気付く。着物が昨日と同じだった。つまり彼は、眠っていないのだ。

（家密、顔色が悪いな……。きっとアーサーが来た事で忙いそがしいんだ。寝ねる暇ひまもないくらい）

「……兄貴、みこをアーサーって奴やつの世話係にするって話だが、俺は反対なんだが」

　二海も家密の様子に気付いたようだ。先程まで怒いかりの獣気を放っていたが、なるべく落ち着こうとしているのか、静かな声で話しかけていた。

「私もその話をお前としたかったのだ。昨日の事はもうみこから聞いたのだろう？　では二海、お前もみこと一いつ緒しよにアーサーの世話係になれ」

　二海が眉根を寄せる。なぜ自分がと怒り狂くるうかと思ったが、声は落ち着いたものだった。

「……俺に何をしろって言うんだ」

「みこを守りつつ、疑われない範はん囲いであの王子の目的が、本当に花嫁探しかどうか調べろ。必要なら一陸も連れて行くといい。あれは忍しのびだ。探りを入れるのは得意だろうからな」

　二海はそれに対して何も答えはしなかった。ただ、一つ頷うなずいただけだ。みこはざわざわと胸むな騒さわぎがして、つい口を開く。

「アーサーを調べろってどうして？　彼の目的は花嫁探しじゃないの？」

「おそらくそうだとは思うが、念ねんの為に最悪の事態も想定しておかねば。……あの王子の国は、他国への侵しん略りやく戦争に精を出しているらしいからな」

「……アーサーが、百ひやく獣じゆう国こくを狙ってきたのかもしれないってこと？」

　鈍にぶいとよく言われるが、こういう事を察するのは早い方だと思う。家密がやや目を伏せた。

「まだそうとは決まっていない。ただ、あいつらが百獣国を偵てい察さつに来たのだという疑ぎ惑わくがない訳ではない。だから念の為に調べるだけだ。──いいか、みこ。一人では絶対にアーサーに会うのではないぞ」

　みこは素す直なおに頷いた。今の状じよう況きようで下手に動けば、きっとみこだけの問題ではなくなってしまうだろう。慎しん重ちように行動しなければと判わかっている。何より、家密に迷惑をかけたくなかった。

「みこ、私は今から老中達と話し合いがある。ゆっくり話せなくてすまないな」

　微笑ほほえんだ家密が信津名を伴ともなって部屋を出ていく。それを見送って、みこは二海に目を向けた。

「ねぇ、二海。さっき〝秘伝の巻物〟って聞こえたけど、それって何？　二海は知ってるんでしょ。あの時、驚いてたし。それにここに来てから変だよ。さっきまでわたしに外国人の世話なんかさせないって息巻いてたのに、家密に世話係をやれって言われても断らなかったし」

「……お前は本当に油断ならないな。人を見てないようで見てやがる」

　呟つぶやいた二海が、ちらりとみこに目をやって、仕方なさそうに息をついた。

「……いいか、ここだけの話だぞ。お前だから話すんだから、誰かに言ったら絶対に駄目だぞ。──俺も噂うわさでしか聞いた事がないんだが、秘伝の巻物っていうのは、徳川家に代々伝わる百獣国の隅すみ々ずみまで精密に記した地図らしいんだ」

「精密な地図？　でも各地の地名が書かれた地図なら、わたしも見た事があるよ」

「それは地名だけ書いてあるおおざっぱなやつだろ。それよりもっとずっと細かくて、各地の地形を正確に記してあるらしいんだ。俺は見た事がないから判らないが、戦国の時代に徳川家に仕えていたある忍びが、自分の足で全国を歩いて、十年がかりで作り上げた地図らしい」

　あまりの途と方ほうもない話に、みこは思わず息を吞む。この広い百獣国を隅から隅まで歩き回り、それを地図に記したというのだろうか。しかも戦国の時代の話らしい。今と違って各地では戦火が絶える事はなかっただろう。それをくぐり抜け、気の遠くなるような年月をかけて地図を作り上げたなんて、とても信じられない話だった。

「その正確な地図ができたおかげで、戦国の時代の末期は徳川家が地形を利用して、かなり有利に戦いくさを進められたって話だ。徳川家が天下を取れたのは、その地図があったからだと言っても、多分言い過ぎじゃないだろうな」

　確かにそうだろうとみこも思う。正確な地図があれば地形を利用したり、どこに陣じんを敷しくかなど、戦場においてかなり戦略を立てやすくなる。

「戦国の時代が終わっても、その地図は秘伝の巻物と呼ばれて、代々徳川家に受け継つがれてるって話だ。しかも今は各地の大名の情報とか……もし外国から攻せめられたりした時の為に、海の守りをどうするかとか、そういう百獣国の重要な情報が書き足してあるらしい」

　やや言いにくそうに、二海がちらりとこちらに目をやった。みこは思わず眉根を寄せる。

「……さっき家密が信ちゃんに秘伝の巻物の確認をって言ってたよ。それって、アーサー達が百獣国を狙ねらってるかもしれないから、彼らが攻めてきた時の対処法を確認しておけって事？」

　また胸がざわざわとした。未知の外国の敵が攻めてきたりしたら、百獣国はどうなってしまうのだろう。品しな川がわ宿じゆくで見たあの砲ほう台だいを積んだ巨きよ大だいな船が、数え切れないほど攻めてきたら……。

　二海が、不安に苛さいなまれて顔色をなくしたみこを勇気づけるように、優やさしく微笑みかけた。

「兄貴も言ってただろ。念の為だ。外国船が江え戸どに来たのは初めてだから警けい戒かいしてるだけさ。……だけどみこ。巻物の話は絶対にもらすな。江戸城の中でも知ってる奴は少ないんだから」

　みこは慌てて頷いた。もちろん誰だれにも喋しやべるつもりはない。

　一度深呼吸して、アーサーの顔を思い浮うかべる。彼の第一印象は悪くない。人を疑うのが苦手だからかもしれないが、裏表があるようには見えなかった。だが、家密が調べろというくらいだから、きっと何か疑うような理由があるのだろう。みこは決意して、顔を上げた。

「二海、わたしもアーサーの事を調べるの手伝わせて」

「それは駄目だ。兄貴だって、表だって調べられないから、俺にそれとなく探さぐりを入れろって言ったんだ。お前は危ないから……ん？」

　二海がふいに金目を光らせ、常にない素す早ばやい動きで、がらっと襖を開けた。

「ど、どうしたの？　二海……！」

「……いや、人の気配がした気がしたんだが、気のせいだったみたいだ」

　誰だれもいない廊ろう下かを見回して二海が肩かたを竦すくめる。ほっとしたはずなのに、なぜだかみこの胸の中では、ざわざわとした不安がひどくなっていた。
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「あ、あの、おはようございます。改めまして、お世話係をさせて頂きます、みこです」

「お世話係のお世話係、二海です」

「お世話係のお世話係、そのまたお世話係の一陸です。三人合わせてお世話係特とつ攻こう隊たい！　よろしくお願い致いたします～」

　みこは、グレートビースト国の王子であるアーサーが滞たい在ざいしている客間の襖を開け、侍じ女じよ姿の一陸の挨あい拶さつを合図に、深々と頭を下げた。だけど、どうやら頭を下げたのは自分と一陸だけらしい。隣となりの二海が堂々と背筋を伸のばしているので、思わず冷や汗あせをかいてしまう。

「……お世話係にお世話係はイラナイし、そのまたお世話係はもっとイラナイよね」

　アーサーの意見は至極もっともだ。みこは顔を上げて部屋の中に目をやり、そして絶句した。

　昨日案内した時には何もなかった客間が、一晩で見た事もないほど豪ごう華かな部屋に様変わりしていた。白しろ塗ぬりだったはずの壁かべには、小花を散らしたような柄がらの壁かべ紙がみが貼はられ、畳たたみには毛足の長いえんじ色の絨じゆう毯たんが敷かれている。右手の壁には、木製の立派な飾かざり棚だながあり、そこには色とりどりのギヤマン製の水差しや皿が、整然と並べられていた。続きの間にあるのはどうやら天てん蓋がい付きの巨大な寝しん台だいのようだ。

　そのすっかり異国風へと変わってしまった部屋の中で、アーサーが着き替がえをしていた。

　その様子にもみこは驚いてしまう。着替えと言ってもアーサーは悠ゆう然ぜんと立っているだけ。彼の服の釦ぼたんを留とめているのは、執しつ事じのブレイクだ。彼は長い指で器用に釦を留めると、背後に回って上着を着せかける。そして大きな鏡を持ち出して、アーサーの全身を映し出した。

「ああ、オフホワイトのジャケットに、ブルーのタイ。今日の青空のような色だね。いいチョイスだ。さすがブレイクはワタシの趣しゆ味みがよく判っている。よく出来たね」

「ありがとうございます、王子」

　ブレイクのお辞じ儀ぎは、感心するほど綺き麗れいだった。アーサーが歩き出すと、彼はさっと部屋の中央に移動して、そこにある椅い子すをひく。アーサーが当然のようにそこに座ると、白い机に湯気の立つお茶が差し出された。みこは思わず目を丸くしてしまう。

「……すごい早はや業わざ」

「このくらい当然だよ。ブレイクはワタシの執事だからね。それより、勝手に部屋を模様替がえしてすまない。でもワタシはベッドじゃないと、よく眠ねむれないんだ」

　少しもすまないなどと思っていない表情で、アーサーが満面の笑えみを浮かべた。みこはつい目をぱちぱちとさせて見とれてしまう。外国人はみんなこんなに鼻が高くて彫ほりが深いのだろうか。白い陶とう磁じ器きのような肌はだを持っているのだろうか。それに何より、百獣国では見た事のない蜂はち蜜みつ色の長い金きん髪ぱつが、みこの目にはまるできらきらと輝かがやく宝石のように映っていた。

「ミコ、一いつ緒しよにお茶はどうかな？……ああ、そうそう世話係はミコだけでいいよ。後の二人は下がってくれ」

「いえ、それはできません。実はみこは病やみ上がりなので、無理はさせられないんです」

　二海がにっこりと笑うと、アーサーが驚おどろいたように目を丸くした。

「それは知らなかった。もう大だい丈じよう夫ぶなのか、マイハニー」

　最後の単語がよく判わからないが、とりあえずみこは微笑んで頷いた。

「はい、もう平気です。あの、わたし朝食の支し度たくをしますね。これでも料理が得意で……」

「ああ、ミコ。残念だ。君の料理は食べてみたかったけど、朝食はすませてしまったんだ」

「あれ？　誰が朝食の用意を？」

「ブレイクだよ。彼は料理の天才なんだ。そうだ、後でミコだけお茶会に招待しよう。ブレイクのお茶とお菓か子しはワタシの国一番の美味おいしさだ。ああ、そうそう……」

　アーサーが目配せすると、ブレイクが奥の襖ふすまを開く。中庭になっているそこに目をやり、みこは頰ほおを引きつらせた。何もなかったはずの中庭に、いつの間にか天幕が張られていた。その下には鉄で出来たかまどのようなものに、大きな机。そこに並べられた銀食器はくもり一つなくぴかぴかだ。立ち働く異国の女性達が、アーサーを見て頰を染め、深々とお辞儀した。

「そこに急きゆう遽きよ、キッチンを作らせてもらったよ。迷めい惑わくをかけては悪いから、自分達でできる事はしようと思ってね。彼女達は船から連れてきたワタシのメイドだ」

　キッチンとは台所でメイドとは侍女の事だろう。みこはそれを聞き、さすがに顔が引きつる。

（数日の滞在でここに住む訳じゃないよね？　それなのに壁紙を張り直して家具を全部持ち込んで、台所まで自分専用を作るなんて、外国の王子様ってすごい……）

「……え、えっと、朝食も終えられたんですね。では他ほかに何かご用はありませんか」

　何とか気を取り直して、みこは微笑ほほえんで問いかけた。せっかく来たのに、何もしないまま帰るのは何だか悔くやしい。それにこの三ヶ月ずっと寝ねてばかりいて、仕事と胸を張って言えるものができるのは久しぶりだ。実はみこはそれが嬉うれしくてたまらなかった。寝てばかりいた頃ころは、このまま世間から取り残されて、自分は一生何の役にも立てないのではないかと、らしくなく落ち込む事もあった。だからこうして元気になって誰かの役に立てると思うと、うきうきするのだ。働く喜びは、生きる喜びにも繫つながっていた。

「うーん……ああ、そうだ。通訳を探してくれないか。ワタシやブレイクは長なが崎さきである程度の言葉は覚えてきたが、メイド達はまだそうはいかないから」

「アーサー様の国の言葉を話せる通訳って事ですか？　そんな方が江戸城に……」

「oh!　ミコ。ワタシの事はアーサーと呼んでくれ。君とワタシの仲ではないか」

　大げさに嘆なげくアーサーに、みこは思わず顔を引きつらせる。一体自分とアーサーがどういう仲なのか聞いてみたい所ではあるが、ぐっとそれを堪こらえた。

「会ったばかりで呼び捨てにするなんて失礼です。しかも王子様なのに」

「気にするな。ワタシの勘かんが君は奇き跡せきの女め神がみだと断言してるんだ。つまりワタシの花はな嫁よめだと」

　いきなりみこの両手を握にぎったアーサーが、顔をぐっと近づけた。息がかかるほど間近に迫せまった顔に驚いて思わず仰け反ると、バシッと何かをはたく音がする。

「イタッ！」

「ああ、悪いな。俺の大切な可愛かわいい花にでっかい金色の虫が止まってたんだ。追い払はらおうとしたら頭に当たっちまった。なあ、アーサー。昨日兄……いや、将軍様に言われたんだろう。むやみにみこに触さわるなって。約束が守れないようなら出ていってもらえと言われてるんだが」

「……なるほど。君はミコのガーディアンという訳だ。確かに今のはワタシが悪かった。勝手に触ったのは謝ろう。ところで、君に呼び捨てにされるのはイヤなんだが」

「今、みこに呼び捨てでいいって言ってただろう。みこと俺は一心同体だから俺もいいだろ」

「ミコだけにいいと言ったんだ。君には言ってない。無礼だぞ！」

「はいはい。ところでアーサー。江戸城にお前の国の言葉を話せる奴やつなんていないと思うぞ」

　敬語で話す事すらしない二海に、アーサーが怒いかりの為ためか握った拳こぶしを震ふるわせていたが、やがて大きく息を吐はき出した。

「もういい。君には何を言ってもムダのようだ。ワタシも騒さわぎを起こしたいわけではないからな。……それより、江戸城には通訳ができる者がいると長崎奉ぶ行ぎように聞いたぞ」

　アーサーが、椅子に座り直して長い足を組んだ。

「長崎奉行にはとても世話になったんだ。彼は交易に来るすべての国の言葉が話せる。顔はデビル……うーん、鬼おに？　のように恐おそろしいけど、とてもグレートなサムライだ。彼は通訳が必要な時は、自分の息子むすこを呼べばいいと言った。息子もまた、色んな国の言葉が話せると」

　なぜか二海と一陸が同時に、ひくりと顔を引きつらせた。みこはそれに気付かず微笑む。

「そうなんですね。言葉が話せる人がいた方がいいし、すぐに探してきます。名前は……」

「名前は稲いな葉ば蛍けい之の進しんだ」

　答えたのは、なぜか二海だ。アーサーがぽんっと手を打つ。

「そう、そういう名前だ。とても賢かしこいから、江え戸ど城じようで助けてくれると長崎奉行が言っていた」

「そうなんですか。稲葉蛍之進さん……あれ？　稲葉蛍之進ってどっかで……ああーっ」

　すぐにぴんとこなかったのは、いつも呼んでいる名前と違ちがったからだ。

「もしかしてもしかして、稲葉蛍之進って空くう三ざの本名？　空三って外国の言葉も話せるの？　っていうか、空三ってお父さんいたの？　お父さん長崎奉行なの？　あれ、もしかして春華の局つぼね様の旦だん那な様ってこと？　ああっ、どこから驚いていいのか判らないーっ」

　木こ挽びき芝しば居い小屋の歌か舞ぶ伎き三人衆の一人で、三枚目役者。道どう化け役のくせに、やたらに顔だけはいい、それが空三だ。一陸と同じく二海の護衛でもある空三は、やはり今この江戸城に滞在している。しかしみこ達は、ある事情があって最近彼とは会えないでいた。

　混乱しているみこの隣で、一陸がため息をつく。

「もちろん、空三にだってお父さんくらいいるよ。前は江戸城の剣けん術じゆつ指南役だったんだけど、今は長崎でお奉ぶ行ぎよう様をしてるんだ。でもよりにもよって空三かぁ……。どうする、二海さん」

　聞かれた二海は渋しぶい顔だ。みこも同じような表情になってしまう。三人並んで腕うで組ぐみして考え込んでいると、アーサーが首を傾かしげた。

「どうしたんだ？　その口ぶりだと知り合いなんだろう？　ぜひ呼んできて欲しい。言葉が通じないと、メイド達が不便だから」

「……あの、確かに知ってるんですけど、彼がお役に立てるかはお約束できません。なにしろ、最近は〝引きこもり気味〟なので」

　言葉の意味が判らないのかアーサーにまたしても首を傾げられ、みこはこれ以上どう説明していいか判らず、ため息をついてしまった。




　しくしくしくしくしくしく……。

「……もしかして、そのシクシク泣いている美男子が、長崎奉行の息子かな？」

　一陸と二海が二人がかりで引きずってきた空三を見て、アーサーが眉まゆ根ねを寄せる。みこはとりあえず乾かわいた笑みを浮うかべてしまった。アーサーが驚くのも無理はない。顔だけはやたらに綺麗な青年が、廊ろう下かをずるずる引きずられた上に、人目もはばからずに泣いているのだから。

「えっと、空三……あ、この人のあだ名みたいなものなんですけど、とにかくこの人がお探しの稲葉蛍之進です。空三、こちらはグレートビースト国の王子様でアーサー。さ、ご挨あい拶さつを」

「……ううっ、嫌いやです。私は師し匠しようのあの本ほん性しようが出てしまうぐらい美味おいしい料理を食べられなくなってしまってから、生きる意味がもてなくなりました。仕事なんて……もうどうでも……」

　顔を上げようともしない空三に、みこは頭を抱かかえてしまう。

　実は空三はみこが神通力を失ってからずっと、江戸城の納なん戸どに引きこもっていた。芝しば居いの稽けい古こがある時はどうにか出てくるのだが、それ以外はずっとこの調子で泣き暮らしているのだ。

　その理由が、神通力がなくなってしまったせいで、肉にく食しよく獣じゆうの理性を狂くるわせる程美味しいと言われた料理を、みこが作れなくなったせいだった。相変わらず場の空気を一いつ切さい読まない空三は、お客様であるアーサーの前でもすすり泣きを止める気配すらない。みこは意を決して彼に顔を近づける。耳元に口を寄せてごにょごにょと囁ささやくと、突とつ然ぜんきらりと空三の赤い目が光った。

「……本当ですか？　師匠」

「うん、約束する！」

　大きく頷うなずくと、途と端たんに空三がしゃきりと立ち上がる。いつもの丸眼鏡を取り出してかけ、先さき程ほどまで泣いていたとは思えないさわやかな笑えみで、右手を出してアーサーに握あく手しゆを求めた。

「こちらが外国の王子様ですね。......nice to meet you.」

「hi......」

　聞いた事のない言葉を空三がぺらぺら喋しやべると、アーサーが途端に親しげな声で答える。二海が目を丸くした。

「空三に何を言ったんだ？　あいつ、ちょっと気持ち悪いぐらいやる気が出てるぞ」

「……ご飯作ってあげる約束したの。蛇へびの空三が唯ゆい一いつ大好きな、生の玉子とお肉と刺さし身みを使った、ちょー豪ごう華か秋の会かい席せき膳ぜん、五十回分」

　みこも毎日泣き暮らす空三にさすがに申し訳ないような気分になって、彼の好物を調べて練習していたのだ。きっと今がその成果を見せる時だろう。やる気になってくれた空三は、まるで人が変わったように、アーサーとなごやかに外国の言葉で談だん笑しようしていた。

　みこは何とかうまくいったと胸をなで下ろしつつ、ふと首を傾げる。

「ねぇねぇ、二海。あの二人、何を話してるの」

「さあな。俺が判わかる訳ないだろ。にこにこしてるからきっと楽しい話題だよ。それにしても空三にこんな特技があるとはな。あいつは本当に無む駄だに顔がよくて、無駄に賢くて、無駄に剣術の腕うでが立つよな。性格さえまともなら、信津名よりもっともっと出世できたのに」

　思わず頷いてしまう。こそこそ喋っていると、アーサーがこちらに顔を向けた。

「ああ、すまない。百ひやく獣じゆう国こくの民たみでワタシの国の言葉を話す人は彼で二人目だから、つい楽しくて。確かに彼は長崎奉行の息子のようだ。発音がソックリだよ。しかし顔は似ていないね」

「私は母親似ですから」

「ではずいぶんとウツクシイお母様なのだろう。どうしてあの鬼と……ああ、失礼」

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。本当の事ですから。母は不細工が好きなのです。顔が怖こわくて整っていなくて、ひげで毛むくじゃらのいかつい男が、母にとっては最高の男なのです。……母はそういう男を足あし蹴げにして、ひれ伏ふさせるのが大好きなので」

　最後の一言で、その場にいた全員が固まった。

「ははは。そのジョークは面おも白しろいね」

　笑い飛ばしたのはアーサーだ。どうやら本気にはしていないようでほっとした。なにしろ、空三の母で大奥総取とり締しまり役やくの春華の局は、今の台詞せりふを地でいく恐ろしい女じよ傑けつなのだ。

「しかし助かったよ。メイド達は言葉が話せないからね……ああ、そうそう、メイドといえば、ミコはワタシのメイドだよね？」

　突然話を振ふられて、みこは目を瞬またたかせつつ首を傾げた。

「え、ええ、まあ。世話係ですから侍じ女じよですけど」

　メイドと侍女は同じ意味だろう。そう思って頷くと、アーサーがにっこり笑った。

「じゃあ、ワタシのメイドらしく、メイド服を着なくちゃね」

　アーサーがブレイクから受け取った洋服をさっと広げた。それはおおよその形こそ、彼のメイド達が着ているものと同じだったが、色んな意味で違う服だった。

「な、ななな何でわたしが？　それにみんなのメイド服は黒なのに、それってきらきら光る桃もも色いろですよ。そんな派手な……」

「コレは君の為にトクベツに作らせた。だって君はブラックよりピンクだと思うんだよね。サテンで作らせたから、生き地じも光ってて可愛いし。さ、コレを着てワタシのメイドとして……」

「嫌です！　絶対に嫌！　た、助けて。二海……」

「──いいんじゃないか、着ても。相手は王子様なんだから、逆らったらまずいだろ」

　助けを求めたのに、二海はアーサーとそっくり同じ表情でにっこり笑う。

「ええ!?　二海だって今朝散々逆らってたじゃない」

「いやいや、実は俺もちょっと反省したんだよ。それにな──あのメイド服とやらは、絶対お前に似合うと思う。あれを着た所をぜひ見てみたい！」

　あまりにもきっぱりと言い切られて、みこはしばし呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「初めて意見があったね、ニカイ」

「ああ、アーサー。お前は気に入らんが、趣しゆ味みはいい」

　二人ががっちりと握手した。アーサーのメイド達がわらわらと集まって、みこを着き替がえさせる為ために隣となりの部屋へと促うながす。彼女達に強ごう引いんに手を引かれつつ、みこは頰ほおをひくつかせた。

「に、に、に、二海の馬ば鹿かーっ」

　その叫さけび声は、共通の目的を持ってしまった男達に、しっかりと無視されてしまった。




「白いレースをあしらった、ピンク地のメイド服です。服と同じサテンを使った白いエプロンにはギャザーをたっぶり入れました。肩かた口ぐちは膨ふくらませて可愛かわいらしさを。そしてリボンを巻いた襟えり元もとはきちんとボタンを留とめていますが、その分足を強調するようなミニドレス風に仕上がっております。髪かみは二つに結んで、白いレースを使ったカチューシャをあしらいました。いかがでしょうか。王子」

　隣に立つブレイクが、淡たん々たんとした声でみこの着ているメイド服の説明をしている。アーサーと二海が満面の笑みでこちらを見つめ、思いっきり拍はく手しゆした。

「グッジョブ！　ブレイク。お前は料理も裁さい縫ほうも完かん璧ぺきだな」

「ああ、俺はみこに着物を買ってやるのが趣味なんだが、こういう……ドレスっていうのか？　これもいい。江え戸どにもこういう着物を作る所があれば、いくらでもみこに買ってやるのに」

　かなり本気な二海の言葉に、みこは恥はずかしさのあまりその場にへたり込んだ。

「わ、わたしは嫌だよ。こんな短い裾すそ。足がむき出しだよ！」

　みこが穿はいているスカートという下衣は、腰こしの辺りから膨らんでいて、少しでも動くと中に着ているレースという白い生地が見えてしまう。しかもそのスカートの裾は、太ももの半分もないのだ。足をこんなに見せるなんて、着物しか着たことがないみこには初めての経験だった。ひんやり冷たい秋の風を太ももにじかに感じて、思わず顔が赤くなる。
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「これはおそらく上様も絶対に見たいと思われるはずですが、呼んだ方がいいでしょうか？」

「やめとき、空三。血の雨が降るで」

　聞き慣れた声に慌あわてて振り向くと、廊下に腕組みした煙太が立っていた。

「あっ、煙太さん。外に出て大丈夫なの？」

「今日は気分がええねん。さっき一陸から、みこが外人さんの世話係になったって聞いてな。ちょっと心配やったから来てみてん。なんや可愛い恰かつ好こうしとるな。よう似合ってるで」

　にっこり微笑ほほえまれて、思わずぽっと頰が染まった。草そう食しよく獣じゆうの煙太は、物もの腰ごしも柔やわらかくて優しくて、一いつ緒しよにいると癒いやされてほっとするのだ。

「そ、そうかな。じゃあ、まあいいかな。たまにはこういうのも」

　照れたように頭をかくと、二海がむっとしたように口を尖とがらせた。

「おい、俺の時とずいぶん態度が違ちがうじゃないか」

「まあまあ、いいじゃないか。それよりみんなをワタシのお茶会に招待するよ。今日は天気がいい。秋の風も心地ここちいいから、庭でティーパーティーをしよう。どうぞ」

　アーサーが片手を胸に当てて、深々とお辞じ儀ぎした。ブレイクが襖ふすまを開けると、中庭に白くて細長い机と、揃そろいの椅い子すがいくつも置かれている。机には、銀食器の上に見た事のないお菓か子しが並べられていた。その甘やかな香かおりを嗅かいだ途端、みこのお腹なかがぐうっと鳴る。

「わぁ、いい匂におい～」

　思わず感かん嘆たんの声を上げると、アーサーがみこの手をとった。

「さあ、コチラにどうぞ」

　促されて白い椅子に腰こし掛かける。正座が当たり前なので、椅子に座るというのもどきどきしてしまう。アーサーが目の前に座り、空いている席に二海と空三、そして煙太と一陸が座った。

「なんや、緊きん張ちようするわぁ。外国人のお茶ってどんなんや？　玉ぎよく露ろか？」

　煙太がきょろきょろしながら弾はずんだ声を上げると、アーサーが苦笑しつつ肩かたを竦すくめた。

「紅茶だよ。今日はダージリンだ。ブレイクが煎いれるお茶は最高なんだよ」

　声と同時に、ブレイクとメイド達が取っ手付きの茶器を机に置いた。いつも飲んでいる緑茶でも番茶でもない。優しい香りのする金茶色のお茶に、みこは目を輝かがやかせる。ブレイクが、みこの前に置かれている皿を指し示した。

「こちらの皿が、クランベリースコーン。こちらが一口大のサンドイッチ。中身は玉子とチーズ。こちらはハムとアボカド。生クリームとイチゴもございます。こちらのお皿は、ローズマリーのクッキーでございます」

　次々に説明されるが、みこも知らない食材が多かった。だがこれだけは自信をもって言える。

「絶対に美味おいしいと思う！　食べ物に関する勘かんはけっこう鋭するどい方なんだ。いただきますっ」

　みこはクッキーに手を伸のばした。口に入れるとさくっとした食感とともに、何ともいえぬ優しい甘さに舌がとろけそうになる。みこはその場で思わず身もだえた。

「うんんんんんんん、やっぱり美味しいっ」

「こっちのサンドイッチいうんも、かなりうまいで」

「そうだな。俺は甘いのはちょっと苦手だが、これなら食べられる」

「そうですか、二海。私は師し匠しようの料理の方が百万倍美味しいと思いますが」

　きっぱり言い切った空三に、みこは頭を抱かかえる。外国からのお客様がお茶会に招いてくれたのに、なぜお世辞の一つも言えないのか。外国の言葉が話せる程賢かしこいのに、なぜ場の空気ぐらい読めないのか。果てしなく謎なぞだったが、アーサーは気にしていないのか、軽く肩を竦めた。

「ほう、そんなにミコの料理は美味しいのか？」

「いえ、あの、わたしは大した事はないです。空三ってちょっと味覚が変わってるから」

「変わってる……。師匠、外国からのお客様の前で、わざわざ私を個性的だと褒ほめて下さったのですね。尊敬する師匠にそんなに褒めて頂いたら、私は嬉うれしさのあまり本ほん性しようを……」

「出しちゃ駄だ目めーっ。もういいから黙だまってて。空三！」

　いくら外とはいえ、空三に緑色の巨きよ大だい蛇へびの本性を出されては、机も椅子も押しつぶされてしまうだろう。それではせっかくのお茶会が台無しだ。

　空三がやっと静かになったのを見届けて、みこは気を取り直してクランベリースコーンに手を伸ばした。するとブレイクがそっと小こ瓶びんを二つ差し出す。

「クロテッドクリームと、ブルーベリーのジャムです。お好みでどうぞ」

　何がお好みでどうぞなのだろうと、しばし固まっていると、ブレイクがそっと声を潜ひそめた。

「塗ぬって食べると美味しいです。おすすめはクロテッドクリームです」

　差し出された方をスコーンに塗って口に運ぶ。食べた事のない味に、大きく目を見開いた。

「超ちよう絶ぜつ美味しい～!!　きゃーっ、これどうやって作るんですか。わたしも作りたい！」

「それなら、後でレシピ……作り方を書いておきます」

「ええっ!?　これってもしかして、ブレイクさんが作ったんですか？」

「ブレイクでけっこうです。王子が口にされるものは、すべてワタクシが作っております」

　彼はどうやらあまり表情が変わらないようだ。返事は的確で、無む駄だな事は一いつ切さい喋しやべらない。二海と変わらぬ大おお柄がらな身体からだで無表情なので威い圧あつ的な感じもするが、みこは怖こわいとは思わなかった。楽観的かもしれないが、こんなに美味しい料理を作れる人に、悪い人はいないと思う。

「わぁ、すごいっ、お料理が上手なんですね。このスコーンもクッキーもさっくりしててすごく美味しいです。それにいい香り！　これって何の香りですか？」

「バニラエッセンスをいれてありますから、その香かおりかと」

　傍かたわらでお茶のお代わりを注いでくれているブレイクからも、ふわっと同じ香りが漂ただよった。行ぎよう儀ぎが悪いと思いながらも、みこはついくんくんと鼻を鳴らしてしまう。

「ブレイクからもお菓子の香りがするだろう？　料理も上手だが、彼の作るお菓子はもっとスバラシイんだ。ワタシはそれが大好きだから、ついついブレイクにバニラエッセンスの香りが染しみつくくらい作らせてしまうんだよ」

　アーサーの言う通り、初めて口にする異国の菓子は、香りもさくさくとした食感も味も、何もかもがすばらしい。夢中で食べていると、お茶を一口飲んだ二海がアーサーに目を向けた。

「そういえばアーサー。昨日、大広間で将軍様とやりあったんだって？」

「そうだよ、ニカイ。でもどうしてお兄さんの事を将軍様なんて呼ぶのかな？」

「何だ、知ってたのか。せっかく黙ってたのに」

「どうして黙ってたのか知らないけど、ワタシは君に騙だまされるほどバカではないよ。それに君達兄弟は同じ匂いがする。……君も狼おおかみなんだろう。あの銀狼のように強いのかな？」

　きらり、と紺こん碧ぺきの瞳ひとみが輝く。だが二海はそれをさらりと受け流した。

「俺は兄貴ほどじゃねぇよ。それより聞いた話だと、お前の本性は百ひやく獣じゆう国こくでは見た事のない獣けものだったらしいな」

　戦意をかわされたアーサーが、仕方なさそうな表情で椅子にもたれ、お茶を一口含ふくんだ。

「ワタシはライオンだよ。ワタシの国では百獣の王と呼ばれているんだ。ライオンの本性を持つのは、国の中でも母である女王とワタシだけ。そうそう、この金きん髪ぱつはライオンの本性を持つ者だけが生まれつき持っているんだよ。女王と同じこの金色に輝く髪は、ワタシの誇ほこりだ」

　一つに結んだ長い金髪を大事そうに撫なでながら、アーサーがゆっくりと微笑む。

「残念な事に、国にはもうワタシに勝てる者がいなくなってしまった。だが世界は確かに広い。こんな小さな島国で、あの銀色の狼に出会えたからね。彼は本当に強そうだ。友好国の将軍でなければ、スグにまたファイトを挑いどむのに」

　アーサーの目が好戦的な色をたたえているのを、みこは見み逃のがさなかった。

「家密に何かしたら、わたしが許しません」

「ほう、許さない、か。どう許さないのかな？　何かフシギな力でも見せてくれるのか？」

「そ、そんなものは、もってませんけど……」

（この人やっぱり鋭いな。あんまり喋らない方がいいかも）

　じっと見つめるアーサーの視線に堪たえかねて黙り込むと、一いつ瞬しゆんその場が静まりかえる。煙太がそれを振ふり払はらうように明るい声を上げた。

「外国の化か妖ようって、見た事ない本性の奴やつが多いんやなぁ。あ、そうや。こっちのごっつい兄ちゃんの本性は何や？　この兄ちゃんも肉にく食しよく獣じゆうやろ」

　どうやら助け船を出してくれたらしい。アーサーの視線がブレイクに移った。

「彼はドーベルマンという種類の犬だよ。かなり大型で、なかなか賢くて忠実なんだ」

　皿を新しい物と取り替かえていたブレイクが、少しだけ目を伏ふせた。

「ワタクシの国では、生しよう涯がいに仕える主人は一人だけ。でしゃばらず、陰かげよりお世話しお守りする。それがワタクシ達一族の掟おきてです」

「すばらしいですね、どこかの泣いてばかりいるへたれ犬に、聞かせてやりたいくらいです」

　空三がぼそっと呟つぶやいた。ひどいと思いつつ、みこの頭にも泣いている信津名の顔が浮うかんでしまったから、空三を叱しかれないだろう。

「アーサーの国の犬の化妖は、格好いいですね」

　百獣国にだって、きっとブレイクのような資質を持つ犬の化妖はいるだろう。だがみこはまだ会った事はないし、何より犬といえば、信津名の印象が強すぎる。

「いや、ブレイクはワタシの国の民たみではないんだ。彼は違う国の生まれでね。もう十五年ほど前になるかな。彼の国ではひどい戦争が起こって、色々と事情があって、ブレイク達の家族はその国を出る事になった。いわゆる亡命というやつだ。それでワタシの国にきたんだ」

　アーサーが目を向けると、ブレイクがわずかに頷うなずいた。

「ワタクシ達家族は、グレートビースト国に親類がいたので、それを頼たよって来たのです。ですが密航者だと知られて、捕つかまってしまいました。スグに国から出ていくよう言われて……。そんな時、王子が女王陛下に、ワタクシ達を助けて欲しいと言って下さったのです」

　ブレイクがアーサーに向けた目には、感謝と尊敬がこもっていた。

「王子が説得して下さったおかげで、ワタクシ達はグレートビースト国での永住許可を頂ける事になりました。もしあの時国を追い出されていたら、ワタクシ達家族はどうなっていたか判わかりません。あれからワタクシは、王子に永遠に変わる事のない忠誠を捧ささげているのです」

　みこは、調子がいいだけの王子様と思っていたアーサーの意外な一面に、思わず感心した。

「もうその話はいい。それよりブレイク。お客様にもっとお茶を」

　照れくさいのか、話を強ごう引いんに変えたアーサーが、何だか可愛かわいらしく思えてしまう。彼はやはりそう悪い人間ではないなと、みこは思った。

　秋の優やさしい日差しを浴びながら、お茶会はなごやかに進んだ。特にみこは、アーサーが乗ってきた外国船に興味があったので、その話を積極的に聞いたりした。品しな川がわ宿じゆくで見たあの巨きよ大だいな船はどうやって動いているのだろうという質問に、アーサーはみこにも判りやすいように答えてくれたのだ。いつでも船に遊びにきていいよとお墨すみ付つきまでもらってしまった。

　他ほかにもアーサーの国はどんな所なのかという話で盛り上がり、みこは見た事のない異国に思いをはせて、うっとりした。露ろ出しゆつの高いメイド服も、慣れるとそう恥はずかしくなくなってきたし、ブレイクお手製のそれはよく見るとかなり可愛らしかった。

　おしゃれな茶器に、お砂糖を入れた甘い紅茶と香かおりのいい焼き菓が子し。大好きな仲間達に囲まれてそれらを味わうのは、ほっこりしていて幸せだった。

「……ミコ。楽しかったかい？」

　ブレイクが空いた皿を片付け始めた頃ころ、アーサーに声をかけられた。どうやらそろそろお茶会はお開きのようだ。楽しい時間はどうしてあっという間に過ぎてしまうのだろう。それがちょっとだけ恨うらめしくもあったが、みこは満面の笑えみを浮かべた。

「はい！　わたし最近ちょっと体調を崩くずしていて、こんなにみんなでわいわいとお話ししたのは久しぶりです。とっても楽しかった」

「その話は前にも聞いたな。ミコ、いつぐらいから、体調が悪かったんだ？」

　何気なく聞かれて、世間話だと思ったみこは素す直なおに答えた。

「三ヶ月前です。これでも死にかけてたんですよ。でもみんなが助けてくれて……」

「ほう、三ヶ月前。江え戸ど城じようで、炎えん上じよう事件が起きた頃だね、ミコ」

　口元は笑みを浮かべているが、切り込むような鋭するどい目だ。みこは思わず口ごもってしまう。

「……あ、えっと」

「みこは火事の時に逃にげ遅おくれて煙けむりを吸い込んだんだ。それで危あやうく命を落としかけたんだよ」

　助け船を出してくれたのは二海だ。だがアーサーの探さぐるような目は、まだ光を帯びている。

「ふーん。そうなのか。でもどうしてミコはお城が燃えた時、ここにいたんだ？　そもそも君はナニモノなのかな？　サムライの娘むすめではなさそうだし、侍じ女じよだというけどそうも見えない。それに君の本ほん性しようがよく判らない。ずいぶんとうまく人の姿に化けているね」

　みこはどう答えていいか判らず、口を噤つぐんでいた。アーサーはやたらに勘かんが鋭い。下手へたな事は話さない方がいいだろう。

「一度、ミコの本性が見てみたいな」

　アーサーににっこり微笑ほほえまれて、みこの代わりに二海が笑みを返した。

「百獣国では、人前で本性を出すのは感情を抑よく制せいできない証しよう拠こで、恥はじだと言われてるんだ。だからそれは勘かん弁べんしてやってくれよ」

「ああ、そうだったね。……でもミコの本性が何か聞くくらいはいいだろう。さっきワタシ達も君達に聞かれて、ちゃんと答えたのだから」

　確かにその通りだ。みこは意識して満面に笑みを浮かべつつ、いつもの噓うそをついた。

「あの、わたしは鶴つるです」

「──ミコはウソをつくと、必ず目をそらす」

　間かん髪はつ入れずぴしゃりと言い切られて、みこは慌あわてて目を見開く。意識してまっすぐアーサーの目を見つめると、彼がくすりと笑う。

「君は素直だ。目をそらすと言われて、慌ててワタシの目を見たね」

　かっと顔に血が上った。どうしてこう自分は馬ば鹿か正直なのだろう。隣となりにいた二海が、さっとみこを引き寄せた。

「あんまりいじめるなよ。みこは別に噓なんかついてない。こいつの本性なら俺が見た事がある。なかなか綺き麗れいな鶴だぜ」

「ニカイの言うことは信用できないな。──ねえ、ミコ。君はやっぱりエンカヒメだろう」

「ち、違ちがいます。わたしは炎えん華か姫ひめじゃありません。……どうしてそう思うんですか？」

「エンカヒメの話をする時、君の目がいつも泳ぐから」

　みこは思わず硬こう直ちよくしてしまった。絶対にそんなことはない……とは言い切れない。

「目は口ほどにものを言う。この国のコトワザだけど、確かにその通りだと思うよ。君もウソを吐つき通すなら、それが真実だと自分で思い込むぐらいじゃないと」

「ち、違いますってば。だって、わたしからは美味おいしそうな匂においなんてしないでしょ」

　言い切ると、アーサーがふうっと息をついて、机に行ぎよう儀ぎ悪わるく頰ほお杖づえをついた。

「そこなんだ。奇き跡せきの女め神がみからは美味しそうな匂いがするはずなのに、君からはしない。だけど、ワタシは自分の勘に自信を持っているんだ。その勘が君にはヒミツがあると言っている」

　見み据すえられて、どうしていいか判らないでいると、二海がふいに視線を鋭くした。

「なぁ、俺も一つ聞きたいんだが、どうしてその、奇跡の女神とやらにこだわるんだ？」

　腕うで組ぐみしてじっと話を聞いていた空三が、わずかに赤い目を光らせる。

「私もそれは気になりますね、そんな人じん智ちを越こえた力を欲ほつするのは、その力が必要なだけの理由があるからではありませんか？」

　二人の質問に、アーサーは笑みを浮かべただけで、答える事はしなかった。
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　菓か子しを土産みやげにもたせてみこ達を全員帰した後、一人庭の椅い子すに座り紅葉もみじを眺ながめていたアーサーは、ふっと笑みを浮かべた。

　ブレイク、と呼ぶと音もなく彼はやってくる。完かん璧ぺきな執しつ事じは、アーサーにとってはなくてはならない存在だ。傍かたわらに立った執事に、アーサーはやや声を潜ひそめて、母国の言葉で話しかけた。

『ミコは面おも白しろい子だな。それにずいぶんと素直だ。噓がつけないのだろうな。……彼女がエンカヒメなのはおそらく間ま違ちがいないだろう。今は確かに美味しそうな匂いはしないが……』

　アーサーはみこと初めて会った時の事を思い出す。彼女は本性を現して戦おうとした自分と銀ぎん狼ろうの間に割って入った。大広間にいた侍さむらい達は腰こしを抜ぬかし、ブレイクですら戦いのオーラに圧あつ倒とうされて止めに入れなかったあの時、彼女は勇ゆう敢かんにも銀狼にしがみついたのだ。あんな事がただの少女にできるはずがない。強い獣けものを恐おそれるのは本能だ。理性や訓練で少しは軽減できるかもしれないが、それでも自分達の間に割り込むなんて、簡単にできるはずがなかった。

『彼女は我々より強いオーラを内に秘ひめている。だから私や銀狼を恐れない。そんなオーラを秘めているのは、エンカヒメ……つまり奇跡の女神だけだ。それに──』

　そこで口を噤む。これはまだ確かではない。もしかしたら気のせいかもしれない。

　それでも彼女と初めて会った時の、身体からだだけでなく心さえもわしづかみにして引き寄せた、あの〝香り〟。

『あんな香りは初めてだ。イエミツにしがみついて止めようとした彼女から、ほんの一いつ瞬しゆん、とてつもなくいい香りがした。腹の底が熱くなって、初めて感じるような空腹感に襲おそわれた』

　だが、それはあの時の一瞬だけ。それ以降は、どれだけみこの近くにいてもあの香りはしなかった。もしかしたら、奇跡の女神を探さなければというプレッシャーによる幻まぼろしだったのかもしれない。それでもアーサーは、やはりみこが探している奇跡の女神ではないかと疑っていた。

『ブレイク。三ヶ月前の江戸城の炎上事件を徹てつ底てい的に調べろ。特にミコがどこで何をしていたかをだ。彼女はその事件からずっと体調を崩していた。ならば医者にかかったはずだ。江戸城にいるのもおそらく療りよう養ようが目的だろう。まずは江戸城の医者を当たれ』

　ブレイクが静かに頭を下げる。美味しい料理を作りお茶を煎いれ、裁さい縫ほうまでする番犬。だが、本来のブレイクは猟りよう犬けんだ。しかも国でも一番優ゆう秀しゆうだといっていいだろう。彼は自じ慢まんの嗅きゆう覚かくとわずかな音でも聞き逃のがさない耳と逞たくましい四し肢しで、必ずアーサーの望みを叶かなえてくれる。

『ブレイク、急げ。時間がないからな』

　焦あせりの声こわ色いろを敏びん感かんに感じ取ったのか、ブレイクがすぐさまその場を後にした。そう、アーサーは焦っていた。一刻も早く奇跡の女神を探し出し、そして彼女に──。

　そこまで考えた所で、秋の冷たさを含ふくんだ風が、優しくアーサーの頰ほおを撫なでた。見上げると、赤い紅葉がはらりと木から落ちる所だった。

　この国は美しい。アーサーは自分の国の次に百ひやく獣じゆう国こくを気に入っていた。この美しさを損そこなわせない為ためにも、必ず奇跡の女神を花はな嫁よめにしなければ。

　アーサーはそう決意して、残っていたお茶を飲み干した。
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「みこ、一いつ緒しよに芝しば居い小屋に戻もどろう」

　鳥の声に耳を傾かたむけながら、みこが御ご膳ぜん所しよで朝食の支し度たくをしていると、戸をがらりと開けた二海が開口一番そう言った。両手をぎゅっと握にぎられたが、みこはぶんぶん首を振ふる。

「駄だ目めだよ。だってわたしアーサーの世話係だし」

「あんな奴やつほっとけ。俺は今日から泊とまりがけで箱はこ根ねだ。こんな時だから、本当は行きたくないんだが……」

「二海、それは昨夜も話し合ったでしょ。行かなきゃ駄目だって。江戸中の座長さん達がみんな集まって、来年の芝居小屋の演目を決める大事な話し合いがあるんだから」

　実は昨日お茶会が終わった後、みこは一陸からこっそりその話を聞かされたのだ。毎年この時期になると、来年の各芝居小屋の演目を決める大事な話し合いがあるらしい。同じ時期に同じ演目が重ならないよう配はい慮りよする為らしいが、これに欠席するとやりたい演目を他ほかの芝居小屋にとられて、最悪違うものに変えなければならないそうなのだ。

　だが二海は、アーサーやみこの事があるので江戸城を離はなれられないから、今年は話し合いに出ないと言ったらしい。それを聞いて、みこは一陸と一緒に、昨夜二海を説得したのだ。

「たった数日じゃない。アーサーの目的を探るのは、一陸と空三が引き続きやってくれるし、二海は座長としてのお仕事をして。芝居は二海の誇ほこりでしょう。それを知ってるから、一陸だってわたしに相談してくれたんだよ。来年も得意な演目でお客さんに喜んでもらおうよ」

「それはそうだが……」

　渋しぶい顔の二海に、みこはにっこり笑いかけた。

「わたしも今度はちゃんと気をつける。もう美味しそうな匂いだってしないんだから、炎華姫だってばれるはずないよ。二海がいない間、一陸か空三と一緒の時しかアーサーに会ったりしないし。それに今わたしが急にいなくなったら、アーサーの疑いを濃こくするだけだと思う」

　しばらく考え込んでいた二海が、やがて仕方なさそうに息をついた。

「じゃあ、ほんとに大人しくしてろよ。ちゃんと空三の……いや、あいつは頼たよりにならねぇ。一陸の言う事を聞くんだ。危ないと思ったらアーサーには絶対に近寄るな。それと──」

　二海がふいに膝ひざを屈かがめて、みこの唇くちびるにちゅっと口付けた。

「もうっ、何するの！」

「旅のお守り代わりだよ。無事に俺が帰って来られるように、ちゃんと祈いのっとけよ」

　二海がみこの頭をぐしゃぐしゃとかき回す。そして荷物を肩かたに担かついで、颯さつ爽そうと歩き出した。

「まったく二海ってば。油断も隙すきもないんだから。────でも、早く帰ってきてね」

　二海の背中が見えなくなってから、みこは思わず小声で本音をちらりと口にする。そんな自分に苦く笑しようしつつ、アーサー達の為に作った朝食の膳ぜんを持って、御膳所を後にした。




「今日の朝ご飯は、松まつ茸たけご飯に、松茸の土ど瓶びん蒸むしに、秋なすをつかった焼きなすびと、秋あき鯖さばの味み噌そ煮に。それに焼き柿がきだよ」

　アーサーの部屋に向かう途と中ちゆう、一陸と空三と合流したみこは、廊ろう下かを歩きながら会心の出来である膳の中身を説明した。一陸と空三が目を輝かがやかせ、二人揃そろって拍はく手しゆする。

「わぁっ、美味しそう。朝から豪ごう勢せいだね。ここまで松茸の香かおりが漂ただよってくるよ。秋だねぇ」

「そうですね。さすが師し匠しようです。それにしても柿を焼いて食べるなんて初めて見ました」

「柿はまだちょっぴり実が固いから、こうしてほんのり焼き目がつくくらい焼いて食べると、柔やわらかくなって甘さも増すんだよ。とろとろしてて、すっごくおいしいんだから」

「おお、何やらいい香りが……」

　そこへ廊下の先から、ふらふらと信津名が現れた。目を瞑つぶってくんくんと鼻をひくつかせながら、まっすぐこちらにやってくる。

「おはようございます。みこ様。いい香りですね。松茸となすと、うーん、鯖さばですか？」

「大当たり！　魚の種類まで嗅かぎ分けるなんて、さすが鼻がいいね。信ちゃん」

　本ほん性しようが犬の信津名が、気をよくしたのか、ぐんっと胸を張る。

「ははは。私の鼻もなかなかのものでしょう？　それより、その食事を一体どちらに？」

「アーサーの所。昨日お茶会ですっごく美味しいお菓子をごちそうになったからそのお礼に」

「お菓子？　も、もしかして、外国のでございますか？　わあ、私も食べとうございました。実は甘い物に目がないのです」

「本当に？　じゃあお土産にもらったから後で……ん？　みんな何で急に立ち止まったの？」

　空三と一陸と信津名という、みこよりはずっと背の高い三人が、目の前で並んでぴたりと歩みを止めていた。思わず首を傾かしげると、一陸が振り向きもせずに低い声を出す。

「みこちゃん、すごく嫌いやな感じがするから、一度部屋に戻ろう」

　男三人に前を塞ふさがれているから、廊下の先が見えない。だがどうやら、彼らが歩みを止めた原因はそこにあるようだ。

「え？　なになになに。どうしたの？」

　空三がさっと振り返って、みこに無む理り矢や理り後ろを向かせようとした。

「師匠。見てはいけません。とてもやばい感じの人がいます」

「やばいって何？　あ、ちょっと引っ張らないで、空三。料理がこぼれちゃう……」

「ミコ、その料理はもしかしてワタシにかな」

　アーサーの声が聞こえてきて、みこはそちらを向きつつ満面の笑えみを浮うかべた。

「そうです。昨日のお菓か子しのお礼に、ブレイクにも作って……ん？」

　みこはそのまま一陸達同様に固まった。廊下の先にいたアーサーがおかしい。何がおかしいかというと、まずその服装だ。

「ど、どうしたの？　その恰かつ好こう」

「コレは我が国の王族の正装なんだ。赤いビロードの上着に、黒いマント。胸にはレースの飾かざり。ベルトとサーベルには、我が国で採れるダイアモンドをちりばめてある。ベストに使っているのは、百獣国にも輸出している絹糸だ。この細かい刺し繡しゆうは、メイド達が何日もかけて縫ぬい上げたんだよ。ワタシによく似合っているだろう？」

　白い大きな羽のついた帽ぼう子しをとったアーサーがにっこり笑った。確かにそのきらびやかでド派手な洋服は、アーサーにとても似合う。似合うけれど、聞きたいのは服の説明ではない。

「いや、そうじゃなくて、どうしてそんな恰好をしてるのか聞きたいんだけど」

「それはね……」

　アーサーのもったいぶったような言葉と同時に、いつの間にか近づいていたブレイクが、みこの持っている膳を受け取った。手ぶらになったみこに、アーサーがゆっくりとした足取りで近づく。そしてみこの前まで来て、さっと跪ひざまずき大おお仰ぎように両手を広げた。

「……ミコ。君にプロポーズする為さ！」

　プロポーズとは何だろう？　首を傾げかけたみこに、空三がそっと囁ささやいた。

「求きゆう婚こん、という意味ですよ。師匠」

「ああ、求婚ね、はいはい、そうか、求婚……ええっ、求婚!?」

　思わず突とつ拍ぴよう子しもない声を上げると、アーサーがみこの右手をうやうやしくとり、口付けた。

「可愛かわいらしいワタシのミコ。君に出会う為にワタシは生まれてきた。さあ、ワタシの国に行って、スグにでも結けつ婚こん式をあげよう。異国だからと怖こわがる事はない。ワタシが一生君を守る！」

　言い切ると同時に絶ぜつ妙みようの間で、ブレイクがアーサーの手に大きな花束を渡わたした。アーサーがそれをみこに捧ささげ、再び深々と頭をたれる。

「結婚の申し込みを承しよう諾だくして、このバラを受け取ってくれ。バラはワタシの一番好きな花だ。プロポーズする時にはゼッタイにプレゼントしようと思って、船に温室を作らせたんだ」

　あまりの事に、みこはすっかり思考も身体からだも固まってしまっていた。昨日の昼間はみんなで仲良くお茶を飲んでいたはずなのに、この変わりっぷりはなんだろう。

「あの、何でいきなり求婚なんて言い出したの？　だって求婚は奇き跡せきの女め神がみにするんでしょ」

　驚おどろきすぎて、敬語で喋しやべるのを忘れていた。だが、アーサーは少しも気にしていないようだ。
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「yes.　だから君にしている」

「わたしは違ちがうって言ったでしょ。わたしからはいい匂においなんてしないじゃない」

「そうだね。──でも三ヶ月前の炎えん上じよう事件に、君は深く関かかわっているだろう？」

　噓うそをつくと目をそらす癖くせがあると言われた。炎えん華か姫ひめの話が出ると目が泳ぐとも。だからみこは意識して、アーサーから視線をそらさないようにした。

「ううん。関わってないよ。偶ぐう然ぜん江え戸ど城じようにいたから、煙けむりを吸い込んで体調は崩くずしたけど」

　昨日、二海が言っていた事と話を合わせる。どこもおかしな所はないはずなのに、アーサーがくすくすと笑っている。

「それもウソだね」

「どうして？　わたしの目がまた泳いでる？」

「いや、君は今、ウソがばれないようワタシから一いつ生しよう懸けん命めい目をそらさないようにしている」

　指し摘てきされたが、動どう揺ようしないように努めた。それなのに、アーサーから余よ裕ゆうの笑みが消えない。

「そんなにムリをしなくてもいいよ。だってワタシは証しよう拠こがあって君をエンカヒメだと言っているんだ。──ブレイク」

　証拠とは何だろう。思わず眉まゆ根ねを寄せると、呼ばれたブレイクが一歩前に出る。

「ミコ様が炎上事件以来、療りよう養よう中とのことだったので、江戸城の医師にそれとなく体調の事などをお聞きしました。最初は教えてもらえませんでしたが、グレートビースト国と百ひやく獣じゆう国こくの交易に関わることだと脅おどし──いえ、説得して症しよう状じようだけ教えて頂きました。──ケムリを吸い込んだのではなく、ケガのせいで多量の出血をしたのだそうですね」

　無表情な顔と無機質な黒い瞳ひとみからは、ブレイクが何を考えているのか察する事もできない。

「そ、そうだよ。煙けむりにまかれそうになって、転んで怪け我がしたの。いっぱい血が出て……」

「あまりにも血を失いすぎていて、最初はどう見ても助からないと、江戸城の医師達ミンナが思っていたそうです。ですがアナタは奇跡的に目を覚ました」

　ブレイクはどこまで調べたのだろう。それが判わからないので、下手へたな事は口にできない。みこが黙だまり込むと、侍じ女じよ姿の一陸がブレイクの前に進み出た。

「だからなんだって言うのさ。助かったならけっこうな事じゃないか」

　一いつ瞬しゆん、ブレイクが驚いたように軽く目を見開いた。無表情以外の彼を見たのは初めてかもしれない。だがアーサーが目配せすると、すぐにいつもの落ち着きを取り戻もどして、話を始める。

「結論から申しますと、江戸城が燃えている時、アナタを外で目もく撃げきした者を見付けました。江戸城の近くの堀で、戦っているアナタを見たと。自分で腕うでにキズをつけて血を流し、天に向かって祈った瞬しゆん間かん、雲一つなかった夜空から突然大雨が降り出したと」

「う、噓だよ！　目撃した人がいたなんて。だってあの時は誰だれもいなかっ……あっ」

　自分の失言に気付いて口元を押さえたが、もう遅おそい。アーサーがほくそ笑んだ。

「やっぱりホントウの話なんだね」

「待って下さい、アーサー。その目撃者は本当にいたのですか？　かまをかけただけでは？」

「かま？　ああ、違うよ、クウザ。ホントウに目撃者はいたんだ。ミコが療養していた時、見み舞まい客きやくが来ただろう。サムライでもない庶しよ民みんが江戸城にきたものだから、見かけた医者が覚えていてね。彼が誰だか調べて昨夜会いにいったら、とても綺き麗れいな奥様と二人で幸せそうに暮らしていたよ。あ、コレ、彼にもらったお土産みやげ」

　アーサーが取り出したのは、ものすごく見覚えのある木で出来た人形だった。彼が背中にあるねじを回して廊下に置くと、カタカタとまるで人のように手足を動かして歩き出す。

「えっと、ゲンアン……という名前だったかな。彼はピュアでいい人だね。ワタシが三ヶ月前の事を知りたいと言ったら、最初はダメだと追い返そうとしたんだ。でもミコがフシギな力を持っていると証明しなければ、彼女の命が危ないと言ったらすべて話してくれたよ」

　どこをどういう風に話したら、そんな作り話ができたのだろう。そしてそんな無む茶ちやな作り話を真に受ける弦げん庵あんもどうかしている。

「もうっ、弦庵さん……。お人ひと好よしなんだから！」

　思わずみこは頭を抱かかえてしまった。三ヶ月前吉よし原わらで知り合った弦庵は、先月祝しゆう言げんをあげた元もと吉原一の名花おい魁らん高たか尾お太た夫ゆうと一いつ緒しよに、今は大工として深川に住んでいた。確かに彼はみこが床とこに伏ふせっている時、二海に頼たのんで江戸城まで連れてきてもらい、見み舞まいをしてくれた。高尾太夫を吉原から連れ出せたのはみこのおかげだと、散々泣き笑いして帰っていったのだ。

　そして彼は確かに、道どう三さん堀ぼりでみこが藤菜と戦った時、すぐ近くにいた。気絶していると思い込んでいたが、どうやらあの時の一部始終を見ていたようだ。

　それにしても、たった一晩でこれだけの事を調べ上げたというのだろうか。みこの心を読んだかのようにアーサーがくっと喉のどで笑う。

「ビックリしている顔だね。ブレイクはパーフェクトな猟りよう犬けんだろう。ワタシの為ためなら多少無茶な事でもやってくれる。──よくやったな、ブレイク」

　アーサーが褒ほめると、ブレイクの無表情だった顔に、わずかに笑みが浮かんだ。犬の本ほん性しようを持つ完かん璧ぺきな執しつ事じは、やはり主人に褒められると嬉うれしいらしい。

「さあ、ミコ。何か言うことはあるかい？」

　自信ありげな表情と声。ここまできたらごまかすのは無理だろう。そう決心して顔を上げる。

「……仰おつしやる通り、わたしは炎華姫でした」

　今度は意識しなくても、目をきちんと見つめられた。アーサーが口元を綻ほころばせる。

「ならば……」

「でもあなたが探しているのは、わたしではありません。だってわたしはあの炎上事件の時に、神通力を使い切ってしまったんです。今は不思議な力なんてまったくありませんし、炎華姫としての地位もありません。育ての親の炎えん守しゆ、雅様とも連れん絡らくを絶っていますし」

　最後の一言は、自分で口にして胸がずきりと痛んだ。それを堪こらえて、凜りんとして背筋を伸のばす。

「あなたが探しているのは、奇跡の力を持つ女神様でしょう。最初から言ってますが、それはわたしではありません。わたしにはもう、何の力もないんです」

　まっすぐな視線を向けたみこに、アーサーがわずかに目を眇すがめ、やがて一つ息をついた。

「今度はウソを言っていないようだ。それなら君から〝美味おいしそうな〟匂いがしないのも納なつ得とくがいく。……だが、それでも君は生まれつき獣けものの姿をもたないエンカヒメ。つまり、ワタシの国に言い伝えられている奇跡の女神だ。ワタシは君を、国に連れて帰らなければならない」

　ふと、今の言葉が引っかかった。

「連れて帰りたい、じゃなくて、連れて帰らなければならないって、どういう意味ですか？　まるで自分の意思じゃないみたい。誰かに命令でもされてるんですか？」

　アーサーがわずかに息を吞のんだ。だがそれは一瞬で、すぐにいつもの笑えみを浮うかべる。

「いいや、ワタシの意思さ。奇跡の女神を花はな嫁よめにしたら、国では英えい雄ゆうになれる」

「英雄になりたくて、わたしに求婚するんですか？　それって別に、わたしじゃなくてもいいんですよね。奇跡の女神としての力を持つ女性なら、誰でもいいんでしょう？」

「……そうじゃない。そうじゃないんだ」

　声に辛つらそうな響ひびきが混じった。何事かと訝いぶかしんでいると、ふいに荒あら々あらしい足音が聞こえてくる。見なくても誰のものかはすぐに判った。廊ろう下か全体に怒いかりの獣気が吹ふき荒あれていたのだ。

「みこに触さわるなと言ったはずだ！」

　いつも冷たい表情の家密が、珍めずらしく怒りを顕あらわにしていた。どうやらいつの間にか信津名が呼びに行ってくれたようで、彼も後ろから慌あわててついてきている。

「……ウソをついたな、イエミツ。ミコはやはりエンカヒメではないか。友好国の王子を騙だまそうとするとはいい度胸だ」

　聞いた事のないアーサーの冷たい声だった。信津名が、慌てて二人に駆かけ寄る。

「あのあのあの、ここは一つ穏おん便びんに。お互たがい国を背負っているのですから……」

「そうだな、穏便にすませよう。アーサー、すぐに出ていけ。そうすれば命は助けてやる」

「出ていくならミコも一緒だ。彼女はワタシの花嫁になるのだからな」

　家密の睨にらみに動じない者なんて、二海以外で初めて見る。二人とも怒りと戦う気が満々の獣気を全身から放っていた。このままいけばどちらかが倒たおれるまで戦うだろう。それだけはなんとしてでも止めなければ。家密と二海ならまだ兄きよう弟だい喧げん嘩かですむが、彼らは百獣国の将軍と、グレートビースト国の王子なのだ。みこはすぐさま家密とアーサーの間に割って入った。

「やめてっ。戦っちゃ駄だ目めだよ！　絶対に駄目っ」

「みこ様の言う通りです。お願いですから、ここは一つ穏便に、穏便にお願いしますーっ。上様、穏便って言葉をどうか理解して下さいませっ」

　家密が泣き顔の信津名に一瞬目をやり、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。そして何かを考え込むように目を伏せる。だがしばしの逡しゆん巡じゆんの後開かれた金目には、いつもの自信に満ちた輝かがやきがあった。

　家密はそのままゆっくりと口角を上げ、突とつ然ぜんみこをきつく抱だき寄せる。

「……みこはお前の花嫁にはなれない」

「この間のように、君の女だからダメだとでも？　だが、とてもそうは見えないし、もしそうだったとしてもかまわない。結けつ婚こんしているわけでもあるまいし……」

「いいや、私とみこは、もうすぐ婚こん礼れいをあげる」

　家密の台詞せりふに、その場にいた彼以外の全員が固まった。

「くだらないウソを言うな」

　アーサーが鼻を鳴らした。端はなから信じてはいないようだ。確かにそうだろう。みこでさえ、その噓うそは無む謀ぼうだと思うくらいだ。だが家密は撤てつ回かいする気はないらしい。しばらくアーサーとにらみ合った後、ふっと笑みを浮かべてみこの顎あごを摑つかんだ。そしてそのまま口付ける。

「んぅ……！」

　突然の口付けと、みんなに見られている恥はずかしさで、みこは思わず呻うめいてしまう。それでも家密は放してくれなかった。どんどんと胸を何度も叩たたいたが、ようやく薄うすい唇くちびるが離はなれていったのは、息ができなくて失神しかけた頃ころだった。

　家密はみこをぎゅっと抱きしめて、アーサーをねめつける。

「噓ではない。みこは私の花嫁になる。まさか友好国の将軍の花嫁となる女を無む理り矢や理りさらったりはしないだろう？　それこそ外交にひびが入るぞ。しかも完全にお前に非がある。お前の母である女王は、どう責任をとってくれるかな？」

　女王の名が出た途と端たん、アーサーが拳を握りしめる。そして悔くやしそうな顔をしながらも、みこに目を向けた。

「ホントウに、イエミツと結婚するのか？」

（え、えっと、何て答えよう。完全に噓だけど、でもそれを認めちゃったら、またアーサーに求きゆう婚こんされちゃうし。これ以上もめると、国同士の問題になっちゃうよね……）

　意を決したみこは、恥ずかしさで顔を真っ赤にしつつも、家密に力いっぱい抱だきついた。

「わ、わたし……家密と結婚します！　だからあなたの花嫁にはなれませんっ」

　言い切った途端、家密がみこの腰こしに回した腕うでにぐっと力を込め、アーサーは握った拳を震ふるわせながら、唇を嚙かみしめた。
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「婚礼～それはすばらしき響き～。婚礼～それは永遠の幸せ～。婚礼～」

　自分の部屋で繕つくろい物をしていたみこは、どこからともなく聞こえてきた歌声に、眉まゆ根ねを寄せた。かなりの美声なのだが、歌詞が恐おそろしく変だ。誰だれが歌っているのだろうと襖ふすまを開けたみこは、そのまま石のように身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「おめでとうございます。みこ様！」

　襖の前に立ちはだかっていた女性が、色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきをみこに向かって振ふりかけた。長い白はく髪はつに整った美しい顔。かなり年配ではあるが、肌はだや声には張りがある。

　彼女の事は決して嫌きらいではない。だが一生会わずにすむならそうしたいと思ってしまう人物が、満面に笑みをたたえてそこにいた。

「か、かかか春華の局様。大おお奥おくから出ないようにと家密に言われていたのでは……？」

　家密の乳母うばで、江え戸ど城じようで最強の破は壊かい力を持つ春華の局。彼女はみこが療りよう養よう中も、毎日毎日枕まくら元もとにやってきては、家密の妻になれと脅きよう迫はくに近い説得を続けたのだ。その結果、みこの身体によくないと判断され、家密にしばらく大奥で謹きん慎しんするよう命じられていた。

「この大事な時に、大奥にこもってなどおられませぬ！　みこ様が今朝、上様の結婚の申し出を承しよう諾だくされたと聞き、とんで参りましたのじゃ」

「ち、違ちがいます、あれは……」

「婚礼の日取りはいつにしましょうぞ。お仲人なこうどは？　ああ、そうそう花嫁衣装と嫁よめ入いり道具を揃そろえねば。いえいえ、まずは婚こん約やくの儀ぎ式しきからですな。まあまあまあ忙いそがしくなりますぞ。さっさと婚礼をあげて、一刻もはやく子作りして頂かねば。子供は多ければ多いほどようございますぞ。欲よくをいえば男の子は三人以上は欲しゅうございますな」

　ぺらぺらぺらと喋しやべる春華の局に圧あつ倒とうされてしまう。何とか口を挟はさもうとしたみこを遮さえぎって、彼女は突然天に向かって高々と拳を突つき上げた。

「徳川家の安あん泰たい！　徳川家の平へい穏おん！　徳川家の繁はん栄えい！　それがわたくしの信条でございます！　炎えん華か姫ひめであるみこ様が正室になられれば、上様の獣気とみこ様の神通力を合わせ持つ最強の子供が生まれるでしょう。そうすれば、徳川家は更さらに栄えい華がを極きわめる事間ま違ちがいなし！　でございまする」

「だから、どうしていつも唐とう突とつに自分の話だけをするんですかっ。それにわたしにはもう神通力はないって言ってるでしょう！」

　思わず叫さけんだが、人の話を聞かない事では、息子むすこの空三よりも上だと言われている春華の局は、ばっちりそれを無視した。

「さあさあ、婚礼をあげるに相応ふさわしい大たい安あん吉きち日じつを調べましたぞ。一番近い日は……」

「ち、違いますよ。結婚するっていうふりだけなんです。実は外国の……」

「アーサーとか言う王子でございましょう。知っておりまする」

　あっさりと答えられて、みこは面めん食くらった。

「婚礼はその王子を諦あきらめさせる為ための噓だとも、息子に聞いておりまするぞ。ですから、その偽にせの婚礼をいつにしましょうかと聞いているのでございます」

　いつもは人の話を聞かない春華の局が、今日はちゃんとこちらの話を理解してくれている。たったそれだけの事で、みこは感動さえしてしまった。なにしろ、彼女とはまともに会話がかみ合ったことがほとんどない。

「でも、偽の婚礼をあげるまでしなくてもいいんじゃ……」

「とんでもございませぬっ」

　赤い目をぎらりと光らせた春華の局にぐいっと顔を近づけられて、思わず背後に仰け反る。

「たとえ偽でも、絶対に婚礼はあげるべきでございます。わたくしの勘かんでは、そろそろその王子が……」

「ミコ！」

　そこへがらりと襖が開き、アーサーがブレイクを従えて大おお股またで部屋に入ってきた。そして座っているみこの前に跪ひざまずく。

「ミコ、あれから落ち着いて考えたのだが、やはりあの話はウソなのだろう。ワタシは信じないぞ。今まで結婚するそぶりなんて見せなかったじゃないか。それに……」

「いいえ、本当でございまするぞ。婚礼は三日後でございます」

「「三日後ぉ……!?」」

　みこの驚おどろきの声が、ぴったりアーサーと重なってしまった。春華の局が、いつも持ち歩いている鉄てつ扇せんをぱっと開いて口元を覆おおい、ほほほと笑う。

「ええ、三日後が大安吉日でございますれば。ああ、外国の方は大安吉日をご存じですか？　なに、ご存じない？　ではお教えしましょう。百ひやく獣じゆう国こくでは、結婚にもっともよいとされる、一年で一日だけの大安を占うらないで知るのでございまする」

「占いで？　それは初めて聞いたな……」

「まぁ、さようでございますか、アーサー様。その大安を逃のがすと、また一年婚礼を待たねばならないのですぞ。上様とみこ様は、なかなかその日がはっきりしなかったので、婚礼を待たれていたのです。二人に結婚のそぶりがみえなかったのは、そのせいでございます。ですがようやくお二人の大安吉日が判りましたのじゃ。それが三日後でございます」

（うわぁ！　噓ついた。すごくもっともらしく言ってるけど、完全に噓ついてるっ）

　心の突っ込みは、何とか声に出すのだけは堪こらえた。大安吉日は確かに結婚にいいとされる日だが、占いで決める訳でもないし、一年に一度しかないなんて、真っ赤な噓だ。

「信じられないな。婚こん礼れいが三日後だなんて。この目で見るまではワタシは納なつ得とくしないぞ」

「ええ、では婚礼にご招待致いたしましょう。一番よいお席をご用意致しまする。ああ申もうし遅おくれました。わたくしは春華の局と申します。夫の稲いな葉ば竜りゆう之の進しんが、長なが崎さきではお世話になったようで」

　長崎奉ぶ行ぎようだという彼女の夫の名前が出ると、攻こう撃げき的だったアーサーの視線がやや和やわらいだ。

「ああ、君が……あの鬼おにの……あ、いや」

「よろしいのでございますよ。夫は本当に鬼おに瓦がわらのような顔でございましょう。ですが、わたくしは、あのお顔を気に入っておりますのじゃ。綺き麗れいなだけの男は何の役にも立ちませぬ。離れて暮らしておりますが、わたくし達夫ふう婦ふの願いはただ一つ……」

　すうっと春華の局が大きく息を吸い込むのが判わかって、みこは反射的に両耳に手を当てた。

「徳川家の安泰！　徳川家の平穏！　徳川家の繁栄！　ですのじゃ!!」

　いつもの雄お叫たけびをやりすごして、みこはようやく耳から手を離す。慣れていないせいで、まともに春華の局のがなり声を浴びてしまったアーサー達は、激しい耳鳴りに襲おそわれているのだろう。両耳を押さえて蹲うずくまっていた。

「その願いを胸に夫は外交の要である九州で、わたくしは上様がおられる江戸城で、徳川家の為に尽つくしておりまする。長年の願いであった上様の婚礼も日取りが決まりましたし、これでわたくし、思い残すことはありませぬ」

　春華の局がそこで言葉を切って、やや声を潜ひそめた。

「……そうですな。ですがしいていうなら、みこ様が立派な跡あと継つぎを生んで、そのお子をわたくしの手で次の将軍様へと育て上げることですのじゃ。ああ、それと息子も早く結けつ婚こんさせて、剣けんの腕も頭も顔もそこそこでよいから、くれっぐれも性格だけはまともな子供をつくらせて、次の将軍様の忠実な家臣に育てなければ。それと……」

「思い残す事いっぱいありすぎじゃないですか！」

　さすがに今度は黙だまっていられなかった。春華の局がはっとしたように、にっこりと笑う。

「ほほほ。そうなればよいと、願っているだけでございますのじゃ」

（噓うそだ。絶対に噓だ。今のは願いじゃなくて、春華の局様が決めた今後の計画だ！）

　実行に移す気が満々の計画は、まずはみこと家密の結婚から始まるのだろう。さすがにまずいのではないかと思い始めたみこは、そっと春華の局に近寄って耳元で囁ささやく。

「あの、判ってると思いますけど、これって芝しば居いなんですよ。アーサーを諦めさせる為の。本当に家密と結婚する訳じゃ……」

「しっかり判っておりますぞ。ですが、あの王子様はなかなか鋭するどい方のようです。結婚するといくら口で言っても、簡単には信じてもらえないでしょう。外交に支障が出るのも困りますから、まやかしの婚礼をあげて納得して頂いて、さっさとお国に帰ってもらいましょうぞ。そうすれば、何もかもが丸く収まりますのじゃ」

　小声で囁かれ、確かにその通りかもしれないと思った。みこは結婚したから花はな嫁よめにはできないのだと納得して、アーサーが穏おん便びんに国に帰ってくれるのが一番だ。やたら鋭い彼に納得してもらうには、まやかしの婚礼をあげるくらいの覚かく悟ごはするべきかもしれない。

（春華の局様の言う通り、外交に支障が出ないように丸く収めるにはこれしか方法はないんだ）

　みこはそう決心して、大きく息を吸い込んでアーサーに顔を向けた。

「春華の局様の言われている事は本当です。わたし、三日後に家密と婚礼をあげます！」

　その途と端たん、アーサーはさっと顔色をなくし、春華の局はこの世の物とは思えない奇き声せいを上げて、狂きよう喜き乱らん舞ぶした。
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　秋になって、やっと寝ね苦ぐるしい夜も終わりを告げた。寒くもなく、暑くもないちょうどいい気候で、いつまでも布ふ団とんの中でまどろんでいたい。肩かた口ぐちがやや寒かったので、寝ねぼけ眼まなこで布団を引き上げようとしたみこは、それがまったく動かない事に気付いてぼんやりと覚かく醒せいした。

「おはようございます、みこ様」

　耳元で囁かれて、はっと目を覚ます。慌あわてて起き上がると、早朝だというのにしっかりと身み支じ度たくを調ととのえた春華の局が、布団の脇わきでにっこりと笑っていた。

「な、ななななな何をしてるんですかっ。春華の局様！」

「いつまでも寝ていてはいけませぬぞ。さっさと起きて下さいませ」

「ええっ!?　だってまだ暗いじゃないですか」

　やっと朝日が顔を出し始めたようだが、まだ部屋の中は薄うす暗ぐらい。その中で、白はく髪はつで満面の笑えみを浮うかべる春華の局の姿だけが、そこだけ明かりを照らしたかのように輝かがやいていた。

「二日後に結婚される花嫁さんに、寝ている暇ひまなどありませぬぞ。さあさあ、これに袖そでを通してみて下さいませ」

　春華の局が両手で大事そうに持っている物を見て、みこは我が目を疑った。

「……あの、それ、花嫁衣装の白しろ無む垢くと色打うち掛かけに見えるんですけど……」

「見えるのではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの花嫁衣装でございます。昨日あれから、江え戸ど中の呉ご服ふく問屋に使いを出し、みこ様が着るのに相応ふさわしい最高級の反たん物ものを用意させ、花嫁衣装を縫ぬい上げましたのじゃ。さあさあ、試着してみて下され。お身体からだにあわない所は縫い直しますゆえ」

「ま、ままま待って下さい。あの、まやかしの婚礼なんですよ!?　こんなに本格的にやらなくても……っていうか、一晩で花嫁衣装を縫い上げたんですか!?」

「もちろんでございます。大おお奥おくで裁さい縫ほうを一手に引き受ける、呉ご服ふくの間まの女中達総出で徹てつ夜や致いたしました。わたくしも久しぶりに針を持ちましたぞ。一針縫うたびに、これを着て上様の花嫁になられるみこ様の愛らしい姿が頭に浮かんで、幸せにもだえるあまり、うっかり巨きよ大だいな白はく蛇じやの本ほん性しようがでかけてしまい、大奥の部屋を一つ駄だ目めにしてしまいましたのじゃ」

　さすがに、本性を出すと天てん井じようを突つき破ってしまう、緑色の巨きよ大だい蛇へびの本性を持つ空三と親子だけの事はある。そういえば春華の局の本性は、江戸城の天守閣をひねり潰つぶせるほど、超ちよう巨きよ大だいな白蛇だと聞いていた。その時は大げさな話だと思っていたが、本性が出かけたくらいで部屋が一つ駄目になるのなら、途と方ほうもなく大きな蛇へびなのは本当なのかもしれない。

　みこが頰ほおをひくつかせているのにも気付かず、一人恍こう惚こつとして喜びに打ち震ふるえていた春華の局が、綻ほころんだ顔のまま隣となりの部屋に続く襖ふすまに手をかけた。

「そうそう、結婚といえば、嫁よめ入いり道具でございまする。昨日あれから、江戸中の家具職人を集めましたのじゃ」

　開いた襖の先には、所ところ狭せましと真新しい家具が並べられていた。簞たん笥すだけでも十はあるだろう。化け粧しよう鏡や長持、飾かざり棚だなに至るまで、すべてが漆うるし塗ぬりに金細工が施ほどこされた立派なものだった。

「あ、あの、まさかこれも一晩で……？」

「さようでございまする。大工達の尻しりをこの鉄扇で叩たたいて、きりきりと働かせましたぞ」

　彼女の鉄扇で殴なぐられたら確実に骨を折ると、江戸城ではもっぱらの噂うわさだった。春華の局がその鉄扇をぱっと開く。

「もちろんこれだけでは足りませぬから、今またどんどん作らせておりまする。ご心配なさいますな。わたくし僭せん越えつながらみこ様の親代わりとして、必要な物はすべて揃そろえさせて頂きますので。みこ様は安心して、嫁入りしなされ」

「……春華の局様。あの、何回も何回も言いますけど、まやかしの婚礼なんですよ。偽にせ物もので偽いつわりなんです。ここまでする必要あるんですか？」

　至し極ごくもっともな意見のはずだが、彼女はそうは思っていないようで、かっと赤い目を見開く。

「あるに決まっているでございましょう！　あの王子様を騙だます為ためには必要でございますぞ。よいですか。もし中ちゆう途と半はん端ぱな婚礼をあげてまやかしだとばれたら、両国の友好関係にひびが入りますぞ。それだけは絶対に避さけなければっ。みこ様にも本当に上様と結婚するくらいの気持ちでいてもらわねば困りまする。くれっぐれも申しますが、これは百獣国の為なのです！」

　両りよう肩かたをがしっと摑つかまれて、ぶんぶんと揺ゆさぶられた。勢いに押されてはならないと思ったものの、春華の局の最後の台詞せりふがみこの琴きん線せんにばっちり触ふれた。

「百ひやく獣じゆう国こくの為……。そうですよね。完かん璧ぺきにやらないといけないですよね。もしばれたりしてアーサーを怒おこらせたら、友好関係が解消されて国同士が険悪になったりするかもしれないし」

「そうでございますとも！　そんなとんでもない事になったら、百獣国にとっては大きな痛手でございます。さすがにみこ様は賢かしこうございまするな。さあさ、では早さつ速そく花嫁衣装に袖を」

　春華の局に促うながされて花嫁衣装を身につけながら、みこは家密や百獣国の為にもまやかしの婚礼を成功させなければという使命感に、めらめらと燃えていた。
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「……というわけで、今朝はわたしも百獣国の為だって言われてその気になったけど、でもちょっと冷静になって考えてみたら、春華の局様のやってる事は、やっぱりおかしいと思うの」

　みこは、正面で書状を読んでいる家密に向かって、戸と惑まどいつつも話しかけていた。

　今日は一日大おお忙いそがしだった。夜も明けきらないうちから春華の局に花嫁衣装を試着させられて、婚礼の手順やお客に出す食事の献こん立だてに至るまで一通り説明が終わった頃ころには、すっかり夜も更ふけてしまっていた。その間はみこも、百獣国の為だとやる気満々で春華の局の張り切りぶりにもついていけたのだ。

　しかし先さき程ほど部屋に戻もどってやっとゆっくり休めると布団に入ってから、やはり何かがおかしいと気がついた。誰だれかに相談したかったが、一陸と空三は二海がいない間も、アーサーやグレートビースト国について調べているから邪じや魔まはしたくなかった。煙太はまだあまり体調がよくないし、考えた末きっと忙いそがしいだろうなと思いつつも、みこは家密の部屋にやってきたのだ。

「まやかしだって言ってるのに、すごく本格的に婚こん礼れいの準備が進んでるの。春華の局様の采さい配はいで、大広間は婚礼の儀ぎをするから用意の為に立ち入り禁止になってるし。さっきなんて商人をたくさん呼んで引き出物を山のように持ってこさせて、どれにするか選べって言われたんだ」

　みこはそこまで口にしてから、大きくため息をつく。

「一番おかしいのは、春華の局様が江戸近きん隣りんの大名達にまで、婚礼の招待状を出すって言ってる事なの。それってまずいんじゃないかな。江戸城のお侍さむらいさんだけなら、噓の婚礼ですって言い含ふくめられるけど、大名達まで呼んじゃったら、噓ですって言いにくくなるんじゃないかな」

　みこの心配はそこだった。あくまで偽にせの婚礼なのに、江戸城の外に知られたら、家密の立場が悪くなるのではなかろうか。

「春華の局様は、アーサーを完璧に騙す為だって言うけど、でも彼は外国人なんだし。本物の大名を呼ばなくても、江戸城のお侍さん達にそれなりの恰かつ好こうをしてもらえばいいと思うんだ」

「ほう、みこ。少し賢くなったな」

　失礼な家密の一言だが、今のみこにはそれを問いただす余よ裕ゆうはなかった。春華の局が暴走しているように思えてならない。どう考えてもまやかしの婚礼ではなく、ものすごい速さで本物の婚礼の準備が進んでいる気がするのだ。

　家密が書状から目を離はなして、こちらに顔を向けた。

「心配するな。これはあくまでまやかしの婚礼だ。大方春華は二海がいないこの隙すきに、私達を強ごう引いんにでも夫ふう婦ふにしてしまおうと企たくらんでいるのだろう。だがいくら春華が暴走しようと、実際に婚礼をあげる私達が二人とも偽りだと判っているのだから、婚こん姻いんは成立しない。お前の言う通り、本物の大名達に来られると後々面めん倒どうだ。それは私の方から春華に言ってやめさせる」

　優やさしい笑みにほっとする。家密の言う事なら春華の局も聞いてくれるだろう。家密が苦く笑しようしつつ、膝ひざでにじり寄った。

「だが私としては、みこが本当に私と婚礼をあげてもいいと思っているのなら、今すぐにでも夫婦になる用意はあるのだがな」

　家密がみこの頰を両手で包む。そのまま顔を近づけて、額に口付けを落とした。薄うすい唇くちびるだが、柔やわらかくて温かい。みこは思わず顔をかあっと赤らめる。

「わ、わたし……。わたしは結けつ婚こんとかってよく……」

　間近で金色の目に見つめられて、どう返事していいか判らず、しどろもどろになった。

「何も言わなくていい。まだお前には早いと判っているからな。お前は元気で、笑っていてくれるだけでいいのだ。だからもう、強引な事はしない。ちゃんと待つ。……だがお前がちゃんと大人になって、色んな事が理解できるようになったら、遠えん慮りよはしないぞ」

　家密がみこの頰に頰を寄せて、まるで壊こわれ物でも扱あつかうかのように柔らかく抱だきしめる。逃にげようと思えばすぐに逃げられるぐらい、身体に回された腕うでは優しかった。

　三ヶ月前にみこが生死の境をさまよってから、家密は人が変わったように強引な事はしなくなった。今みたいに、抱きしめる腕にも躊ちゆう躇ちよするような戸惑いが感じられるのだ。だけどなぜだか今の方が、以前よりもずっと家密の愛情を身近に感じられた。前は優しいけれど、時々怖こわいと思う事もあったのだ。だけど今は違ちがう。優しくて穏おだやかでそばにいるとほっとする。
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　まるで子供の頃初めて会った時の、優しい〝竹たけ次つぐちゃん〟のようだった。

　今、とてもみこは幸せだ。家密がいて、二海がいて、一陸が空三が煙太がいる。みんなと一いつ緒しよに楽しい毎日を送っている。この穏やかで優しい日々を失いたくない。

　だけど幸せだと思うたび、みこの心はずきりと刺さされたような痛みに襲おそわれた。

（このままでいいのかな。……雅様の許を飛び出したまま、江戸で幸せになっていいのかな？）

　三ヶ月前、雅に背中を向けたあの日から、みこはずっと考え続けている。どうすればみんなが納なつ得とくして幸せになれるのだろうかと。だけどそれは毎日毎日考え続けても、未いまだに答えの出ない難問だった。

　そんな都合のいい答えなどないかもしれないと判わかっていながらも、みこは先の見えない問題に今日も取り組もうと、家密にお休みの挨あい拶さつをして部屋を後にした。
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　完璧にできあがった花はな嫁よめ衣装は、竿さおにかけられてみこの部屋に置いてあった。明日みこは、これを着て家密とまやかしの婚礼をあげるのだ。春華の局の勢いに押されて、ついついここまできてしまったが、実はみこには結婚というものが今ひとつ判っていなかった。

「うーん、すっごく今いま更さらだけど、結婚って何なんだろうな？」

　みこは思わず、首を傾かしげて呟つぶやいた。富ふ士じ山さんに隔かく離りされて育った為か、自分は常識に疎うといようで、当たり前の事を知らなかったりする。特に結婚という言葉は判っていても、実際にはどういう事なのかよく理解できていなかった。富士山の社には雅と彼に仕える炎えん守しゆの一族が数人住んでいるだけで、みな独り者だ。そんな環かん境きようで育ったみこは、江え戸どに来てから初めてまともな夫婦というものを見たのだった。

「結婚は、えっと、好きあってる二人が夫婦になって一緒に暮らす事だよね。そうしたら神様が子供を授さずけて下さるから育てて、おじいちゃんおばあちゃんになっても一緒にいて……」

「今、五、六歳ぐらいのコドモが考えているようなコトが聞こえたんだけど」

　ふいに声をかけられて、みこはびくりとする。振ふり返ると、いつの間にか襖ふすまを開けてアーサーがこちらを見つめていた。そしていつもの陽気な笑えみで、部屋に入ってくる。

「やあ、ミコ。とうとう明日は婚礼だね。そろそろウソだよって言わないと、本当に結婚させられてしまうよ。君にあれはウソでしたって言う、チャンスをあげようと思ってきたんだ」

　すっかりお見通しのようだが、みこは大きく首を振った。この噓うそは絶対に吐つき通さなければならない。それが百獣国の為だというのは、いくら世間知らずのみこにだって理解できている。

「いいえ、わたしは家密と結婚します！」

「ふーん、いつまでそう言い張るのかな。まったく、ウソの婚礼だっていうのに、ワタシ一人騙す為にずいぶんと大がかりに支し度たくしているようだが……」

「噓じゃありませんってば。どうしてそう言い切っちゃうんですか？」

「だって、君が結婚したいほどイエミツを愛してるようには見えないから」

　あっさり言い切られてみこは面めん食くらう。どこか自分の態度は変だっただろうか。家密は大切な友達で、彼を大好きなのは誰にも負けないはずなのに、なぜそう見えないなんておかしな事を言われてしまうのだろう。

「どうして見えないんですか？　わたし、家密が大好きですよ」

　これは噓うそ偽いつわりないから胸を張って言える。子供の時に初めて会った時から、家密が大好きだ。ずっと仲良くして欲しいし、そばにいたい。

「ホントウにイエミツが好き？」

　その質問に、まっすぐな視線で大きく頷うなずいた。

「結婚したいほど愛してる？」

　みこは頷きかけて、ふとある疑問が頭をよぎった。

（あれ？　〝好き〟と〝愛してる〟はどう違うんだろう？）

　同じ意味ではないかと思ったが、何やら違う気もする。大好きという言葉はよく使うが、未だかつて誰かに愛してると言った事はなかった。

（もしかしたら……愛してるは特別な言葉なのかな？）

　考え込んでいたみこだが、アーサーの視線を感じてはっとした。そういえば、彼を騙だましていたのだ。慌あわててすぐに頷くと、アーサーがため息をついた。

「ウソだね。イエミツは君を愛してる。結婚して自分だけのものにしたいと思っているだろう。それは彼の態度や表情から簡単に読み取れる。だけど、君からはイエミツを愛してるという様子が読み取れない。まるで君のは友達の好きだ。〝好き〟だけど〝愛してる〟ではない」

　きっぱり言い切られて、みこは目を見開いた。彼の言葉の意味がよく判らない。混乱していると、アーサーが更さらに言葉を紡つむぐ。

「いいかい、ミコ。結婚は友達の好きではできないよ。〝愛してる〟はこの世でただ一人に捧ささげる言葉だ。親よりも兄弟よりも友達よりも、誰だれよりも一番好きで、その人と二度と離れたくないと思った時に使うんだ。だから結婚は愛してるじゃないとできないんだよ。……もう一度聞くよ。君はイエミツを愛してる？　他ほかの誰よりもトクベツに一番好きなのは、彼なのか？」

　真しん剣けんな目で問いかけられて、みこは再び考え込んだ。

　二海と家密は二人とも、自分を一番好きになって欲しいと言う。どうして二人とも好きではいけないのか、みこにはそれが判らなかった。いつもどちらが好きかと聞かれるけれど、選ぶなんてとてもできなかったのだ。それにどちらか一人を特別に好きになってしまったら、もう一人の大事な友達とはどうなってしまうのか、それもまったく想像がつかなかった。

　今の優しくて楽しくて温かい三人の関係が大好きだ。二人とも同じくらい好きだし、ずっとこのままでいたかった。家密も二海もみこが早く大人になって、色んな事を理解できるようになればいいという。だけど、みこは何となく〝色んな事〟を知るのが怖かった。それが何かはよく判らないが、知ってしまえば三人の間に変化が起こりそうな気がしていた。その変化がいい事なのか、それとも悪い事なのか、それがみこには判らず不安でならなかったのだ。

　黙だまり込んだみこを見て、アーサーが一つ息をついた。

「まあ、君達はキスもしていたし、ミコもイエミツを愛してるのかもしれないけど」

「……き、す？」

「ああ、口付けだよ。恋こい人びと同士のスキンシップ……愛の確かく認にん、と言った所かな。だからあんなに濃のう厚こうなキスをしていた君達が、恋人同士じゃないっていうのもおかしな話……ミコ、顔色が真っ青だけど、どうかしたのか？」

「あ、愛の確認……!?　でも、と、とと友達だってそういうのするんじゃないかな、ふつー」

　顔から血の気が引くのが判った。アーサーが珍めずらしく眉まゆ根ねを寄せる。

「しないよ、ふつー。ワタシの国では挨拶で頰ほおにキスはするけど、唇へのキスは恋人にしか許さない。百ひやく獣じゆう国こくはもっとモラル……えっと道徳……かな。道徳に厳しいから、キスどころかたとえ恋人同士でも人前で手を繫つなぐのすら恥はずかしがるじゃないか」

　みこはよく、家密とも二海とも手を繫いでいる。誰だれが見ていようが、そんなに気にした事はなかった。だがそういえば、町中で手を繫ぐとじろじろ見られる事が多かった。やたらに容姿が派手な二人だから、そのせいだろうと単純に思っていたが……。

（もしかして、わたし人前でとてもはしたない事してたんじゃ……!?）

　みこは思わず両手で頭を抱かかえていた。もしかしたら、自分の〝好き〟はちょっと……いや、かなり間ま違ちがっていたのかもしれない。みこはそれを確かめる為ためにも、思い切って口を開く。

「ねぇ、もしかして、く、口付けとか、膝の上に乗せられたりとか、お布ふ団とんの中でぎゅって抱きしめられたりとかって、好すき同士の友達でも、ふつーはしないのかな？」

　声が震ふるえていた。アーサーの答え次し第だいでは、みこは自分の盛大な勘かん違ちがいを認めなければならなくなる。そしてアーサーは、みこが一番恐おそれていた反応を示した。

「……ちょっと待て、ミコ。そんな事を誰にされたんだ？……まず、一いつ旦たん婚こん礼れいの話は置いておこう。それが偽にせだとかホントウだとかいう話は後でいい。だからその、キスとか膝ひざに抱だっことか、布団の中でぎゅっとされるような、淫みだらな事をされた状じよう況きようを、詳くわしく話してごらん」

〝淫らな〟という言葉に、みこは愕がく然ぜんとした。そんな表現をされてしまうような事を、自分は今までしていたのだろうか。

　激しく混乱したまま、みこはつい口を開いてしまう。そうして詳しい話をするうちに、みるみるアーサーの顔が怒いかりに染まっていった。
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　鏡に映った家密は、白い着物に黒い紋もん付つきの裃かみしも姿だった。明日の婚こん礼れいの為に、春華の局が用意した衣装は身体からだにぴったりだ。こんなに窮きゆう屈くつな衣装を着たのは久しぶりだと、家密は一つ息をつく。着き替がえを手伝っていた春華の局が鏡を見つめて、恍こう惚こつとした笑みを浮うかべた。

「上様。春華は長い間この日を楽しみにしておりましたぞ。上様は女性を選びたい放題だというのに、頑かたくなに結けつ婚こんはしないと仰おつしやられて。この春華がどれだけ布団の中で一人涙なみだした事か」

「春華。お前は聞かぬふりをするかもしれぬが、まやかしの婚礼だぞ。みこがその気になったら、今すぐにでも婚礼をあげてもいいが、彼女の意思を無視してはならぬ。婚礼はまねごとなのだから、招待客に扮ふんする侍さむらい達には、それをよく言い聞かせておけ」

「まぁっ！　上様らしくございませぬな。押して押して押し倒たおす、それが上様ではありませぬか。上様はそのお美しい顔と、高い地位と、強ごう引いんさが売りなのです。ゆっくりのんびりと恋こいを育てるなど、上様らしくありませぬぞ。それにみこ様のあの様子では、恋を知るまで百年はかかります。この老い先短い春華にそんなに待てと仰るのか！」

「お前は私より長生きするだろう。心配するな」

　ようやく面めん倒どうな裃を脱ぬいでいつもの着流し姿になる。春華の局はまだ説得しようと話しかけてきたが、家密はそれを無視した。

　みこが生死の境をさまよっていた時、彼女が無事でいてくれるなら、もう何も望まないと誓ちかった。強引に抱だこうとした事もあったし、今でもその衝しよう動どうが身体を駆かけ抜ぬける時があるが、それを堪こらえてでもみこが笑っている姿を、ずっとそばで見ていたいと思った。ゆっくりとではあるが、みこも成長してこの身を焦こがす衝動を理解してくれる日がくるだろう。それを待つだけの余よ裕ゆうがある男になりたかった。

　家密は、みこの笑顔を思い出してゆっくりと微笑ほほえむ。それだけで幸せになれる自分は案外手軽な男らしい。まやかしの婚礼だろうと、みこの花はな嫁よめ姿すがたを見られるのは楽しみだった。しかも邪じや魔まな二海がいない。春華の局の思おも惑わく通り、このまま本当の婚礼をあげてみこを自分のものにしてしまいたい気持ちもかなり大きいが、家密はそれを顔にも態度にも出さなかった。

　持っていた扇せん子すを春華の局に渡わたそうとすると、ふとばたばたと廊ろう下かを駆ける音がした。

　この足音はみこだろう。何を慌てているのかと苦く笑しようする。元気になったみこを見ていると、家密は幸せになれた。今はこの優やさしい気持ちだけで胸がいっぱいだと、そう思っていた。

　襖ふすまをがらっと開けて、顔を真っ赤にしたみこが現れるまでは。

「あのっ、あのあのあのっ、わたし、ちょっと聞きたい事が……」

「みこちゃん、ちょっと待ってってば！」

　肩かたで息いきをしているみこの背後から、一陸が現れる。何事かと思っていると、みこが急に押し黙って目をきょろきょろさせた。どうやら何か言いたい事があるようだが、言いあぐねているようだ。隣となりにいる一陸に顔を向けると、彼が慌てて膝をついて首を振ふった。

「先さき程ほど、昼食を持って部屋に行ったら、みこちゃんがアーサー様と何か話をしていて。それで声をかけたら、突とつ然ぜん上様に聞きたい事があるからと、部屋を飛び出して……」

　アーサーの名を聞くだけで、腹の底から怒りがこみ上げた。本当ならみこに近づく男はすぐにこの牙きばにかけて八つ裂ざきにしてやるのだが、一応友好国の王子なので必死で堪えていた。

「みこ。まさかあいつに何かされたのか？」

「ううん。何もされてない。色々と教えてもらっただけ」

　みこがいやにはっきりと答えた。何を教えてもらったのか気にはなったが、ぶるぶると細い肩を震わせている彼女の方がずっと心配だ。家密はすぐに近寄って、肩に手をかけようとした。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁーっ」

　だが触ふれようとした途と端たん、みこが突とつ拍ぴよう子しもない悲鳴を上げる。家密は思わず動きを止めて、目を瞬またたかせた。まさか……今、自分が触さわろうとしたからみこは悲鳴を上げたのだろうか？

「ど、どうしたの？　みこちゃん」

　一陸が声をかけると、みこははっとしたように目を見開いた。まだわずかにあどけなさを残した顔が、真っ赤になっている。

「あの、く、くく口付けって、この世の中で一番好きな人としかしちゃいけないんでしょ？」

　やっと口を開いたかと思えば、突然何を言い出したのだろう。家密が眉根を寄せると、みこは更に声を張り上げた。

「いや、あの、そうじゃなくて、結婚が先なんでしょ。一番好きな人と結婚して、それから口付けとか、えっと、お、大おお奥おくの床とこ入りみたいな事するんでしょ。それでそういうことすると、えっと、子供ができて、それで家族ができるんでしょ」

　つたない言葉だが、何を言いたいのか察しはついた。そしてそれはここ数年にないほど、冷静な氷の将軍と呼ばれる家密を驚きよう愕がくさせた。

「……みこ、それは誰に聞いたのだ」

「アーサーが……。えっと、あの、口付けとかは、恋人とか結婚した人同士でしかしちゃ駄だ目めだって。ただの友達なのにそういう事をするのは、とてもはしたないんだって。お、お嫁よめにいけなくなっちゃうんだって。……それって、本当なの？」

　一陸がみこの真っ赤な顔を見つめながら、あんぐりと口を開けた。

「す、すごい。さすが外国人。あの空気を読まない空三にだってできなかった性教育を、みこちゃんに施ほどこすなんて。今まで誰だれもが心の中で思ってて、でも誰もが上様と二海さんが怖こわくて教えられなかった事を、こんなにあっさりと……」

「ええっ、じゃあ、やっぱり本当なの!?」

　あの外国人め、余計な事を……と家密は心の中でらしくない悪態をついてしまう。だがすぐさま気を取り直して、なるべく優しい表情を心がけて微笑ほほえんだ。

「みこ、私がお前に口付けするのは、お前がこの世で一番好きだからだ。それはちっともはしたないことではないし……」

「でもアーサーが友達の好きと、結婚する愛してるは違ちがうって。愛してるじゃないと、口付けはしてはいけないって」

「私はお前を愛している」

　間かん髪はつ入れず、迷う事なく口にした。噓うそ偽いつわりはないし、隠かくすつもりもない。

「だから、アーサーの言うことなど気にしなくていい。今まで通り……」

　細いけれど柔やわらかいみこの身体を抱きしめるのも、口付けするのも気持ちいい。ずっと抱きしめていたいし、本音を言えばもっともっと優しく激しく可愛かわいがってやりたい。

　だがみこはあまりそういう事を理解できていないようだから、自分もちゃんと待つつもりでいた。しかし口付けぐらいは許して欲しい。自分も聖人君子ではないのだから。

「駄目だよ」

　だが、はっきりとした拒きよ絶ぜつの言葉に、家密は面めん食くらう。

「だって、一番好きな人としかしちゃ駄目なんだよ。これから家密には、もっともっと好きな人ができるかも。だって家密はとっても優しくて格好いいもの。可愛い奥様をもらって幸せになるんだよ。わたしは一番仲のいい友達として……それを願ってる」

「みこ、それは違う。これまでもこれからも、お前以上に好きになれる女は……」

　ちゃんと説明するつもりだったのに、みこは最後まで聞かず首を振った。

「ごめんね、わたしぎゅっとしてもらうのとか、お友達と手を繫つないだりするのと同じように思ってた所があって。……でもそんな事してたら、本当に家密のお嫁さんになる人は、いい気分じゃないよね。だから……これからはもうやめるね」

　がつんっと金かな槌づちで頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。みこの言葉は、家密がこの世で一番気に入っているこの柔らかい身体に、もう触れてはいけないというはっきりとした意思表示だ。

「いや、みこ。そうではなくて……」

　なぜみこは、自分が彼女以外の女を愛することを前提に話しているのだろう。そんな事は絶対にあり得ないのに。家密の頭にふっとアーサーの顔が浮かんだ。あの男はもしや……。

「アーサーが、家密は将軍様なんだから、百ひやく獣じゆう国こく一の美女をお嫁さんにするんだろうって。一番仲のいい友達なら、それを邪魔しちゃ駄目だよって。確かにそうだよね。わたしなんかがそばにいちゃ……家密の……迷めい惑わくになっちゃうよね…………」

　みこの声が段々と小さくなって、寂さみしげな色を帯びていく。家密は膝を屈かがめて、俯うつむいてしまった彼女の顔を覗のぞき込んだ。

「みこ、迷惑なはずがないだろう」

「気を遣つかってくれなくていいよ。とりあえず、明日は噓うその婚こん礼れい頑がん張ばろうね。そしたらわたしは芝しば居い小屋に帰って……あ、でも二海とも今までみたいに仲良くしちゃ駄目だよね。二海だって一番好きな人をお嫁さんにするんだから……、でもわたしは友達だから、喜んであげないと。……わ、わたし明日になったら、ちゃんと笑うから。今はごめんなさいーっ」

　みこが来た時と同じ勢いで、廊下を走り去っていく。家密も春華の局も一陸も、全員が呆ぼう然ぜんとしてそれを見送ってしまった。一陸がぼそりと呟つぶやく。

「みこちゃん、かなり混乱してるな。それにしてもあの王子様ってば、余計な事まで吹ふき込んで。みこちゃん、また変な勘かん違ちがいを……ひっ」

　一陸が急に悲鳴を上げて後ずさったのは、家密から放たれる怒いかりの獣じゆう気きのせいだろう。

「あの、外国人め。よくも余計な事を！　あれでは私の唯ゆい一いつの楽しみであるみこの膝ひざ枕まくらも、もうしてもらえぬではないか……！」

　怒りのあまり、もっていた扇子をばきっと折る。春華の局が、そっと耳元で囁ささやいた。

「上様。ゆっくりのんびり恋を育てるのは、みこ様のような方が相手ではやはり難しいかと。強引に力強く奪うばうのも、あのようなきむす……いえいえ、純情な娘むすめ相手には必要ですぞ。このままではみこ様は、上様の迷惑になってはいけないと江え戸ど城じようを出てしまわれます。そうなったら……二度と会えなくなってしまうかもしれませぬぞ」

　家密はぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。優しくしようと誓った。強ごう引いんにして泣かせるようなまねはせず、みこが大人になるまできちんと待とうと。

　だが今ここで手を放したら、彼女は自分の前から姿を消してしまうかもしれない。三ヶ月前みこが目覚めなかった時、このまま死んでしまうかもしれないと心底恐おそろしかった。あんな思いをしたのは生まれて初めてだ。頼伸と戦った時も諒影と戦った時も、少しも恐ろしいなどとは思わなかったのに。

　彼女が生きていても会えないのでは、自分はまたあの恐ろしい思いに苛さいなまれるだろう。何より、あの柔らかで愛らしい身体からだを自分以外の誰だれかが味わうなんて、絶対に許せなかった。

「……春華。明日の婚こん礼れいの準備は調っているのだな？」

　その言葉を待ちかねていたように、彼女がにっこりと笑った。

「はい、この春華の用意した事に、抜ぬかりはございませぬ」

　ほほほと笑う春華の局の声が、家密の部屋に木霊こだましていた。
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　みこが袖そでを通した白しろ無む垢くは、真っ白な地に桜の花びらが浮うき彫ぼりされた極ごく上じようの絹だった。これは春華の局が、みこと家密が初めて会った時に、桜の花びらが舞まっていたという思い出を聞いて、特別に準備した物だ。帯も、そこにさす懐かい剣けんを包んだ袋ふくろもすべて白で統一されている。

　その上から羽織ったのは、赤い地に桃もも色いろのぼかしが入った色打うち掛かけだ。襟えりは赤いが、肩から背中にかけて段々と、赤から桃色、そして薄うす桃もも色へと打ち掛けの地が変化している。その中で色とりどりの大輪の牡ぼ丹たんが、優ゆう雅がに咲さき誇ほこっていた。

　準備も終わり、みこはどうにか一つ息をつく。いよいよもうすぐ、まやかしの婚礼が始まるのだ。緊きん張ちようしていると、着付けを手伝ってくれた春華の局が、感かん嘆たんの息をつく。

「よくお似合いですぞ。そうそう、みこ様はご存じですか？　白無垢の上から嫁とつぎ先が用意した色打ち掛けを着るのは、花はな嫁よめが〝婚こん家かの色に染まった〟証あかしですのじゃ。それと髪かみにさしている紫むらさきの花は、立たち葵あおい。普ふ通つうは高たか島しま田だを結ゆい、綿わた帽ぼう子しや角つの隠かくしを被かぶって婚礼をあげますが、徳川家では家か紋もんである双ふた葉ば葵あおいと同じ種類の立葵の花を、花嫁が髪に飾かざる風習がございますのじゃ」

　鏡を見ると、みこの赤毛は顔の右側で一つに結んであり、大きな立葵の花が飾られていた。顔は白しろ塗ぬりされて、唇くちびるには桃色の紅。まるで自分ではないような、着き飾かざった立派な花嫁がそこにいた。大広間では既すでに婚礼の準備が整い、客に扮ふんした江戸城の侍さむらい達とアーサーが待っているらしい。

（うわぁっ、どきどきする。心臓が口から飛び出しそう。裾すそ踏ふんで転んだらどうしよう。こんな高級な着物に、何かこぼして汚よごしたらどうしよう。それより何より、噓の婚礼だってアーサーにばれたらどうしよう……！）

「ほほほ。顔が引きつっておりますぞ。大だい丈じよう夫ぶでございます。本物の婚礼は細かい作法が決まっておりますが、今回は急な事ゆえ、昨日お教えした三三九度だけを、それらしくやればよろしいのですよ。アーサー様は外国人ですし、婚礼に立ち会われるのも初めてでしょうから、ばれたりは致いたしません」

　ぽんぽんと肩かたを叩たたかれて、みこは一つ深呼吸して覚かく悟ごを決めた。

「はい、春華の局様。わたし、頑がん張ばります！」
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　拳を握りしめると、春華の局が満足したようにゆっくりと頷うなずく。そしてみこの手を取った。

「こうして、上様の花嫁を自らの手でご案内できる日がくるとは……。ああっ、わたくしも幸せでございます。さあさ、みこ様。参りましょう」

　いつも華やかな色の打ち掛けをまとっている春華の局も、今日は黒の家紋入りの着物を着ていた。彼女に手を引かれて廊ろう下かに出ると、ふいに背後から声が聞こえる。

「ほう、これはお可愛らしい花嫁ですな」

　聞き覚えのない声に振ふり向くと、見知らぬ壮そう年ねんの侍が立っていた。黒の裃かみしもに、白い物が混じった短たん髪ぱつ。色黒で体格がよくて、目つきがやたらに鋭するどい。

　春華の局がすっとみこの前に立つ。そして鉄てつ扇せんをぱっと開いて、口元を隠した。

「ほほほ。これはこれは菊きく田た様。ずいぶんとお久しぶりですな。老ろう中じゆう達をまとめる大たい老ろうともあろう方が、登城されるのが一年に一度ほどなのはいかがなものでしょうな。そんな事ならば、とっとと辞めておしまいになられたらいいのに」

　笑っているが、声も口調もかなり刺とげ々とげしい。だが菊田はまったく気にした様子もなかった。

「ふん、江戸城を根城にしている白はく蛇じやが、生なま臭ぐさくてかなわぬのだ。その臭においがぷんぷんするうちは、吐はき気けがして近寄る事もできぬ」

「おお、奇き遇ぐうですな、先さき程ほどからわたくしも熊くま臭くさくてかないませぬ。威い勢せいばかりいい熊は、さっさと猟りよう師しに捕とらえさせなければ」

　二人はほほほ、わははと笑いあっているが、放たれている獣気は敵意むき出しで、その場にいるのさえ気分が悪くなりそうだった。思わず後ずさりすると、菊田と呼ばれた男の後ろから、細身の男がおずおずと声をかける。

「菊田様。みこ様が驚おどろいていらっしゃいますよ」

　その顔には見覚えがある。江戸城に三ヶ月もいるのだから、仕える侍達の大体の顔は知っていた。年の頃ころは三十歳前後だろうか。細いつり上がり気味の目は、本当ならきつい印象を与あたえるはずだが、おどおどした態度のせいでちっともそうは見えない。背は高いのに猫ねこ背ぜのせいか、こぢんまりとした印象があった。黒い長めの髪を後ろで一つに結び、細ほそ面おもてには小さめの口とすっきりした鼻。綺き麗れいな顔立ちをしているせいもあってか、あまり男らしいという印象ではない。

　彼がこちらに顔を向けて、深々とお辞じ儀ぎした。

「お久しぶりです。みこ様。老中の横よこ山やまです」

「あっ、信ちゃ……ううん、松まつ平だいら様とご一いつ緒しよにいらっしゃる所を、以前お見かけしました」

「覚えて頂いて光栄です。こちらは菊田様です。我々老中をまとめる大老であらせられます」

　ならば、横山と同じ老中である信津名の上司という事だろう。初めて見る大老に、どう挨あい拶さつするべきかと考えた一いつ瞬しゆんの隙すきに、春華の局がにっこり笑って鉄扇をひらひらと振った。

「横山、熊臭くてかなわぬ。さっさとその年寄りをどこぞに連れて行け。まったくこの大事な時になぜ登城する」

「何を！　上様がご結けつ婚こんなさるというから、慌あわててとんで参ったのだ。なのに今横山から聞いたが、外国人を騙だます為ためのまやかしの婚礼だと言うではないか。一体どういう事なのだ！」

「説明している暇ひまはない。横山、さっさと連れて行け。そやつのお守りはお前の仕事じゃ」

　菊田が頭から湯気をださんばかりの勢いで怒り狂くるっている。必死でなだめる横山が哀あわれな程だ。怒ど鳴なり散らす菊田を無視した春華の局が、みこの手を引いてさっさと大広間へ足を進めた。

「あ、あの菊田様って大老様なんでしょう？　あんなに怒おこらせていいんですか」

「かまいませぬ。あやつとは色々ありますのじゃ。ささ、みこ様。参りましょうぞ」

　嫌けん悪お感かんを顕あらわにする春華の局に、みこは違い和わ感かんを覚えた。春華の局は、人の話を聞かないし強引だし思い込みは激しいが、あんなに敵意むき出しで誰だれかに食ってかかる事は滅めつ多たにない。おそらく菊田とは、よほどの因いん縁ねんがあるのだろう。

　気にはなったが、それを聞く暇はなかった。みこにとっては一世一代の大おお芝しば居いを打つ、婚礼の舞ぶ台たいでもある大広間が、もう目の前まで迫せまっていたのだ。




　大広間は水をうったように静まりかえっていた。みこは、家密と二人で上座に用意された金屛びよう風ぶの前に座り、ごくりと喉のどを鳴らす。

　大広間の両りよう端はしには、揃そろいの黒い裃をまとった侍達がずらりと並んでいる。その光景はいっそ爽そう快かいなほどだった。その中で一人だけ、白い上着を来たアーサーが、正座が苦手なのかあぐらを組んで、こちらに鋭い視線を向けていた。

「みこ、もうすぐ三三九度が始まるぞ。よそ見をするな」

　家密が前を向いたまま、そっと囁ささやいた。みこは慌てて姿勢を正す。それでも落ち着かなくて、ちらりと隣となりに目だけをやった。姿勢良く堂々と座っている家密は、銀の長い髪はいつものように垂らしたままだが、着ているのは白い着物に家紋入りの黒い裃だった。

　家密は、将軍だというのに常に気楽な着流し姿だから、こんなにきちんとした恰かつ好こうを見るのは初めてだ。みこは思わず内心でほうっと息をついて、彼に見とれてしまう。

　凜り々りしい顔立ちで、細身だが背の高い家密には、正式ないでたちもよく似合う。うっとり見つめてしまったみこに気付いたのか、家密もこちらに目を向けて、優やさしく微笑ほほえんだ。

「みこ、とても綺麗だ。花嫁衣装がよく似合っている」

　小声で囁かれて、みこは胸が張り裂さけそうなほど心臓が高鳴った。じっと見つめられるのが恥はずかしくて、つい俯うつむいてしまう。自分は花嫁衣装と化け粧しようのせいでそれなりに見えるだけだ。綺麗だというなら、家密の優しい微笑みの方だろう。偽にせとはいえ、彼の隣に座るのが自分では、とても不釣つり合いな気がしてならない。

（家密も、あと何年かして一番愛してる人に出会ったら、今度は本当の婚礼をあげるのかな？………………でもそれを見るのは、嫌いやだな）

　家密は大切な友達だから、幸せになって欲しいと誰よりも思っているけれど、こうして優しい笑えみを自分以外の誰かに向けるのかと思うと、なぜだか悲しくなる。以前はそれが〝大事な友達をとられたら悲しい〟という事だと思っていたけれど、アーサーから友達の好きと恋こい人びとの愛してるは違ちがうと知らされてから、この気持ちをどう整理していいか判わからなくなっていた。

（わたしは、家密の事をどう思って……）

「大おお上じよう﨟ろう達が来たぞ」

　考え込んでいたみこは、家密の囁き声にはっとした。前方を見やると、年配の女性が二人、三三九度の盃さかずきを載せた引き渡わたしの台を捧ささげ持って、しずしずとこちらにやってくる所だった。

　みこは出席するどころか、見た事もないのでさっぱり判らないのだが、婚こん礼れいには色々な細かい作法があるらしい。食事の献こん立だてから座る位置、細かい動作まで決まり事があるのだという。だが今回は急だった事もあって、それらをすべて覚える暇はなかった。話し合いの末、三三九度のお盃という婚礼の献けん杯ぱいの作法だけをきちんとやろうという事で、話が決まっていた。

（しっかりしなきゃ。百ひやく獣じゆう国こくの為にこの婚礼を成功させて、アーサーに何とか納なつ得とくしてもらって帰ってもらわなきゃ。今は自分の事より、彼をきちんと騙すことだけ考えよう！）

　気を取り直したみこが前方に再び目を向けると、大奥の大上﨟達が、ちょうど家密の前まで来た所だった。彼女達は静かに正座し、うやうやしく引き渡しの台を彼の目の前に差し出す。家密が三段に重ねられた朱しゆ塗ぬりの盃を一つ取り、そこに大上﨟が酒を注いだ。

（うう～次はわたしの番だ。間ま違ちがえちゃったらどうしよう。ただお酒を飲むだけなのに、どうしてあんなに面めん倒どうなんだろう）

　みこは目を皿のようにして、家密の所作を見つめた。これと同じ事を今から自分がしなければならないのだ。家密は優ゆう雅がな仕草で、三度にわたって酒を飲み干し盃を戻もどした。

　大上﨟が、今度はみこに引き渡しの台を差し出した。大広間にいる全員の視線が、一気に自分に集まっている。みこはがちがちに緊きん張ちようしつつ、震ふるえる手で盃を取った。透とう明めいな酒が注がれるのをじっと見つめながら、頭では春華の局に教えてもらった事を反はん芻すうしていた。

（優雅に美しく堂々と。一、二、三と三回に分けて飲む事。絶対に絶対にこぼしちゃ駄だ目め！）

　盃に両手を添そえて、一、二、そして三で一気に酒を飲み干した。途と端たんに喉や腹の中が焼けたようにかっと熱くなる。初めて飲む酒は、口から火を吹ふきそうな味だ。思わず吐き出したい心境に駆かられながらも、どうにかそれを堪こらえて最後に盃を戻して終しゆう了りよう──のはずだった。

「バカバカしい」

　そこで声を上げたのは、アーサーだ。ふいに立ち上がり、こちらへ大おお股またで近づいてくる。

「イエミツ。ワタシ一人騙す為に、こんな大がかりに仕し掛かけをして、ミコにこんな恰好をさせて。もういい加減にしろ。ワタシはこんな事では納得しないぞ。ミコはワタシが探す奇き跡せきの女め神がみだ。必ず国に連れて帰ってみせるからな！」

　言い放ったアーサーに、家密も鋭い視線を向けて腰こしを浮うかせた。

「私の婚礼を邪じや魔まするとはどういうつもりだ？　みこは私の妻になる。お前もいい加減に諦あきらめたらどうだ。──みこは絶対に渡さない」

「ふんっ、ミコが世間知らずなのをいい事に、君も君の弟も好き放題にべたべたしていたくせに。ミコは友達と恋人の違いもよく判っていない。それなのに彼女の気持ちも考えず……」

「だから何だ？　ああ、そうか。うらやましいのだな。お前は友達ですらないから、みこは触ふれる事さえ許さないだろう。国に連れ帰った所で、みこがお前を受け入れる事は絶対にない」

　家密とアーサーの間で見えない火花が散る。近くにいた春華の局が、さっと身を乗り出した。

「お止め下され。婚礼の最中ですぞ。……みこ様、止めて下され。あなたの言う事なら……」

「ひっく！」

　春華の局が一瞬で身体からだの動きを止め、顔を引きつらせた。

「み、みこ様、顔が真っ赤でございます。目がとろーんとしております。身体が左右にぐらんぐらん揺ゆれております！」

　指し摘てきされるまで、みこは自分がそういう状態にある事にまったく気付いていなかった。なぜ意識してもいないのに、勝手に身体が揺れるのだろうか。

「はい～。とーっても気持ちいいんですけど。景色がぐにゃってゆがんでます～。あれ、家密が二人いる。あはははははは」

　やたらに顔も身体もかっかと熱い。そしてなぜだか笑いが止まらない。楽しくて楽しくて、みこは生まれて初めてだというくらい、大笑いしていた。

「あははははははははは。天てん井じようがぐるぐる～」

「……みこ、まさかあのぐらいの酒で酔よったのか？　もしかして酒を飲んだ事がないのか？」

　家密に問いかけられて、みこはまとまらない思考の中で、どうにか答えを見付け出す。

「ん？……そういえばないかも。……あれ、酔うって、な、に────？」

　最後まで口にできなかったのは、みこがぱったりと正面に倒たおれ込んでしまったからだ。深い眠ねむりに落ちていきながら、みこは遠くで家密が何度も名前を呼ぶのを聞いていた。
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　温かい何かが身体を包み込んでいて、何だかとっても気持ちがいい。みこはすぐ近くで優しい香かおりがするのに気付いて、鼻をくんくんとさせた。この匂においは知っている気がする。すうっと吸い込むと、なぜだか胸がどきどきして、顔が火ほ照てってくる。でも大好きな匂いだから、もっと味わいたい。みこはその匂いに顔を寄せて、ぎゅっと抱だきついた。

「……珍めずらしく積極的だな」

　すぐ近くで声が聞こえた。途端に耳にわずかな痛みが走る。一いつ瞬しゆんびくりとしたが、その後に温かくて柔やわらかなものが耳を這はった。

「……ん」

　くすぐったくて小さく呻うめくと、含ふくみ笑いがした。お腹なかの所で何かがやわやわと動いている。それはやがて、みこの頰ほおに移動した。

「そろそろ起きろ。少しくらい抵てい抗こうしないとつまらないぞ」

　何を抵抗するのだろう。みこはぼんやりと思った。

（あれ？　わたし一体どうしたんだろう。確か白しろ無む垢く着て、偽の婚礼をあげて。それで三三九度のお酒を飲んだら……ああっ！）

「婚礼はっ？……いたっ」

　がばっと起き上がった途端、頭がずきりとした。思わず頭を抱かかえて蹲うずくまると、そっと手に手を乗せられる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　酒に弱いなら弱いと言わなければ判らぬぞ」

　家密の優しい声だ。みこはほっとしつつ、どうにか痛みを堪えて顔を上げる。

「だって、お酒飲むの初めてだから、判らなかったんだも──んんっ、何でお布ふ団とん!?」

　座っているのは、かなり分厚い布団の上だ。よく見ると、いつの間にか白無垢から寝ね間ま着きに着き替がえさせられている。倒れた自分を寝ねかせる為ためにつれて来てくれたのだろうか。そう思ったが、すぐに違うと気付く。なぜなら同じ布団に、やはり寝間着に着替えた家密が寝ているのだ。

「何で家密も一いつ緒しよに寝てるの!?」

「婚礼の後は初夜だろう。一緒に寝るのは当たり前だ」

「しょや？　えっと、暑しよ夜や？　あれ、違うな。もう秋だからそんなに夜が暑いはずないし。あ、そうだ！　書をしたためる部屋で書しよ屋や。……いやいや、これも違うな……」

「初めての夜で初夜だ。婚礼をあげた夫ふう婦ふは一緒に寝ね起おきする。その記念すべき初めての夜という意味だ」

「おおっ、なるほど……！　あれ？　でも婚礼は偽でしょ。そこまでする必要あるのかな？」

「アーサーは目ざといからな。さっきも婚礼の邪魔をしてくれた。覚えているか？」

　みこは眉まゆ根ねを寄せて考え込む。アーサーが怒ど鳴なっていたのはかすかに記き憶おくにあるが、詳くわしい事は覚えていなかった。素す直なおに首を振ふると、家密が肩かたを竦すくめる。

「みこ。私の前以外で、もう酒は飲むな」

　釘くぎをさされて思わず俯うつむいた。さすがに酔って醜しゆう態たいをさらしたのは恥ずかしい。みこは反省しつつ、ふと疑問に思った事を口にする。

「えっと、いくらアーサーが目ざとくてもここまでする必要ないと思う。それに、あの、こういう風にくっつくのは、よくないんだよ。結けつ婚こんしてからじゃないと駄目だってアーサーが」

「さっき私達は婚礼をあげただろう」

「あれは偽にせだもの。家密には、すごく綺き麗れいで優やさしいお嫁よめさんが来るよ。だからわたしと遊んでばかりじゃ駄目だよ」

　少しだけ俯くと、家密がやや悲しげな顔をして、そっとみこの手を握にぎった。

「……花嫁はみこがいい」

「だ、駄目だよ。だって結婚は愛してる人同士がするんだよ。わたし達は友達でしょ」

　慌あわてて手を振り払はらうと、家密の視線がわずかに鋭するどくなった。そしてゆっくりと起き上がり、軽く両手を上げて背せ伸のびをする。なぜだかその仕草が、獣けものが狩かりをする前に行う軽い運動のように思えた。両手を下ろした家密が、正面からまっすぐに見つめてくる。

「……私はお前を友達だと思った事は、一度もない」

　その言葉に、みこは驚おどろきすぎて言葉を失った。八年前に初めて会った時から、この世の中で誰だれよりも大切な友達だと思っていた。だけどそう思っていたのは、自分だけだったのだろうか。

　知らず知らずのうちに、一筋涙なみだが頰を伝った。あまりの衝しよう撃げきで、自分が泣いている事さえ、しばらく気付かなかった。家密がやや困ったような顔をして、赤い舌でみこの涙をなめ取る。

「きゃっ」

　温かな舌を頰に感じて、背筋がぞくりとする。みこは慌てて身をよじって逃のがれようとした。

「だから、こういうのは駄目なんだってばっ。わたしもう部屋に戻る！」

　立ち上がろうとしたら、家密に腕うでを摑つかまれた。振り払おうとしたが、びくともしない。家密の金色の瞳ひとみに鈍にぶい光が宿る。それが獲え物ものを狙ねらう狼おおかみの目だと気付いて、みこは本能で怯おびえた。

〝逃にげなきゃ〟

　本能が叫さけんだ。家密と二人だけになったのは初めてではないし、前にもこういう事はあった。だけど、家密にじっと見つめられるのが怖こわいなんて初めてだ。

「逃がさない。……あの馬ば鹿か王子に色々と吹き込まれて、少しはこういう事を理解し始めてきたのだろう？　お前が大人になって、ちゃんと色んな事が理解できるようになったら、遠えん慮りよはしないと前にも言ったはずだ」

　低い声になぜか震ふるえ上がった。腕を引き寄せられて、そのまま柔らかい布団に押し倒される。

「結婚しないと駄だ目めだというなら、それでいい。先さき程ほどの婚こん礼れいを本当の事にしてしまおう。お前は私の妻なのだから、こうして抱くのは夫である私の権利だ」

　痛い程摑まれた腕に、すぐ間近にある家密の瞳。それが近づいてくるのが判わかって、思わず手を振り上げた。バシンッと頰に当たって、家密もみこも驚いた顔になってしまう。

「だ、駄目だって言ったじゃない！　こういう事は愛してる人としかしちゃいけないのっ」

　叩たたいた手がじんじんと痛んでいる。きっと叩かれた家密はもっと痛かっただろう。反射的に謝りたくなったが、それを堪えた。このままでは、いつまでも流されていてはいけない。

「……こういう事、か。どういう事をするのか、ちゃんとそこまで教わったのか？」

　ふいに聞かれて、みこは目を瞬またたかせた。

「どういうって……こういう風にくっついたりとか、一緒のお布団で抱だき合ったりとかするのは、愛してる人と結婚してからしか、しちゃ駄目だよって」

「あの馬鹿王子、本当に余計な事ばかり。やっぱり殺すか……」

　ぶっそうな事を呟つぶやいて起き上がろうとした家密に、みこは慌ててすがりついた。

「駄目だよ。せっかく偽の婚礼まであげて騙だましたのに、台無しになっちゃうじゃない」

　着物にしがみついて見上げると、家密がこちらに視線を向けて、ふっと笑えみを浮うかべた。

「みこは私とアーサーのどちらが好きだ？」

「それはもちろん家密だよ。アーサーも好きだけど、家密と二海は特別だもの」

　答えに躊ちゆう躇ちよはなかった。家密と二海のどちらが好きかと問われれば悩なやんでしまうけど、これには戸と惑まどいはない。

「では、なぜアーサーの言う事を信じる？　あいつが何を言っても気にするな。お前は……」

　家密が身体からだごと覆おおい被かぶさってくる。金色の目がいつもとは違ちがう雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。それを見ていられなくて、みこは思わず目を瞑つぶってしまう。

　ふいに、唇くちびるに温かいものが触ふれた。

「……んっ」

　呻いても、それは離はなれてくれない。それどころかわずかに開いた唇の隙すき間まから、もっと熱いものが押し入ってくる。それが口の中を蹂じゆう躙りんして、みこは息苦しくて家密の身体を押し返そうとした。じたばた暴れるみこの身体を上手に押さえつけて、家密がようやく唇を離す。

「……お前は私だけ見ていればいい。私以外の言う事は信じるな」

　男にしては綺麗な指が、みこの赤毛を撫なでる。大きな手は優しくて、みこも大好きだ。でも頭の中は混乱していた。確かに家密は大好きだけど、これは違うのではないかと。アーサーより家密の事をもちろん信じているが、だからといってこれは許してはいけないと思う。

「──ううっ、やっぱり駄目だって。わたし本当に部屋に帰る！」

　何とか家密を押しのけて、くるりと俯けになって両手をつき、起き上がろうとした。だが、家密がそのまま背中にのしかかってきて、どんっと畳たたみに倒たおれ込んでしまう。

「婚礼をあげたのだぞ。部屋は今日から私と一緒だ。それに今夜は初夜だぞ。花はな婿むこと花嫁が別々に寝てどうする？」

　後ろから首筋に熱い息がかかった。そのままうなじに軽く嚙かみつかれてしまう。

「あっ……！」

　俯いたまま、みこは小さく悲鳴を上げた。だけど家密は背中からどいてくれなかった。そのままみこのお腹なかと畳の間に両りよう腕うでを差し込んで、ぎゅっと抱きしめてくる。

　大きな手がみこのお腹をやんわりと撫でた。そして左手は腰こしに、右手は身体の上の方へとゆっくり移動する。そのまま身体をひっくり返されて、すぐ間近に家密の顔が見えた。

「みこは白無垢がとても似合っていた。すごく綺麗だったぞ。誰にも見せたくないぐらいに」

　両手で頰ほおを包まれた。そのまま口付けられて、みこはどうしていいか判らなくなってしまう。

（これは……イケナイ事なんだよね……？）

　家密の舌が、ゆっくりとみこのそれに絡からまった。逃れようと顔を背そむけようとしても、家密の両手が頰を包んでいるから動けない。彼の足がみこの足の間に入り込んでくる。何とか身動きしようともがいたが、がっちり押さえられていて、動けなかった。

　唇を離した家密が、みこの首筋に顔を埋うずめた。

「じっとしていろ。優しくしてやりたいのだ」

　頰から両手が離れて、左手がみこの腰を撫でた。そちらに意識が集中している隙すきに、器用でいたずらな指が、みこの着物の帯をあっという間に解いてしまう。みじろいだ途と端たん、着物がはだけて胸が顕あらわになろうとした。みこは慌てて襟えりをかき寄せて、その場に蹲うずくまる。

「嫌いやだ！　こういうのは、イケナイ事だよ！　み、淫みだらではしたない事なんだからっ」

「淫らではしたなくてもいい。そういうみこを見たいんだ。うんと可愛かわいがって気持ちよくしてやったら、みこはどんな顔をするのだろうな」

　金の瞳に宿る炎ほのおが見えた気がした。このままではきっと、家密に宿った熱い炎はみこを焼き尽つくしてしまうだろう。

「アーサーに先を越こされたが、みこが大人になる為ための恋こいの手ほどきは、私が少しずつしてやるつもりだった。さあ、みこ。こちらを向け。着物は……邪じや魔まだが、脱ぬぐのが嫌ならそのままでもいいから」

　家密が再びのしかかろうとした。みこは混乱した頭の中でも、これ以上は本当にまずいと思っていた。帯はすっかり解けて着物も半分脱げた状態で、家密の身体をどうにか押し返す。

「放して、家密！」

「放したら逃げるだろう」

「当たり前でしょ。だってこういう事は……愛してる人としかしちゃいけないんだからーっ」

　叫んだ途端、がらっと襖ふすまが開いた。みこは部屋に放たれた怒いかりの獣気に驚いて顔を上げる。

「二海!?」

　そこには箱はこ根ねに行っているはずの二海が、仁に王おう立ちしていた。般はん若にやのごとき形相で、着物が脱げかけたみこと家密に交こう互ごに目をやって、一気に顔を怒りで赤く染めた。

「兄貴！　強ごう引いんな事はしないって言ってただろう。こっちはそれを信用して、兄貴にみこを預けて出かけたんだぞ！」

「お前のようにのんびり待ってみようと思ったのだが、その間に違う男にさらわれてしまいそうだったのでな。やはり強引に行く事にした。自分らしく生きた方が人生後こう悔かいがなくていい」

　ふんっと鼻を鳴らした家密に、二海が金色の目をかっと見開いた。

「ふざけんじゃねぇっ!!」

　部屋に飛び込んできた二海が、みこに覆い被さっていた家密の肩かたを摑んで放ほうり投なげた。だが家密はくるりと一回転して着地する。にらみ合った二人が、獣の正体を見せ始めた。

「二海、一つ聞いておこう。どうして戻もどってきた？　まだ帰らないはずだっただろう」

「どこぞの王子様の執しつ事じが呼びに来たんだよ。兄貴とみこが婚礼をあげてますが、いいんですかってな。いいわけないだろうってすっとんできたんだ！」

　どうやらアーサーが二海に知らせたようだ。そういえば、婚礼にはブレイクの姿がなかった。

「今回は絶対にゆるさねぇぞ、兄貴！」

　完全に狼の姿になった二海が、江え戸ど城じよう中に轟とどろくような咆ほう哮こうを上げた。

「お前に許してもらおうとは思わない。いい機会だ。お前とも決着をつけてやる」

　二匹ひきの獣けものが互たがいに飛びかかって、もつれ合いながら畳を転がる。みこは着物の襟をかき合わせながら、慌あわてて立ち上がった。

「二海っ、家密！　喧けん嘩かしちゃ駄目だってばっ。怪け我がしちゃう……」




　カンッカンッカンッ！




　二人をどうにか止めようとした時だ。夜中だというのに、江戸城中に響ひびき渡わたるような鐘かねの音がした。頭に直接響くような甲かん高だかい音に、みこは慌てて耳を塞ふさいで、何事かと辺りを見回した。

「なに？　一体、なにがあったの!?」

　鐘の音は途と切ぎれることなく、何度も何度も打ち鳴らされている。さすがに驚おどろいて動きを止めた家密が、はっとしたように声を上げた。

「これは……江戸城の非常事態を告げる鐘だ。一体、何が起こったのだ……！」

「上様。大変でございます！」

　開け放たれた襖から信津名が飛び込んできた。ぜいぜいと息を切らして、その場に正座する。

「何事だ」

「蔵に賊ぞくが入った模様です！　秘伝の巻物が……百ひやく獣じゆう国こくの情報が詰つまったあの巻物が、何者かに盗ぬすまれました！」

　途端に家密の金色の瞳ひとみが、鋭するどく光った。さすがに大事件が起こったと判ったのか、二海が押さえ込もうとしていた家密からさっと離れる。家密が立ち上がり、すぐに人の姿に戻り始めた。

「信津名、すぐに番方達を集めるのだ！」

　いつにない家密の冷たくて鋭い声が、寝しん所じよに響いていた。
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　真夜中だというのに、江戸城は天と地がひっくり返ったような大おお騒さわぎだ。あろうことか、江戸城に賊が入り、百獣国の情報が書かれた秘伝の巻物が盗まれてしまったのだ。みこが急いでいつもの袴はかま姿すがたに着き替がえて寝所に戻ると、信津名が家密と二海に頭を下げている所だった。

「……私の責任です。秘伝の巻物は私が管理していたのですから」

　消え入りそうな声で項うな垂だれる信津名に、家密が鋭い視線を向けた。

「今は責任がどうこう言っている場合ではない。問題はいつどんな手段で盗まれたか、そしてどうやって取り戻すかだ。すぐに詳くわしい状じよう況きようを説明しろ」

「は、はい。では、ご報告させて頂きます。……秘伝の巻物は、江戸城の東にある蔵くらに納めておりました。数日前、上様のご命令で私が確かく認にんした時には、確かに蔵にあったのです。ですがもう一度内容を確認する必要ができて、今晩見に行った時には既すでになくなっておりまして……」

「では、いつ、どうやって盗まれたのかは判わからぬのだな。……信津名、アーサー達はどうしている？」

　ふいに家密の声が低くなった。その言葉の意味には、みこもすぐに気付く。家密は彼らを疑っているのだ。もし彼らが百獣国を狙ねらっているとしたら、この国の重要な情報が詰まった秘伝の巻物は、喉のどから手が出る程ほど欲しいだろう。信津名がさっと顔を上げる。

「……実は私も一番に彼らに疑いを持ちまして、秘伝の巻物がなくなったのが判ってすぐ、荷物を検あらためさせて頂きました。アーサー様は既にお休みだったので、ブレイク様に立ち会って頂いて、巻物が盗まれたとは言わずに、江戸城に賊が入って火薬を仕込んだ爆ばく発はつ物を隠かくしたと情報が入ったから、それを探す為だと理由をつけて」

　そこで信津名が、そっと声を潜ひそめた。

「アーサー様の寝ね顔がおも拝見しましたが、本当にぐっすりお休みで、ブレイク様の様子も普ふ段だんと変わりありませんでした。荷物も徹てつ底てい的に調べましたが、何も出てきませんでした。……よく考えればまだ江戸に来て数日の外国人が、城の中でも存在を知っている者すら限られる、秘伝の巻物の事を知っているはずもありませんし」

　確かにそうだろう。百獣国に住むみこでさえ、二海から聞くまで秘伝の巻物の存在すら知らなかったのだ。信津名が話を続けた。

「それで、やはり江戸城に賊が入った可能性が高いと思い、公式に捜そう査さするべきだろうと判断し、非常事態を告げる鐘を鳴らしたのです……」

　信津名が説明していると、寝所の入り口にいたみこの背後から、ふいに数人の男達の声が聞こえてきた。振ふり向くと、どうやら江戸城を守る番方達のようだ。家密に報告に来たのかもしれないと思って、みこはすぐに入り口からどいて、部屋の奥へと移動した。

「何事だ？」

　家密が目を向けると、十人ほどいる番方達がさっとその場で膝ひざをついた。

「失礼致いたします。大たい老ろう、菊きく田た直なお正まさ様より松平信津名を拘こう束そくせよと仰おおせつかっております」

「な、何で信ちゃんを……！」

　みこは思わず声を上げた。悪い冗じよう談だんだと思いたいが、彼らは槍やりや刀を持ち、腰こしには拘束する為の荒あら縄なわをぶらさげている。そして老中である信津名を呼び捨て、好戦的な目で睨にらんでいた。

「何を言っている。信津名は私の直属の家臣だ。菊田の命令で捕とらえるとはどういう事だ？」

「そうだぞ、信津名が何をやったっていうんだ！」

　家密と二海が怒ど鳴なりつけても、番方達は下がらなかった。

「この命令は拙せつ者しやからだけではござらぬ」

　そこへ番方達の背後から声が聞こえた。現れたのは、昼間春華の局と口論していた菊田だ。大老だという彼は、地位で言うなら江戸城では家密の次に権力を持つ人物だった。

「秘伝の巻物はこの世に一つしかない、百獣国の正確な地図。加えて幕府の表おもて沙ざ汰たにはできない秘密から、各地の大名達の事細かな情報まで書かれてあります。外と様ざま大名の手にでも渡れば、どのように悪用されるか判りません」

　そこで菊田が信津名を指し示し、ぐっと顎あごを上げて勝ち誇ほこったような笑えみを浮うかべた。

「その大切な巻物を盗まれるなどあってはならぬ事。管理をしていた松平信津名の明らかな落ち度であります。彼にはこの責任をとってもらわなければ。それが拙者と松平信津名を除いた老ろう中じゆう五人全員の一いつ致ちした意見。いくら上様でも、大老と老中の全員の取り決めは覆くつがえせぬはず」

「菊田。そんなに信津名が目め障ざわりか？　前々からまじめな信津名が目を光らせていると、幕府御ご用よう達たしの商人達から賄わい賂ろもとれぬとこぼしていたようだしな」

　家密のあざ笑うような声にも、菊田は動じなかった。

「拙者を怒おこらせて、暴れさせようとでも？　それほど愚おろかではござらぬぞ。あざ笑って激げき怒どさせ、相手から戦いを挑いどませて倒たおす。そうすれば上様に落ち度はない。よく上様がやかましい外様大名相手に使われる手ですな。拙者がそんな手に引っかかると思うてらっしゃるのか！」

　菊田がさっと片手を上げた。途と端たんに番方達が信津名を囲む。

「松平信津名は拘束させて頂きますぞ。沙さ汰たはこちらで下します。上様のお手をわずらわせては、申し訳ありませんので」

「貴様……！」

「上様、なりません！　ここで騒さわぎを起こしては、菊田様の思うつぼです」

　まなじりをつり上げた家密を止めたのは、信津名だった。彼はさっと身を翻ひるがえし、菊田に向かって深々と頭を下げる。

「……菊田様、確かに盗まれた責任は私にあります。抵てい抗こうはしません。一いつ緒しよに参ります」

　番方が信津名の手に縄なわをかける。みこは思わず彼に駆かけ寄ろうとした。

「信ちゃん！」

「みこ様、下がっていて下さい。巻き込まれて怪我でもしたら大変ですから。……くれぐれも上様をお願いしますね。どうか、仲なか違たがいなどなさいませんよう。二海様、みこ様を」

　信津名が目配せすると、二海が眉まゆ根ねを寄せたまま、みこの肩かたを摑つかんで彼から引き離はなした。

「待って！　信ちゃん……！」

　二海に摑まえられているせいで、追いかけられなかった。だからみこは力の限り叫さけんだ。だが信津名はいつもの穏おだやかな笑みを残したまま、番方達の手によって連行されてしまった。
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　江え戸ど城じように賊が入った騒ぎから一夜が明けた。みこは番方に連れて行かれた信津名が心配で、一いつ睡すいもできなかった。食しよく欲よくもなくて、空三と二海と一緒に用意された朝食をどうにか口に運んでいると、侍じ女じよ姿の一陸がさっと部屋に入ってくる。

「一陸、信ちゃんはどうなったの？」

「それが……牢ろう獄ごくにいれられてしまったみたいなんだ」

　みこが唇くちびるを嚙かみしめると、二海が乱暴に茶碗を膳に置いて舌打ちした。

「菊田の野や郎ろう。いつも江戸城にいないくせに、こんな時だけしゃしゃりでてきやがって！」

「菊田って、あの大老でしょう。二海も知ってるの？」

　この様子だと二海もあまり彼に好意は持っていないようだ。そういえば婚こん礼れいの前に春華の局が菊田とやりあっていたのを思い出す。二海が怒いかりを顕あらわにしたまま、ふんっと鼻を鳴らした。

「あいつは昔から、頼伸を将軍にしたがってたんだ。頼伸は強さにはこだわるが、将軍の地位には大して興味のない男だ。菊田にとったら、兄貴よりも頼伸が将軍になった方が、自分が自由に幕府を操あやつれると思ったのさ。それに……」

　二海が珍めずらしく言いよどむ。こちらにちらりと視線を送ったので、みこは思わず首を傾かしげた。

「それに……なに？」

「──俺達がガキの頃ころ、みこと初めて会った富ふ士じ山さんの麓ふもとの村にいたのは、跡あと目め争あらそいに巻き込まれて、江戸城にいたら命の危険があったからだ。あの時俺達を狙ってたのが……菊田だ」

　みこは驚おどろきに目を見張る。実はその話は前にも聞いていた。家密と二海の命の危険を悟さとった春華の局が、知り合いである炎えん守しゆの雅を頼たより、神域である富士山の麓の村に二人を避ひ難なんさせたのだ。だがその時彼らを狙っていたのが菊田だというのは初耳だった。二海が一つ息をつく。

「だがあいつが俺達を狙ったっていう証しよう拠こがなくて。兄貴が将軍になっても、大老って役職にある菊田はそれなりの証拠がなければ追い出せなかった。あいつもずっと江戸城には顔を出さず、地元の屋や敷しきにいたのに。よりにもよって婚礼をかぎつけて城に来ていた所にこの騒ぎだ」

　幕府も一枚岩ではないと、みこだって知っていた。家密が将軍として切れ者だと評する声もあれば、強ごう引いんだと陰かげで批難する者もいる。だが菊田のように、面と向かって家密に逆らう家臣を見たのは初めてだった。一陸がそっと視線を伏ふせる。

「二海さん……再度、大老と老中達の話し合いがもたれたようです。全員一致の決定で、秘伝の巻物の管理を怠おこたったとして、信のぶ津つ名な様に切腹するようにと、沙汰が下りました」

「そ、そんなっ！　どうして切腹なの？　それは盗ぬすまれた責任は確かにあるのかもしれないけど、でも信ちゃんが犯人なわけじゃないでしょ！」

「ああ、その通りだ。でも理由は何だっていいんだよ。菊田や他ほかの老ろう中じゆう達にとっては、信津名が目障りなだけなんだから」

　二海が苦々しげに吐はき捨てた。どういう事かと眉根を寄せると、空三がこちらに目を向ける。

「信津名はへたれてますが、上様の忠実な番犬です。そしてまじめな性格で融ゆう通ずうがきかない、いわゆる堅かた物ぶつです。そんな所を上様は気に入っておられるのですが、他の老中達は煙けむたがっているのです。以前からも隙すきあらば追い落とそうとしていたようで」

「そ、そんな事、信ちゃんは一言も言ってなかったのに……」

「あまり辛つらい所は見せない男ですから。あれでも侍さむらいですしね」

　思い出すのは信津名の穏やかな笑みと、今にも泣きそうな困った顔だけ。だけど彼は、みこには想像もつかないような辛い状況をおくびにも出さず、平静を装っていたのかもしれない。もしそうならば、何て芯しんの強い男なのだろう。

「何とか、信ちゃんを助ける方法はないのかな？　家密ならどうにかできるんじゃ……」

「難しいな。大老や老中達の一致した意見は、いくら将軍でもそう簡単には覆せない。元々将軍が乱心したり、あまりにも横暴な事をしたりした時に止められるように、大老以下、老中達全員の取り決めには、将軍も従う事っていう制度があるんだ」

　一いち縷るの望みだったのに、二海にはっきりと却きやつ下かされてしまう。空三がゆっくりと頷うなずいた。

「今までは信津名が何があっても上様の味方でしたから、その制度が成立する事はありませんでした。ですが今回はその信津名の処しよ罰ばつですから、彼に意見をいう資格はありません。……今回の事は菊田様にとっては絶好の機会だったでしょう。彼は信津名という忠実な番犬に首輪をつけて鎖で繫ぎ、上様を孤こ立りつさせるつもりです」

　がたっと音を立て、みこは立ち上がる。話を聞けば聞くほど、ふつふつと怒りがこみ上げた。

「それじゃまるで、信ちゃんは政治の為ための犠ぎ牲せいじゃない。そんなの絶対に許せない。信ちゃんを切腹なんてさせない！　何か助ける手はあるはずだよ。そうでしょう、二海」

　詰つめ寄ったが、二海の目は伏せられたままだった。代わりに口を開いたのは一陸だ。

「でもみこちゃん。秘伝の巻物が盗まれたのは確かだよ。保管していたのは信津名様だから、その責任をとれというのは筋が通った話だし。……まあ、切腹は行き過ぎだとは思うけど」

「でも、まだいつどうやって誰だれが盗んだのかも判わからないんだよ。まずはそれを調べるべきでしょ。なのに信ちゃんの責任から先に問うなんて変だよ！」

　叫んだみこは、ぐっと唇を嚙みしめた。このままでは信津名は本当に切腹させられてしまう。

（信ちゃんを助けるには、どうしたら……？　わたしにできることは……）

　そこまで考えて顔を上げた。そしてある決意とともに一つ頷いて襖ふすまに向かう。

「おい、みこ。どこへ行くんだ？」

　慌あわてたように声をかけたのは二海だ。みこは大きく息を吸い込んで振ふり返った。そして決意に満ちた視線で二海を射抜ぬく。

「秘伝の巻物を盗んだ犯人を捜さがす」

「何を言ってるんだ。それは番方と役人の仕事だろうが」

「彼らより早く、わたしが犯人を見付ける。そして秘伝の巻物を取り戻もどすよ。それが盗まれたから信ちゃんが切腹させられるっていうなら、取り返せば救う方法が見つかるかもしれない」

　自分でも乱暴な意見だと思った。それでも何もせず、ただ信津名の心配をするだけなんて、絶対にごめんだ。犯人なんて見付けるのは不可能かもしれないが、信津名の為に何か行動したかった。みこは姿勢を正し、凜りんとした表情で二海を見み据すえた。

「信ちゃんは友達だよ。彼が責任をとるのは筋が通ってるって江戸城の全員が言ったとしても、わたしだけは絶対に頷かない。少しでも助けられる方法があるなら、わたしはそれを探す」

　みこの決心は固かった。何か言おうとしたのか口を開きかけた二海だが、すぐに閉じて頭をかく。そしてため息をつきつつ、ゆっくりと立ち上がった。

「……判ったよ。どうせ止めても無む駄だなんだろ。お前は意思だけは固いからな。お前に危ないことはして欲しくないが、信津名を助けたい気持ちは俺も同じだ。あいつがいなきゃ兄貴が怒おこった時に止める奴やつがいなくなっちまう。だから、俺も一緒に犯人を探すよ」

　同じく立ち上がったのは、空三と一陸だ。三人がみこに向かってゆっくりと頷いた。

「ありがとう。みんな！　絶対に秘伝の巻物を探し出して、信ちゃんを助け出そう！」

　願いは必ず口に出す。そうすればきっと叶かなうから。それがみこの持論だ。

　みこは胸の中でも何度もその願いを念じつつ、みんなと一緒に部屋を飛び出した。




　みこは、二海と一緒に二の丸御ご殿てんの裏手にある番所を訪ねていた。この奥に、罪人を閉じ込めておく牢獄があって、信津名はそこにいるらしい。江戸城の知り合いに事件の情報を聞きに行ってくれた一陸と空三と別れて、みこ達はまず信津名に話を聞こうとやってきたのだ。

「兄から松平信津名に差し入れを頼たのまれている。通してくれ」

　二海が番所の外で見張りをしている番方に声をかけると、彼らはさっと膝ひざをついた。

「ですが、誰も会わせてはならぬと菊田様からの命で……」

　断られるのは予測していた。何とか食い下がろうと、みこも口を開きかけると、背後で聞き覚えのある声がする。

「待ちなさい」

　慌ててそちらを見ると、婚礼の時に会った老中の横山だった。相変わらずおどおどとしたような表情で、すぐに駆かけ寄ってくる。

「お前達、せっかく家春様がお越こしなのだぞ。通して差し上げなさい」

「ですが……」

「私が許可します」

　気弱な印象を受けるが、案外意志の強い所もあるようだ。横山が二海にさっと頭を下げる。

「申し訳ありません。……私が松平様の所までご案内しましょう」

　横山が先頭に立つと、さすがに番方達も何も言わなかった。番所に入って戸を閉めると、誰もいない事を確かく認にんして、横山が深々と頭を下げる。

「こんな事になってしまって申し訳ありません。私が反対さえできれば松平様の処分は……」

「お前は菊田に逆らえないだろう。確か老中になれたのは、菊田の後押しがあったからだな」

　二海はどうやら横山と知り合いのようだ。横山が平身低頭で返事した。

「はい……。ですが、今回の処分には私は反対なのです。松平様は上様の実直な家臣。それは私を含ふくめた他の老中も認めております。ですが菊田様に逆らうと、私どもの地位も危あやうくて。私は横山家の養子。私一人ならともかく、菊田様に逆らって老中の仕事を失うと、年老いた養父と養母、それに我が家に仕える家臣達を養えなくなります。ですから……」

　横山が、すまなそうに何度も何度も頭を下げる。言葉の端はし々ばしから、彼の苦く悩のうが窺うかがえた。本当なら彼に頼んで、信津名の処分に反対してもらいたい。だけど、そうはできない彼の事情も判ってしまった。みこが唇を嚙んでいると、横山がやっと顔を上げてわずかに微笑ほほえんだ。

「ですが、私は松平様を尊敬しております。上様に直接意見できるのはあの方だけ。ですから何とかお救いしたいのです。表だっては何も出来ませんが、何か困った事がある時はご相談下さいませ。私は番方を指揮する立場にございますれば、できる限りの事はさせて頂きます」

　思わぬ所から現れた一筋の光明に、みこは思わず顔を綻ほころばせる。

「ありがとうございます。横山様」

　心の底からの感謝の言葉だった。横山がこちらに顔を向け、ゆっくりと頷く。

「すまないな、横山。じゃあ後は俺達だけでいいから、しばらく番方が入らないよう手配してくれ。それから後で、秘伝の巻物があった蔵くらを見たい。俺達が入れるように話を通してくれ」

　横山がもう一度頷き、信津名がいるのは一番奥の牢ろうだと教えて、番所から出ていった。

　その後ろ姿を見送って、みこは二海を見上げる。

「横山さんって、いい人だね」

「まあな、老中達の中で信津名の次に信用できる奴だ。五年前に俺が江え戸ど城じようを出て町中で暮らす事になった時も、準備を調ととのえてくれたのはあいつなんだ。ただ、ちょっと気が弱くてな」

　二海が肩かたを竦すくめて、番所の奥の戸を開ける。その向こうは木造の番所とがらりと変わって、ごつごつとした石いし壁かべだった。大おお柄がらな二海と並んで歩くのはやや厳しいような、狭せまい石いし畳だたみの廊ろう下かがまっすぐ前に伸のびている。明かり取りが小さいせいで薄うす暗ぐらく、かび臭くささが鼻をついた。

　二海の後について、みこもおそるおそる牢ろう屋やに足を踏ふみ入れる。

「番所の見張りは二人だけだったよね。もし万が一、犯人が見つからなかったら、ここから信ちゃんを逃にがしたりとかできないかな……」

　それはいけない事だと十分判っている。だけど最後の最後の手段として、みこの頭にその計画があるのも確かだ。だが二海は厳しい表情で首を振った。

「そんな事したら菊田の思うつぼだ。兄貴に近い俺やみこが信津名を逃がせば、最終的な責任を兄貴が取らないといけなくなる。そんな隙すきを見せたら菊田は兄貴に反感をもってる大名を扇せん動どうして、第二の諒影になるだろう。それだけは避さけたいから信津名も抵てい抗こうせずに捕つかまったんだ」

　みこの脳のう裏りに、三ヶ月前の天てん守しゆ閣かくが燃えた光景が蘇よみがえる。途と端たんにあの時の恐きよう怖ふを思い出して、背筋がぞっとした。またあんな事になってしまうのだけは、絶対に避けたい。

「菊田はむしろ、信津名に逃げてもらいたいと思ってるかもな。あいつの本当の目的は、信津名に詰つめ腹ばらを切らせる事じゃなくて、兄貴を将軍の座から引きずり下ろす事だ。だから今、俺達が信津名を逃がすのは、幕府を揺ゆるがすような大きな火種を作る事に繫つながるかもしれない。それは判るな、みこ」

　みこは小さく頷いた。ちゃんと理解はできている。だけど、納なつ得とくできるかはまた別だ。

（わたしはただ、信ちゃんを助けたいだけなのに……）

　無む茶ちやな事はできない。だからといって、信津名を見捨てたりなんて絶対にできなかった。こんな薄暗くて冷たい石牢に閉じ込められて、きっと彼は不安がっているだろう。

「信ちゃん、泣いてるんじゃないかな」

　家密に振り回されて、半泣きになっている信津名の顔が目に浮うかぶ。

「そうかもな……ああ、多分あの牢だ」

　二海が一番奥の牢を指した途端、みこはそこに向かって走り出していた。

「信ちゃん！　大だい丈じよう……」

　こんな所に閉じ込められて切腹を命じられ、きっと恐おそろしい思いをして震ふるえているだろう。そう思って、木で出来た格こう子しにしがみついたみこは、中の光景に驚おどろいて言葉が途と切ぎれてしまう。

　何もない狭い牢の真ん中で、信津名は姿勢よく正座していた。目は瞑つぶったままで、表情にも怯おびえの色はない。みこの声に気付いて開かれた茶色の瞳ひとみは、いつもと変わらず穏おだやかだった。

「みこ様、二海様も。いけません、こんな所にきては」

「でも、信ちゃんが心配で……。あ、あのね、わたし犯人を見付け出して、それで秘伝の巻物を取り戻して、絶対に信ちゃんをここから連れ出すから……！」

「──いいえ、それはけっこうです」

　予想外の答えに、みこは思わず面めん食くらった。信津名が困ったような微び苦く笑しようを浮かべる。

「秘伝の巻物を管理していたのは私です。それを盗ぬすまれたのですから、責任をとるのは当たり前です。どんな方法であれ、私を助けたりすれば菊田様に上様を攻こう撃げきする材料を与あたえてしまいます。ですから、何もしてはいけません。犯人捜しは番方と役人達に任せて下さい」

「でも、このままだったら、信ちゃんは……」

「私はいかなる処分も受け入れます」

　言い切った信津名は、常になく凜り々りしかった。こんな所に閉じ込められて、もうすぐ死ななければならないかもしれないのに、なぜこんなに堂々としていられるのだろう。みこは涙なみだがこみ上げてくるのを止められなかった。本当は判っている。彼は覚かく悟ごを決めているのだ。だからじたばたしないし、こんなに穏やかなのだ。だがそんな姿を見ているのは辛つらくてたまらない。

「嫌いやだよ、信ちゃん。そんな事言っちゃ……。信ちゃんはここから出て、また家密のそばで働くんでしょ。家密に叱しかられながら、それでも一生ついていくんでしょ」

　溢あふれそうになる涙を必死で堪こらえて何とか言葉を紡つむぐ。信津名がまた困ったように首を傾かしげた。

「……私はこの自じ慢まんの鼻で、敵を嗅かぎわけて吠ほえてお知らせする上様の番犬です。そんな自分に誇ほこりを持っています。上様が強ごう引いんに私をここから出す事は可能でしょう。ですがそれでは、大老や老中達の取り決めを無視する事になる。今度は上様の責任問題になってしまいます」

　信津名は微笑んだ。誇り高く凜々しく、力強い表情で。

「私がここで責任をとれば、上様にはご迷めい惑わくはかかりません。それに何より何度も申しますが、秘伝の巻物は私が管理していたのです。盗まれたのは私の責任。その処分を受けるのは当然の事です。私は上様の番犬。あの方の足手まといになるぐらいなら、死を選びます」

　信津名の話は理解はできる。きっとそれが何もかもを丸く収める、筋の通った采さい配はいなのだろう。だけどどうしても納得できない。

「信ちゃん、でも……！」

「みこ、もうやめとけ。──信津名の侍さむらいとしての矜きよう持じだ。他人がとやかく言う事じゃない」

　二海が牢の格子に顔を寄せ、正座したままの信津名と視線を合わせるように、片かた膝ひざをつく。

「ちょっと俺に話をさせてくれ。……信津名、俺達は秘伝の巻物を盗んだ犯人を捜さがしてる。知ってる事を教えてくれ」

「二海様、犯人捜しには関かかわらない方が……」

「いいや、あの巻物は百ひやく獣じゆう国こくにとって大事な物だ。口に出来ない幕府の秘密から、大名達の細かい情報にこの国の正確な地図。どれをとっても兄貴の敵に渡わたったら大変な事になる。一刻も早く取り戻もどさないと。俺は番方よりも頼たよりになるぜ。俺の仲間もだ。知ってるだろ」

　信津名がぱちぱちと目を瞬またたかせた。まるで眩まぶしいものでも見るように、目を細めている。

「……はい、もちろんです」

「菊田はあの巻物を探す事よりも、お前を処しよ罰ばつする方を優先するだろう。あいつは百獣国の将来よりも、自分の将来を一番に考える男だからな。だから一刻も早く秘伝の巻物を取り返す為ためにも、俺が動く。それが巻物を見付ける一番の近道だ」

「……ぜ、ぜひそうして下さい。私はどうなってもかまいませんが、あれはすぐにでも取り戻さないと、とんでもないことになってしまいます！」

　二海の力強い説得に、信津名が身を乗り出して格子に膝ひざでにじり寄る。

「なら、俺達に巻物がなくなった時の事を詳くわしく話せ。どんな些さ細さいな事でもな」

　信津名の性格を把は握あくした上での二海の巧たくみな誘ゆう導どうに、みこは思わず感心して舌を巻いていた。




「……アーサー様達が江戸城に来られた次の日、私は上様に命じられて、秘伝の巻物を確かく認にんしに蔵くらに入りました。蔵の鍵かぎは私しか持っておりません。いつも肌はだ身み離はなさず、首からひもを通してぶらさげておりました」

　みこは信津名の話を一言も聞き漏もらすまいと、耳を傾かたむけていた。秘伝の巻物の確認をと言われていたのは、みこも居合わせていたので知っている。あれはちょうど、五日前だ。

「あの時は確かに巻物は蔵にございました。上様に言われた箇か所しよをその場で確認して、蔵から外には出しませんでした。そして他ほかの老中達と、もし外敵が攻せめてきたらどうするかという話し合いをしていて、もう一度巻物に書かれている事を確認する必要が出てきてしまい、昨夜再び蔵に入ってみたのです。そうしたら、巻物が影かげも形もなくなっていて」

「信ちゃん、念ねんの為に聞くけど、扉とびら以外に出入りできる場所はないの？」

「もちろんありません。その蔵には他にも幕府の大事な書類を収めていますから、明かり取りの窓すらありませんし、四半刻に一度は蔵の周囲を番方が見回っております」

　二海が顎あごに手を当てて、やや首を傾げた。

「蔵には鍵がかかっていたんだろう？　鍵を盗まれたりはしてないのか？」

「いいえ。それはあり得ません。先さき程ほども言いましたが、鍵は肌身離さず持っておりました。入浴する時ぐらいは外しますが、それ以外は寝ねる時だってちゃんと身につけておりました。私は本ほん性しようが犬ですから、人の気配には敏びん感かんです。寝ていたって誰だれかが近づけば必ず目が覚めます」

　自信に満ちた信津名の言葉を聞いて、みこは頭の中でそれを整理した。

（おかしいな。蔵に入る為の鍵は信ちゃんが持っていた一つだけ。鍵を盗まれたんじゃなければ、犯人はどうやって蔵に入って巻物を盗んだんだろ）

「……二海。やっぱりその蔵を実際に調べてみる必要があるね」

　先程横山に蔵を調べさせてくれと二海が言っていたから、入る事はできるはずだ。まずは、盗まれた現場を自分の目で確認するべきだろう。

「番方が調べてるだろうから、新しい証しよう拠こは見つからないかもしれないが、行ってみるか」

　みこは二海と二人で頷うなずきあう。そして信津名に顔を向け、微笑ほほえみかけた。

「信ちゃん、わたし絶対に犯人を見付けだすよ。そして秘伝の巻物を取り戻して、何とか信ちゃんがここから出られるように頑がん張ばってみる。もしかしたらそれは、信ちゃんのお侍さんとしての誇りを傷つけるのかもしれない。だけど、それでもわたしはやる。信ちゃんにはずっと、家密のそばにいて欲しいから」

　二海がふっと微笑んだ。そして格子の間から手を伸のばして、信津名の頭を撫なでる。

「そうだな、あの兄貴の面めん倒どうなんて、お前以外の誰が見られるっていうんだ。お前だって、俺じゃなくて、兄貴にまたこうして頭を撫でてもらいたいだろ」

　ふいに泣き笑いの表情になった信津名の目に、光るものが見えた気がした。だけど、それを確認する前に彼は慌あわてて俯うつむいてしまう。

「……………………ありがとう、ございます」

　小さな小さな蚊かの鳴くような声だったが、みこの耳にはしっかりと届いていた。




　みこは秘伝の巻物が置かれていた蔵を調べに行く前に、家密の部屋に立ち寄ろうと二海に提案した。番方達から何か新しい報告がきていないか、聞こうと思ったのだ。二海も賛成したので、二人で家密の部屋に向かう。そして部屋の近くまで来た所で、二海がふと足を止めて、みこを促うながし廊ろう下かの曲がり角に身を隠かくした。

「どうしたの、二海……あっ」

　二海が指さしたのは家密の部屋だ。ちょうど襖ふすまが開いて、横山を含ふくめた男達が数人出てくる所だった。

「あいつらみんな老中達だ。兄貴は兄貴で動いてるようだな」

　ぼそりと呟つぶやいた二海は、老中達が見えなくなったのを確認して、家密の部屋の襖をさっと開ける。中には座ざ布ぶ団とんの上で腕うで組ぐみする家密がいた。いつもならみこを見ると微笑んでくれるのに、その表情は厳しいままだった。

「兄貴、今、老中達が来てただろ。信津名の処分を撤てつ回かいするよう説得してたのか？」

「ああ、信津名を除いて五人いる老中達の誰か一人でも処分に反対すれば、切腹は保留になる。だが、みな菊田の言いなりだ。信津名以外の老中達は、大老の菊田の口くち添ぞえで今の地位を得ている。あいつの胸むね三さん寸ずんで職を追われる可能性も高いからな。よほど言い含められているのだろう。私がどれだけ言っても、誰も信津名の処分を撤回するとは言わなかった」

　先程会った横山の事を思い出す。彼はとてもいい人だったし、信津名の事を心配もしていたけれど、やはり菊田には逆らえないと言っていた。

「何とか……何とかできないのかな。菊田様は家密の家臣なんでしょう」

　思わず本音を口にすると、家密も二海も更さらに厳しい顔つきになる。

「みこ、言っただろ。今回は信津名にも落ち度はある。それなのに、兄貴が菊田と老中達の意見を無視して助けたりしたら、将軍としての権力を笠かさに着て筋の通らない事をしたと、あいつらは騒さわぎ出すだろう。そうなったら幕府全体に問題が広がるぞ」

　それはみこにも判わかっている。だからこそ、秘ひ密みつ裏りに犯人を見付け出して、秘伝の巻物を取り戻そうとしているのだ。家密が小さく息をつく。

「お前達、どうやら巻物の捜そう索さくをしているようだな。だがほどほどにしておけ。決して目立つな。菊田に目をつけられたら信津名の二の舞まいになるぞ。信津名の事は……私が何とかする」

「──いいえ、家密。わたしは巻物の探たん索さくをやめない」

　みこは視線を鋭するどくして、家密の金色の瞳ひとみをじっと見つめた。

「わたし、家密の立場はよく判ってる。色んな政治の問題が絡からみ合ってて、表だって信ちゃんの味方はできない事も。だから家密が動けない時は、わたしが手足になるよ」

「だが、みこ。それは危険……」

「危険なのは判ってるよ。わたしはもう神通力も何もないから、自分の身を守るのだって精せい一いつ杯ぱいだし。でもわたしには協力してくれる仲間がいる。二海も一陸も空三も、みんな信ちゃんの事を心配してくれてる。わたし達は絶対に信ちゃんを助けるって決めたの」

「……どんなに頑張っても、間に合わないかもしれないぞ。信津名の切腹は、明日だ」

　みこはひゅっと息を吞のむ。それでもすぐに拳こぶしを握にぎって、自分を奮い立たせた。

「じゃあもっと急がなきゃ。わたしはわたしにできる事をして、信ちゃんを助けてみせる。だからお願い、家密。何とか信ちゃんの切腹を遅おくらせて。わたしに時間をちょうだい」

　信津名の命が残りわずかだというのに、表情一つ変えない家密に、必死の願いをぶつけた。氷の将軍様などと言われているが、本当の家密はとても優やさしいと、みこが一番知っている。

「……みこは相変わらず前向きだな。だが私はお前のそういう所が好きだ。一いつ緒しよにいると、私も頑張らなければと思う。──好きにやってみろ。何かあっても責任は私がとろう」

「家密に迷めい惑わくかけたりしないよ。……信ちゃんは家密の隣となりにいないと駄だ目めだと思う。家密に叱しかられたり褒ほめられたりして、泣いたり笑ったりしてるのが、信ちゃんにとって一番幸せだと思うし。家密だって、信ちゃんにそばにいて欲しいでしょう？」

　家密が仏ぶつ頂ちよう面づらをしながらも、わずかに頷いたのをみこは見み逃のがさなかった。




　家密の部屋を後にしたみこは、秘伝の巻物が保管されていた蔵くらへとやってきていた。二海と一緒に薄うす暗ぐらい蔵の中を一通り調べ終えて、ため息をつく。横山が話を通してくれたおかげで、見張りに止められる事はなかったが、やはり既すでに番方が調べ尽つくしていたようで、何も新しい情報は得られなかった。

　何か手がかりはないかと再び辺りを見回していると、ふいに外から二海の声が聞こえた。

「みこ、こっちに来てみろ」

　見張り達にじろじろ見られつつも、蔵の扉の前にいる二海に駆かけ寄った。横開きの鉄の扉は、みこ一人では動かすのも難しいと思うくらい分厚くて重そうだ。扉の左ひだり端はしには、みこが両手を広げたくらいの大きさの鉄の錠じよう前まえがついていた。

「これがこの蔵の錠前みたいだな。ずいぶんと頑がん丈じようそうだ」

　二海が鉄の錠前を手にする。ずしりと重そうな横長の錠前で、真ん中に鍵かぎ穴あながあった。

「傷一つないね。つまり、壊こわした訳でも強ごう引いんに開けたわけでもないってことだよね、二海」

「ああ、もし強引にやったとしても、この錠前を開けるにはかなり時間がかかるはずだ。四半刻に一度番方が見回りにくるんじゃ、まず無理だろう」

　みこは腕組みして考え込んだが、結局導き出される答えは一つだった。

「やっぱり鍵かぎを使って開けたとしか考えられない。でもどうやって手に入れたんだろう。鍵は信ちゃんが持ってる一つだけなのに。しかも肌はだ身み離はなさず持ってるって言ってたし……あっ、お風ふ呂ろに入る時以外はって言ってたよね。もしかしてお風呂に入ってる間に盗ぬすんだとか」

　ぽんっとみこが手を打つと、二海が小さく首を振ふった。

「いや、信津名には盗まれた覚えはないんだぞ。もしあいつに気付かれないようにするなら、風呂に入ってる間に鍵を盗んでここまで来て、広い蔵の中から巻物を見つけ出して、また戻もどって鍵を返さなきゃならない。それを入浴してる間に全部やるなんて時間的に無理だろ」

「うーん、それもそうだね。江え戸ど城じようはかなり広いから、信ちゃんが住んでる本丸御ご殿てんからここまで来るのにも、けっこう時間がかかるし。……じゃあ合い鍵を作ったりとかは？」

　二海と話していると、こちらを見ていた見張りの番方がふいに声を上げる。

「それは無理だと思います」

　目をやると、番方の男がさっと片かた膝ひざをついた。

「すみませぬ。話が聞こえてしまったもので。横山様から、なるべく家春様に協力するよう言われておりまして」

「ああ、それは助かる。ではなぜ無理だと思うのか教えてくれ」

　将軍の弟らしく威い厳げんを持った態度で二海が聞くと、番方の男がゆっくりと頷いた。

「その錠前の合い鍵を作るのはかなり難しいからです。この蔵の錠前と鍵は、異国の高度な技術を使って作ったもので、九州から特別に取り寄せてあるのです。他ほかの蔵の鍵ならともかく、その錠前の合い鍵を作るのは、専門の知識と高い技術がなければ無理なのです」

「それじゃあ、たとえば短時間で……ほんの半刻くらいで合い鍵を作るなんて事は……」

　みこがわずかな望みをかけて聞いたが、番方はあっさりと首を振る。

「とうてい無理でございます。私ども番方もそれは調べたのですが、我が国にそんな短時間で、この頑丈な錠前の合い鍵を作れるような技術を持つ者はおりませぬ」

　みこは思わず大きく息をついてしまう。合い鍵を作るのも駄目だし、蔵には扉とびら以外、明かり取りどころかわずかな隙すき間まさえない。もしや地面を掘ほったのではと思ったが、床ゆかは石いし畳だたみで人が通れるような穴どころか壊された形けい跡せきさえなく、天てん井じようもどこも異状はなかった。

（一体犯人はどうやってここに入って秘伝の巻物を盗んだんだろう。ああっ、こんな時、雅様みたいに遠くのものでも見通せる千里眼が使えたらなぁ。……そう、神通力さえあれば……）

　そう考えたみこは、はっと息を吞んだ。今、自分は何を考えたのだろう。

　もう必要ないと思っていたはずだ。江戸のみんなを守る為ために使い果たしたなら、それでいいのだと納なつ得とくもしていたはずだ。それなのに、たとえ信津名を救いたい一心だったとしても、困った時だけあの力にすがろうとするなんて。

　みこはぶんぶんと首を何度も振った。もうなくなってしまった力を惜おしんだとしても、何も始まらない。今は自分にできる事をやるだけだと、気持ちを切り替かえる。

……だがそう思いつつも心の奥深くでは、信津名を救う為にはあの不思議な力が必要なのではないかと考えている、自分がいた。
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「みこ、おい、みこ」

　二海が声をかけても、蔵の前で座り込んで何か考え事をしている様子のみこは、返事もしなかった。二海は思わず肩かたを竦すくめる。彼女はよく言えば集中力があるようで、一度考え事に没ぼつ頭とうすると、他の事はあまり目に入らなくなるようだ。だがそろそろ日が暮れ始めるだろう。いつまでもこの蔵の前にいる訳にはいかない。

「みこ、昼飯も食い損そこねただろ。一度部屋に戻って何か腹に入れよう」

　何気なくぽんっと肩に手を置くと、なぜかみこが目に見えて判るほど、びくりとした。

「うぎゃぁぁぁぁぁぁぁ！」

　手を思いっきり振り払はらって、突とつ然ぜん奇き声せいを上げて飛び退のいたみこを見て、二海は思わず目を丸くしてしまう。

「な、何だよ。一体どうし……」

「あ、あの、あのあの、駄目なんだよ。結けつ婚こんしてない同士が、さささ触さわったりとかしちゃ！」

　目を白黒させながら、あたふたして後ずさろうとしたみこに、二海は思いっきり首を傾かしげた。

「はぁ？　お前何を今いま更さら。こうして触るのなんかいつもだろ」

　遠ざかろうとするみこの手を、ぐっと握って引き寄せる。そのまま手の平を、両手の親指でやわやわと揉もんでやった。こうしてやると、みこは気持ちいいと言って喜ぶのだ。その顔を見るのが、二海は大好きだった。

　だけど、今日のみこは違ちがった。慌あわてて二海の手を振り払い、顔を真っ赤にして叫さけんだのだ。

「今更でも何更でも駄目なの！　と、とにかく、えっと、わたしもう一度信ちゃんに話を聞いてくる。時間を置いたら何か思い出したかもしれないし」

「えっ!?　おいっ、だったら俺も……」

　行く、という最後の言葉まできかず、みこは全速力で逃にげるように去って行く。どこからどうみても拒きよ絶ぜつされたとしか思えない二海は、ただ呆ぼう然ぜんとみこの後ろ姿を見送っていた。




「兄貴！」

　二海は返事もきかず、家密の部屋の襖ふすまをがらっと開けた。家密は何やら書き物をしていたようだ。じろっと睨にらまれたが、それを気にするどころではなかった。

「みこのあの態度は何だっ。ちょっと触ったら悲鳴上げて逃げてったぞ。何かしたんだろ！」

「私は何もしていない。馬ば鹿か王子が口づけたり触ったりは、恋こい人びとか結婚した者同士ではないとしては駄目だと、余計な事を吹ふき込んだのだ。……判らないなら判らないなりに愛らしかったのに」

　最後のぼそっとした呟つぶやきは紛まぎれもなく本音だろう。家密から怒いかりの獣じゆう気きが吹き出している。「あの野や郎ろう！　ほんとに余計な事を。あれじゃ指一本触ふれられないじゃないか。俺はみこが元気になったら膝ひざに乗せて、うんといちゃいちゃしようと思ってたのに。べたべたして精せい一いつ杯ぱい可か愛わいがって、もううんざりだよって言われるくらい甘やかしてやろうと……！」

　二海はがっくりと膝をつく。三ヶ月前、医者に助からないと言われたみこは、かなり出血もしていたが、身体中ひどい痣あざだらけでもあった。医者は、おそらく殴なぐられたか蹴けられたかしてできた痣だろうと言った。それを聞いた二海は、みこを助けに道どう三さん堀ぼりに行った時、ちらりと少女の姿が見えたのを思い出したのだ。あれは多分、大おお奥おくの事件の時家密を狙ねらった藤菜だ。

　だがみこにそれを聞いても、これは自分で転んでできた痣だと言い張った。藤菜を庇かばっているのは見え見えだったが、二海はそれ以上聞かなかった。

　江戸城にいる自分達を、いや、江戸に住むみんなを守る為に、みこはたくさん痛い思いをしたのだろう。死を覚かく悟ごするくらい血を流して神通力を使い、大雨を降らせて天てん守しゆ閣かくに燃え上がった火を消してくれた。生き返ったのは奇き跡せきとしか言いようがない。もう神通力なんてなくなったっていい。むしろみこが普ふ通つうの女の子として生きられるなら、その方がずっといいと二海は思っていた。不思議な力なんかなくたって、自分が守ってやればいい。今まで味わった痛い思いや辛つらい思いを二度と思い出さないくらい、うんと可愛がって幸せにしてやりたかった。

　それなのに……。

「触れないってなんだよ。そりゃ別に、みこに触りたいだけで一緒にいる訳じゃないけどさ。あいつが少し大人になったなら、喜ぶべきかもしれないけどさ。どうしてちょっと手を握にぎったくらいで、悲鳴を上げて逃げてくんだよ。あれじゃ俺だって傷つくぞ！」

　本音を一気に口にして、はあはあと肩で息いきをする。家密がわずかに目を伏ふせた。

「……みこはおそらく混乱しているのだ。落ち着くまで少し待った方がいいのかもしれない」

「どの口が言うんだ？　兄貴こそ全然待てなくて、昨夜襲おそってたじゃねぇか！」

「私もみこに拒絶されて少々頭に血が上っていた。今のお前みたいに」

　指し摘てきされて、うっと言葉に詰つまった。確かに二海の頭もこれ以上ないくらい沸ふつ騰とうしている。

「今みこは信津名を救う事で頭がいっぱいだ。……二海、お前にだから話すが、私もそうだ」

　驚おどろいて顔を上げると、家密がじっとこちらを見つめていた。

「何とか老中達を懐かい柔じゆうしようとしているが、菊田の締しめ付けが厳しいらしく、なかなか言う事を聞かない。これは私の責任でもある。信津名は優ゆう秀しゆうな男だし、何より信しん頼らいできるから、大事な仕事はすべて任せていた。だが、他の老中達はそれにかなり不満を持っていたようだ」

　それは二海にも理解できた。幕府の一番中ちゆう枢すうにいるのは、間ま違ちがいなく信津名だ。江戸城の管理から、幕府の体制、地方の外と様ざま大名達への対応など、彼が一手に引き受けている。

　しかしそれは本来ならば、六人いる老中達が手分けしてやるべき仕事だった。真実はどうあれ、傍はたから見れば信津名は、将軍家密の寵ちよう愛あいを受けて幕府の権力を独ひとり占じめしている、そう思われても仕方ないのだ。

「老中達はそれもあって、以前から信津名を目め障ざわりだと思っていたようだ。信津名が今回の事で切腹してくれるなら、あいつらにとってはその方が好都合らしい」

　確かにそうだろう。中には横山のようにこちらに協力してくれる老中もいるが、それはあくまでも内密にだ。横山も大老の菊田には逆らえない。

「たとえ信津名が目の前で切腹させられそうになっても、私はそれをやめろとは言えん。そんな事をしたら、大老や老中の決め事に異を唱えたとして、あいつらは騒さわぎ出す。そして最悪、幕府が動かなくなるだろう。そうなったら江え戸ど城じようを狙う外様大名達も色めき立つだろうな」

　幕府の混乱はそのまま世の中の混乱に繫つながる。信津名一人を助ける為に、そんな危険はおかせない。それでも兄が滅めつ多たに言わない本音を打ち明けた意味には、二海も気付いていた。

「……信津名を助けるって、みこは気合いが入ってる。だけどあいつにはもう神通力はないし、危ない目にも遭あわせられない。だから俺に頑がん張ばってくれって頼たのんでるのかな。お兄サマ」

　冗じよう談だんめかした口調に、家密が苦く笑しようした。

「ああ────頼む」

　自分に頼み事なんて、普ふ段だんの家密からは、天地がひっくり返ってもあり得ない事だった。それでも二海は肩を竦めて、くっと口角を上げた。

「この借りは、高くつくぜ」

「判っている。だがお前が一番信用できて、一番頼たよりになる。お前にしか頼めない」

　思わず二海は面めん食くらってしまう。兄にこんなにはっきりと頼み事をされたのは、初めてかもしれない。つまり、それだけ切せつ羽ぱ詰つまっているという事だ。

「──噓うそだよ。こんなの借りには入らない。兄貴が町中で暮らせるようにしてくれたおかげで、俺は好きな芝しば居いをやって自由に生きてられるんだ。でもそのせいで、反対に兄貴には自由がなくなっちまった。こうして大切な奴やつを自分の手で救う事さえできないぐらいにな。だから、兄貴がどうしても動けない時は、俺が動く」

　家密がわずかに微笑ほほえんだのを見て、二海の胸がかっと熱くなる。

　何事にも完かん璧ぺきな兄。だがそのせいで自分が兄にしてやれる事は一つもなかった。こんな時ではあるが、こうして兄に恩返しができるのが、そして一番困っている時に自分を頼ってくれたのが、何より嬉うれしい。

「二海、菊田達は私が何とか押さえておく。その間に、まずはみこの言う通り蔵くらに忍しのび込んだ犯人を見付け、秘伝の巻物を取り戻もどすのだ。あれさえ戻ってくれば、後は私が何とかする」

　氷の将軍だと、江戸城のみんなも世間も言う。冷たくて傲ごう慢まんな将軍様に逆らうと、首をはねられるぞと。だけど二海は知っている。家密は一度懐ふところに入れた者を、全力をかけて守ろうとする。本当なら、信津名に責任を取らせれば何もかも丸く収まるのだ。幕府や政治にも何の影えい響きようもでないし、家密の立場だって悪くならない。

　それでも家密はできる限りの策を練って、信津名を助けようとしている。その為に普段仲がいいとはとても言えない自分に、協力を頼むのだ。家密の判りにくい優やさしさを理解できている者は、一体どれくらいだろう。片手で収まってしまうかもしれないなと、二海は苦笑した。

「兄貴、秘伝の巻物は俺に任せておけ。信津名はすっかり腹を切る気だが、そんな事は絶対にさせねぇから」

　二海は力強く言い切って、そのまま家密の部屋を後にした。




　　　　[image: ]




　信津名がいる牢ろう獄ごくへと向かっていたみこは、何とか落ち着こうと大きく深呼吸した。二海に手を握られたせいで、顔が真っ赤になってしまっていたのだ。やっと気持ちが静まった頃ころ、牢獄がある番所が見えてくる。みこはふと、そこで足を止めた。

　番所の傍かたわらで、よく見知った二人が何やら話をしていたのだ。

「あれ？　一陸、横山様、何をしてるの？」

　珍めずらしい組み合わせだと思った。二人は知り合いなのだろうか。真しん剣けんな顔で声を潜ひそめている彼らを見て首を傾げると、声に気付いたのか一陸がはっとした顔でこちらを向いた。

「……みこちゃん。大きな声出しちゃ駄だ目めだよ。信津名様の事で内ない緒しよの話をしてるんだから」

　しっと一陸が口元に人差し指を当てたので、みこは慌てて自分の口を両手で塞ふさいだ。横山がその様子に苦笑して、さっと頭を下げる。

「みこ様、松平様に会いに来られたのですか？　ではお一人でも入れるように、番所の者に声をかけておきますね」

「あ、いつもありがとうございます、横山様」

　横山が番所の扉とびらを開いて中に声をかけ、もう一度みこに頭を下げてその場を去って行く。それを見送ってから、みこはそっと隣となりにいる侍じ女じよ姿の一陸を見上げた。

「一陸も横山様を知ってるの？」

「まぁね。僕は元々江戸城のお庭番衆で、横山様は江戸城の警備の要である番方を指揮されてるんだ。お庭番衆は上様直属だけど、番方と協力して仕事をする事も多かったからね。それでちょっと顔見知りだったから、横山様以外の老中達の事をそれとなく聞いてみたんだ。誰だれか信津名様の処分に反対してくれそうな人はいないですかって」

「ど、どうだった？」

　期待を込めて聞き返す。誰か一人でも処分に反対してくれれば、信津名の切腹は中止になる。だが一陸はため息をついて、首を横に振ふった。みこは思わず大きく肩かたを落としてしまう。

「まあ、上様も動いて下さってるみたいだから、老中達の事は任せて僕達は秘伝の巻物を盗ぬすんだ犯人を見付けよう」

　みこは大きく頷うなずいた。そしてまだ調べる事があるという一陸と別れ、番所に入って牢獄に向かう。今はまず信津名を救う事だけを考えねば。そう決意して、みこは気を引き締め直した。




　石いし牢ろうの中は相変わらず冷たい空気に満ちていた。みこは一番奥にある牢の中に、正座した信津名の姿を見付けて声をかける。

「信ちゃん。蔵を見に行ってきたよ」

　顔を上げた信津名が優しく微笑む。もうすぐ切腹させられてしまうと言うのに、信津名の顔は穏おだやかだ。だけどその笑顔えがおはみこを悲しくさせる。それはもう、覚悟を決めた顔だからだ。

「蔵には何も仕し掛かけとかはなかった。やっぱり犯人がどうやって入ったのか判わからないんだ。ごめんね……」

　何かいい報告がしたいのにできなくて、みこは自分が情けなくて仕方ない。

「みこ様。謝る必要はありませんよ。私は嬉しくてたまらないのです。私なんかの為ために、みなさんが行動して下さるのが。ですが、くれぐれも無む茶ちやはしないで下さいませ」

　信津名は心配そうな表情をしていた。彼の顔色が悪いように見えるのは、薄うす暗ぐらいからだけではないだろう。さすがに食しよく欲よくがないのか、傍らに置かれた食事には手をつけた様子もなかった。

　みこは懐に手を入れる。実はここに来る前、自分の部屋に戻って、いい物をとってきたのだ。

「信ちゃん、甘い物好きだって言ってたでしょ。これ、食べて」

　取り出したのは、先日のお茶会でアーサーにお土産みやげとしてもらった焼やき菓が子しだ。日持ちするので、少しずつ大事に食べようと思って、とっておいたものだった。包んでいた懐かい紙しを開いて格こう子しの隙すき間まから差し出すと、信津名が初めて見る菓か子しに驚いたのか目を丸くした。

「アーサーの国の焼き菓子だよ。クッキーって言ってすごく美味おいしいの。信ちゃん、外国のお菓子を食べてみたいって言ってたでしょ。これはブレイクの手作りなんだって。あの人達すごいんだよ。中庭に自分達の調理道具持ち込んで、料理は全部そこで作っちゃうの」

「でもそれは、みこ様が頂いたお菓子なのでは？」

「いいのいいの。わたしは作り方を教えてもらったから、また自分で作るし」

　なるべく明るい声を上げて、にっこり笑いかけた。できるだけ信津名を元気づけたかった。自分が暗い顔をしていたら、きっと信津名を不安にさせてしまうだろう。

「これ以外にもお菓子の作り方を教えてもらったから、信ちゃんがここから出たらたくさん作ってあげるね。アーサーの国のお菓子も、紅茶っていう飲み物もすごく美味しかったんだよ」

「……ありがとうございます。では頂きます」

「全部食べちゃってね。いざって時に体力がなくなっちゃったりしたら、大変だよ。ここから出たら、またばりばり働いてもらわなきゃならないんだから」

「ええ、そうですね。……本当にそうです」

　信津名が嬉しそうに微笑んで、こちらに近寄った。それだけでみこも胸がいっぱいになる。

　手を伸のばした信津名に懐紙ごとクッキーを渡わたすと、少しだけ触ふれあった指がとても冷たかった。秋口でも朝夕は冷える。特に昼でも肌はだ寒ざむく感じるこの石牢は、夜になったらどれほど冷え込むのだろう。罪人扱あつかいされている信津名に、温かな布ふ団とんが用意されているとも思えなかった。

「信ちゃん、必要な物とかない？　わたし何でも持ってくるよ。お布団とか、着き替がえとか。あと食事も温かい物をわたしが作って……」

　問いかけたが返事がない。どうやら彼は何か考え込んでいるようで、クッキーを両手で持ったまま眉まゆ根ねをぐっと寄せていた。そして訝いぶかしそうな顔をしつつ、クッキーを口に放り込む。

「どうしたの？　変な顔して。あ、もしかして、口にあわなかった？」

「え？　い、いいえ。とんでもない。甘い物は大好きです。このクッキーというのも初めて食べましたが、とても美味しいです……でも」

　とても美味しいと思っている顔ではなかった。言いよどんだ信津名に、みこは首を傾かしげる。

「でも……何なの？」

　信津名が戸と惑まどうような表情で、何度も目を瞬またたかせる。

「……この独特の甘い香かおりが、その、どこかで嗅かいだ事があるなと考えていたのですが……」

「あっ、バニラエッセンスの事かな。でもこれって外国の香こう料りようだから江え戸どにはないはずだよ。どこで嗅いだの？」

　信津名が更さらに眉根を寄せた。そのまま無言でいたが、何か決心したように顔を上げ、みこに真剣な眼まな差ざしを向ける。

「あの、前もって言っておきますが、私の本ほん性しようは犬です。鼻には自信があって、一度嗅いだ匂においは絶対に忘れません。普ふ通つうの人は気付かないようなわずかな匂いでも、私には嗅ぎわけられるのです」

　突とつ然ぜん何を言い出したのかと、みこは目を丸くした。

「やだな、信ちゃん。そんな事判ってるよ。わたし子供の頃、犬の本性を出した信ちゃんに襲おそわれた事だってあるんだよ」

　笑おうかと思ったら、信津名の真剣な眼差しが更に鋭するどくなった。これはただごとではないと、すぐに姿勢を正す。そして、信津名との間にある木の格子をしっかりと握にぎりしめた。

「……どこで、そのバニラエッセンスの香りを嗅いだの？」

　信津名が一歩みこに近づいた。誰も近くにはいないのに片手を口元に当て、声を潜める。

「ほんのわずかな残のこり香がでした。おそらくあの後、番方達が調べる為に大勢入ってしまったら、すぐに消えてしまうほどの。ですが、確かに私はこの香りを嗅ぎました」

　そこで信津名が言葉を句切った。そしてみこをじっと見つめて、意を決したように真剣な声を響ひびかせる。

「──秘伝の巻物があった蔵くらで。あの巻物がなくなっていたと判った──その時に」

　それが意味する事をすぐさま悟さとって、みこは知らず知らずのうちにごくりと喉のどを鳴らした。
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「二海さん、アーサー様達がいません。荷物もすべて引き上げてあります」

　みこの部屋に集まっているのは、真剣な面おも持もちの二海と空三だ。先さき程ほどみこは、彼らに信津名から聞いた情報を伝えていた。そこへ二海の命令でアーサーの様子を見に行っていた一陸が、音も立てずに襖ふすまを開けて入ってきて、小声で報告する。みこは思わず目を見開いた。

「一体、いつの間に……。あっ、でもそういえば、わたしがアーサーを見たのは、昨日の婚こん礼れいの時が最後だったかも。それから信ちゃんの事でばたばたしてたから……」

「ああ、そういや俺も昨日からあの二人は見てない。ブレイクが昨日の昼間、みこと兄貴が婚礼をあげてるって箱はこ根ねまで俺を呼びに来て。俺はあんまり腹が立ったから、つい本性を出して狼おおかみの姿で江戸城まで戻もどってきたんだ。ブレイクとはその時別れてそれっきりだ。一陸、あいつらが城からいなくなったのは、正確にはいつごろか判るか？」

「今朝早くのようです。ブレイクが船の乗組員を呼んで、荷物を運び出していたのを番方が目もく撃げきしてます。その時にブレイクは、アーサー様がみこちゃんが婚礼をあげたのを見て、さすがに諦あきらめると言われている、と話したそうです。だからもう江戸城にいる理由がないから、船に戻ると言って出ていったと」

「諦めるだと？　あいつがそんな殊しゆ勝しようなはずないだろう。それに番方も何を考えてるんだ。そんなに簡単に城から出すなんて、あいつらが犯人だったらどうするつもりだ」

　二海が苦々しげに舌打ちすると、空三が肩を竦すくめた。

「ですが、彼らの事は秘伝の巻物が盗まれたと判ってすぐ、信津名が調べています。それにあの時も彼が言っていましたが、巻物の存在を知る者は限られている。番方も、まさか江戸に来たばかりの外国人が知っているとは思わなかったのでしょう。それに友好国の王子が自分の船に戻ると言うのです。彼らが犯人だというはっきりした証しよう拠こでもなければ、止められません」

「ええ、番方も馬ば鹿かじゃないから、彼らが城から出る時に、念ねんの為もう一度荷物を調べたそうです。でも結局何も見つからなかったから、引き留められなかったらしいです」

　報告を終えた一陸に、二海がため息をつく。

「家具から台所の道具から全部運び出したんだろう。あれだけの荷物なら、巻物の一つくらいどこにでも隠かくせるさ。……やっぱりどう考えてもあいつらがあやしいな。兄貴は、あいつらが百ひやく獣じゆう国こくに攻せめ入る為に偵てい察さつにきたのかもしれないって、疑ってた。もしそうなら、百獣国の情報が詰つまった秘伝の巻物は、絶対に欲しいと思うはずだ」

　二海の話には筋が通っていた。信津名を救う事ばかりに頭がいっていたが、秘伝の巻物は百獣国の情報が書かれたとても貴重なもの。この国を狙ねらう外国の手に渡ったら、とんでもない事になってしまう。

「……でも、わたしはアーサーがそんな事を企たくらんでいるようには見えなかった」

　みんなの話を聞いていたみこは、思わず本音を口にした。全員の視線が集まる。

「何を言ってるんだ。あいつはあんなにお前に求きゆう婚こんしてたのに、巻物が盗まれた直後に、お前に一言もなく逃にげるように城を出ていったんだぞ。どう考えたっておかしいだろ」

　状じよう況きようだけ考えると、確かに二海の言う通りだった。だけど、みこの頭の中で何かが囁ささやいている。もう神通力もないから、未来を予見したりする力はない。だから、これはきっと自分の勘かんなのだと思う。そのせいか自信はなかったが、その勘を無視はできなかった。

「わたしも最初は、アーサーが百獣国を狙ってきたんじゃないかって思ってたよ。でも、うまく言えないけど、話をするうち、彼はそんな裏表があるような人じゃないなって思って」

　陽気で明るいアーサー。何を考えているのか判らない所はあったけれど、奇き跡せきの女め神がみを探しているという彼は、いつも必死だった。あれが噓うそだとはどうしても思えないのだ。

「だが、あいつはお前と兄貴が婚礼をあげてるって、俺にわざわざ使いをよこして知らせた。それはつまり、兄貴の目をそらさせる事が目的だったのかもしれないぜ。俺と兄貴が喧けん嘩かしてる騒さわぎに紛まぎれて、巻物を盗ぬすんだのかも」

「盗んだのは、あの時とは限らないじゃない。信ちゃんが蔵に見に行ってなくなってるのが判ったのが、あの時なだけで」

「でも、蔵には残り香があったんだろう。あの執しつ事じのブレイクが作るお菓子と同じ匂いが。あれは俺も食べたが、江戸には絶対にない香りだ。それにあの蔵は、明かり取り一つない完全な密室だから、外から匂いが入り込むなんて事は絶対にないんだぞ」

　そこで一つ息をついて、二海はじっとみこを見つめた。

「それに信津名の鼻だって信しん頼らいできる。あいつは同じ犬の本性を持つ奴やつらの中でも、一番嗅きゆう覚かくが鋭いんだからな」

　二海が並べ立てた事は、すべてアーサー達に不利な事ばかりだった。

　みこにだって判っている。アーサー達には秘伝の巻物を盗む動機も、そして残り香だけだが、一応証拠もある。盗まれた直後に突然姿を消したのだっておかしい。だけど、どうしても胸の中の何かが囁くのだ。──それは本当に、真実なのかと。

　考え込んでいたみこの顔を、二海が真しん剣けんな表情で覗のぞき込んだ。

「いいか、みこ。あの巻物は百獣国を狙っている外国にとっては、とても貴重な物だ。確かにアーサーは悪い奴じゃないかもしれない。でもだからといって、あいつがあの巻物を使って百獣国を攻めてこないとは限らないんだぞ」

　みこは思わず息を吞のむ。二海が低い声で話を続けた。

「知ってるか？　百獣国は鉱山から鉄や銀が豊富にとれるんだ。俺も兄貴に言われて調べてみたが、アーサーの国では鉄や銀がほとんどとれないから、とても貴重なんだそうだ。……外交なんて面めん倒どうな事しないで、この百獣国ごとそれらを手に入れよう、世界一と言われる海軍を持つグレートビースト国が、そう思ってもおかしくないんじゃないか？」

　理路整然と説明されて、みこはさすがに言葉に詰まった。一陸が、小さく頷うなずく。

「僕も二海さんと同じ意見だな。アーサー様は自分の国が大事な王子様だよ。国の為ためなら平気で噓ぐらいつくと思う。なぜならあの人にとってはそれが国の為で、それが正義なんだ。何が善で何が悪かなんて、その人の育った環かん境きようと置かれた状況でまったく変わってしまうものだよ。……僕だって、自分の正義の為なら簡単に人を騙だますよ。みこちゃんだってそうでしょ」

　一陸がそっと悲しげに目を伏ふせた。それには反論できなかった。現にみこもアーサーに求婚され、百獣国とグレートビースト国の友好関係にひびを入れたくなくて、家密と結けつ婚こんするから駄だ目めだと言って騙そうとしたのだ。

　誰だれだって大切な物の為なら噓をつく。それはどんな善人であってもだ。いい噓もあれば悪い噓もある。アーサーが自分の国の為を思って噓をつき、みこ達を騙したというのは、あり得ない話ではなかった。

　みこはぐっと拳こぶしを握りしめて、一度目を瞑つぶった。

「……一陸。アーサー達の船はまだ品しな川がわ宿じゆくにいるのかな」

　ある決意を込めて、すっと目を見開く。一陸が感づいたのか、渋しぶい顔をした。

「まだ出航はしてないらしいよ。秘伝の巻物が盗まれた事もあるから、しばらくは船で待機しててくれって番方が言ったらしいし。一応船に見張りもつけてあるそうだから」

　みこはさっと立ち上がった。そして大きく息を吸い込んで、みんなを見回す。

「わたし、品川宿に行ってみる！　ここでいくら話し合ってても真実は判らないし、何も解決しない。アーサーに直接会って、話を聞いてみる」

「だが危険だぞ。もしあいつらが本当に犯人だったら……」

「いくら二海が反対したって、わたしは行く。だってもう時間がないんだよ。信ちゃんが切腹させられるのは、明日なんだから。……それに、わたしはやっぱりアーサーが悪い人だとは思えない。だけど今の状況では、彼らが一番あやしいっていうのもよく判ってる。だからわたしはアーサーに直接会って、自分の目と耳で真実を見み極きわめてくる」

　言い切ると、二海が突とつ然ぜん腰こしを上げた。みこは思わず身構える。二海はみこが自分の目の届く範はん囲い以外に行くと心配だと言って、いつも嫌いやがるのだ。アーサーの所に行くと言っても止められるのは判っていた。それでも正直に話したのは、彼に噓をつきたくなかったからだ。

　説得するつもりだったが、力ちから尽ずくで止められると、さすがに分が悪い。

「止めたって駄目だよ、わたしは絶対に……」

　みこが必死で声を上げると、仏ぶつ頂ちよう面づらの二海が一つ息をついた。

「止めねぇよ。俺も行く」

「「ええーっ」」

　みこは耳を疑った。それはその場にいたみんなも同じようで、全員揃そろって声を上げてしまう。

「二海さん。熱でもあるんじゃないの？　ここはいつもなら無む駄だに心配しすぎて、みこちゃんを閉じ込めてでもいかせないって言う所でしょう。も、もしかして、自分が言ってる事も判らないくらい具合が悪いの？　だったら死んじゃうんじゃないの!?　二海さん！」

「熱はねぇし、死なねぇよ、一陸」

「ですが、そんな事を言うなんていつもの二海ではありません。……ああ、判りました！　実は二海の皮を被かぶった偽にせ者ものですね。よく化けたものです。しかし私の目はごまかせません。さあ正体を現しなさい。私が成敗してくれます！」

「刀を抜ぬこうとするな、空三！　何度も言うが、俺はお前の主君だ。刀を向けるとは何事だ」

　一いつ喝かつした二海が、頭痛がするのか額に手を当てつつ、みこに目を向けた。
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「……確かにいつもなら俺は、お前を危険な目に遭あわせたくないから止めるさ。だがそれじゃお前は黙だまってでも行くだろ。大おお奥おくの時も吉よし原わらの時も、俺が止めたからお前は内ない緒しよで行った。それでいつも危険な目にあって……俺が気付いた時には、いつももう遅おそいんだ」

　二海が膝ひざを屈かがめて、みこと視線を合わせる。そしてわずかに微笑ほほえんだ。

「だから俺は、考え方を変える事にした。お前が危険な場所にどうしても行くというなら、止めはしない。だが必ず俺もついていく。そしてお前を守る。お前はもう神通力が使えないんだ。身を守るすべは、なぎなたしかないだろう。──だから俺がお前を命に代えても守る」

　そっと手を握にぎられた。結婚してもいないのにこうやって触ふれあうのは、はしたないのだとアーサーに教わった。だけど、今はこの手の温ぬくもりが嬉うれしかった。

　頼たよりがいのある大きな手をおそるおそる握り返すと、二海がゆっくりと笑えみを浮うかべる。

「お前が危険な目に遭う時は、俺も一いつ緒しよだ。だから俺に隠し事はするな。頼たのむから──江え戸ど城じようが燃えた時みたいに、一人で戦うのはやめてくれ。あの大雨の中、お前が血だらけで道どう三さん堀ぼりで倒たおれているのを見た時、俺は……心臓が止まるかと思った。陳ちん腐ぷな台詞せりふだけど、本当にそう思ったんだ」

　二海が膝を畳たたみにつき、立っているみこをかき抱いだくように引き寄せた。胸の所にある二海の頭がわずかに震ふるえている。

「……ごめんね、二海。たくさん心配かけてたんだね。もう隠かくし事はしないよ。本当にごめん」

　彼の頭をぎゅっと抱だきしめる。黒くろ髪かみに顔を埋うずめると、二海の香かおりがした。それを胸いっぱいに吸い込むと、なぜだか胸がうずいてたまらない。甘やかな二海の香りを嗅かぐと、ほんの少し前までは安心してぐっすり眠ねむれるほどだったのに、今は何かが違ちがう。

　こみ上げてくるこの気持ちは何だろう。少しだけ恥はずかしくて息苦しくて、でもそれ以上に優やさしさと甘美な思いが胸に溢あふれてくる。こうして抱き合っているのが、アーサーの言うようにはしたないとは、ちっとも思わなかった。

　なぜなら、みこは心配してくれる二海を抱きしめ返したいと、ただただそうしたいと、心の底から思っていたのだ。
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　みこが品川宿の海を訪おとずれたのは二回目だ。以前来た時は、初めての海に大はしゃぎだった。家密と二海と一緒に海で遊んで、とても楽しかったのだ。

　だけど、鈍にび色いろに光る鉄の船を見た時から、事態は一変してしまった。品川宿の桟さん橋ばしには、その船が月明かりに照らされて、やはり鈍にぶい光を放っている。

「さあ、これからどうするかな？」

　桟橋が見える街かい道どうで、松の木に身を隠していたみこは、背後にいる二海の呟つぶやきに振ふり返った。

　そこには一緒に来ていた空三と、久々に男の恰かつ好こうをした一陸。そして彼らから話を聞いてついてきた、やや青い顔の煙太がいる。彼は本当ならまだ江戸城を出られる程ほど回復していないのだが、自分が寝ねている間に起こった出来事を知り、絶対に行くと言ってきかなかったのだ。

「アーサーに会いたいって、直接船の見張りに言ってみよう」

　みこが桟橋に立つ二人の見張りに目を向けると、煙太がぶんぶんと首を振った。

「あかんて、みこ。追い返されるに決まってるやろ」

「何もやましい事がないなら追い返さないよ。だって、お茶会の時にいつでも船に遊びに来ていいってアーサーが言ってたし」

「では私が見張りの所まで行って、師し匠しようがこられた事を伝えて参りましょう。アーサーとブレイク以外は、うまく百ひやく獣じゆう国こくの言葉が話せないようですし」

　みこが頷うなずくと、外国の言葉が堪たん能のうな空三が砂すな浜はまに向かう。桟橋にいる見張りに近づき、しばらく何か話していたようだが、すぐにこちらに戻もどってきた。

「アーサーは、今は誰にも会いたくないと言っているそうです。師匠が上様と婚こん礼れいをあげられたのに衝しよう撃げきを受けて、落ち込んでいるからと。……ですが」

「「うさんくさい」」

　全員が同じ事を思ったらしく、声がぴったり揃そろってしまう。

「人の迷めい惑わくを顧かえりみないアーサーが、俺にみこが婚礼をあげてるぞって知らせに行かせたあのアーサーが、偽にせだと判わかっている婚礼に衝撃を受けるか？　しかも落ち込んでるだと？　絶対に噓うそだ。みこを連れ去る計画を練ってて忙いそがしいから会えないとか言われる方が、まだ納なつ得とくするぞ」

　ずいぶんな二海の言葉だが、確かにみこも同意見だった。煙太が、船をじっくりと見回す。

「せやけど、これでアーサーがあやしいって話が本格的になってきたな。秘伝の巻物を盗ぬすんだから、みこに顔を合わせられへんのかもしれへんで」

「そうかな。あの王子様は、たとえ犯人でも平気な顔して出てきそうだよ。厚こう顔がん無む恥ちだから」

　一陸の言葉に、その場にいた全員が頷いてしまう。二海が船に目を向けつつ、肩かたを竦すくめた。

「やっぱりあいつが犯人か、もしくは何かを知ってる可能性が高いな。だったら秘伝の巻物の行方ゆくえも、あいつは知ってるはずだ。……そういえば、みこ。お茶会の時、アーサーに船の話を聞いて盛り上がってただろ。確か船の大まかな作りとか聞いてなかったか？」

「う、うん。ざっくりとした説明だったけど、一応ね」

「アーサーの部屋は、あの船のどの辺りか聞いたか？」

　みこは記き憶おくをたぐるように目を閉じた。確かそんな話をした気がする。教えてくれるついでに、船に来たら部屋に遊びにおいでと、アーサーに言われたのだ。

「うん、何となくだけど、判ると思う」

「じゃあ、直接行って、あいつに無む理り矢や理りにでも話を聞こう。一陸、空三、煙太。お前達は見張りの所に行って、難なん癖くせつけて騒さわぎを起こして来い。王子様の船に忍しのび込んだなんてばれたらまずいから、できたら見つかりたくない。なるべく大おお騒さわぎして乗組員達の気をそらせよ」

「何でわいが。わいはみこと一緒に……」

「あれ、そういや煙太。弟の煙助はどうしてる？」

　二海が煙太の肩に手を置いて、にっこり笑いかける。それがなぜだか人の悪い笑みだと思ったのは、みこの気のせいだろうか。

「ええ!?　な、何で今そんな事聞くねん」

「いやー、あいつ実家に帰ったっていうけど、心配でさ。そういえば、お前とあいつが一緒にいる所、見た事ない気が……」

「あわわわわわわわ。わいが見張りの所に行って騒ぎを起こしてくるわ。そういうの得意やねん。そういえば！」

　煙太が目を白黒させて、一陸と空三の手を引き、船へと駆かけ出した。

「ねぇ二海。煙太さんはどうしてあんなに慌あわててるの？」

「さあな、腹でも痛いんじゃないか？　おっ、早さつ速そく始まったぞ」

　ほどなくして、見張りと煙太達がもめる声が聞こえてきた。それを見届けた二海が目の前で変化を始める。身体からだはみこの三倍以上に膨ふくれあがり、髪かみと同じ黒い毛並みが全身を覆おおう。

　月明かりの下でもなお暗い闇やみを思わせる、黒い狼おおかみ。それが闇やみ狼ろうといわれる二海の本ほん性しようだ。

「背中に乗れ。船の反対側から入るぞ」

　みこは慌てて二海の脱ぬげた着物をかき集めて、大きな背中に跨またがってしがみつく。

「行くぞ！」

　悠ゆう々ゆうと走り出した狼は、すさまじい速さで砂浜を駆け抜けていく。ちらりと横目で空三達を見ると、船から次々と乗組員達が出てきている所だった。

「空三達、大だい丈じよう夫ぶかな」

「あいつらは心配ない。それより摑つかまってろよ、跳とぶぞ！」

　声と同時に、身体がぐんっと後ろに傾かたむいた。二海がすばらしい跳ちよう躍やく力で、巨きよ大だいな帆はん船せんの甲かん板ぱんへと飛び上がったからだ。悲鳴を上げかけたが、どうにかそれを飲み込んで、みこは振り落とされないよう二海の背にしがみついた。そして、かっと目を見開く。

　これから先何が起ころうとも、真実からは決して目をそらさないと、覚かく悟ごを決めて。




　船の甲板には、十人ほどの男達がいた。おそらく彼らは乗組員だろう。みんな筋きん骨こつ逞たくましく、やたらに攻こう撃げき的な獣じゆう気きを放っていた。

　みこは彼らに気付かれないよう、人の姿に戻った二海と二人で船室の扉とびらへと向かう。幸いな事に、甲板の男達は桟橋で騒いでいる煙太達が気になるようで、みな手すりに集まってそちらを見下ろしていた　彼らに見つからないよう息を詰つめて扉をくぐったみこは、二海も続いたのを確かく認にんしてそっとそれを閉める。

　扉を背にして、みこはようやく大きく息をつく。だがまだまだ安心はできなかった。

　気を引き締しめて、船内の様子を窺うかがう。船の外がい壁へきは鉄のようだが、船内はほぼ木造のようだ。天てん井じようも低くて廊ろう下かもかなり狭せまい。背の高い二海など、身を屈かがめなければ先には進めない程ほどだ。

「こんな時じゃなかったら、ゆっくり見て回りたかったな」

　思わず小声で呟いてしまう。見た事のない道具や仕し掛かけがたくさんあるようだ。こんな大きな船がどうやって動いているのかも気になるが、今はそんな場合ではなかった。

「みこ、アーサーの部屋はどの辺りだ？」

「えっと、甲板を降りた階だって言ってた。船せん尾びの方だって」

「じゃあ今いる階だな。船尾はこっちだ、行こう」

　二海に続いて、みこは足音にも気をつけながら船尾へと移動する。船の周りや甲板には見張りがいたが、船内には乗組員の姿はなかった。どうやら桟橋で騒ぎを起こしている煙太達の方へ、みんな行ってしまっているようだ。

　火を灯ともした硝子ガラス製の照明のおかげで、薄うす暗ぐらいが足あし下もとが見えないというほどでもなかった。狭い廊下を注意しながら進んでいくと、ふと廊下の先に男が二人立っているのに気付く。みこはすぐに足を止め、廊下の曲がり角に身を隠した。

「あの白しろ塗ぬりの扉だけ、すごく凝こった模様が彫ほってあるよ。あれって、アーサーが求きゆう婚こんする時にくれたバラって花だと思う。あの花が大好きだって、アーサーが言ってた」

　バラの花が優美に咲さく姿が彫り込まれた扉を見て、二海が呆あきれたように肩を竦める。

「あの王子様が好きそうな感じだな。見張りもいるし、あそこがアーサーの部屋で間ま違ちがいないだろう……ん？　おかしいな。あれ見てみろよ」

　二海がそっと指さした方を見つめて、みこも同じように眉まゆ根ねを寄せた。

「本当だ、おかしいね。あの扉、取っ手の所に鎖くさりと鍵かぎがしてある。あれじゃまるで……」

　みこはそこまで言って口を噤つぐんだ。見張りがいるのは判る。アーサーは王子なのだから、外敵の進入を防ぐ為ための見張りだろう。だがもしそうなら、なぜ扉の外から鎖と鍵がかけてあるのだろうか。あれではもし中に人がいたら出られない。

「アーサー、部屋にいないのかな？　留守だから部屋に鍵をかけてる……とか？」

「……いや、違ちがうな。よく見てみろ。見張りが殺気立ってる。しかもあいつらの獣気は外に向けられてない。あいつらが気にしてるのは、部屋の中だ」

　それが意味するものに気付いて、みこの心にまさか……という疑ぎ惑わくが浮うかんだ。

（そ、そんなはずないよね。だってここはアーサーの船なのに。彼らはアーサーを守る為の船の乗組員のはず。でも……）

　みこはふと、先程甲板にいた男達を思い出す。そういえば、彼らもやたら攻撃的な獣気を放っていた。桟橋で煙太達が騒いでいるせいかと思っていたが、それにしてもこの船全体の空気が何となくよどんでいる気がした。二海が、そっと辺りを見回す。

「船に入った時から、すごく嫌いやな感じがしてるんだ。雰ふん囲い気きが物々しいんだよ。まるで戦場にでもいるみたいに、乗組員達が殺気立ってる。……みこ、これは俺の勘かんだが、もしかしたら俺達が思ってる以上に、とんでもない事がこの船にも起こってるのかもしれない。あの部屋、確かめた方がいいだろうな」

　みこも背筋がぞっとするほど嫌な予感がしている。頷くと、二海が壁かべに掛かけられていた硝子製の照明を取り外す。中の火をふっと吹ふき消して、見張りがいる方へ思いっきり投げた。

　照明が見張り達の向こうに飛んでいき、パリーン！　と音を立てて落ちる。その音と飛び散った硝子に驚おどろいた見張り達が、音がした方へと振ふり向いた。こちらに背を向けたのを見届けて、みこは懐ふところに手を入れる。

　そこには、三ヶ月前のあの時から使っていなかったなぎなたがあった。短く縮めていたなぎなたの端はしを握にぎってするりと伸のばし、そのまま彼らに向かって素す早ばやく駆け寄った。

「はぁっ！」

「ウグッ……！」

　呻うめいたのは、見張りの男達だ。みこになぎなたでみぞおちを突つかれ、二人ともばったりとその場に倒たおれ込んで気絶した。

「おい、みこ！　お前は本当にすばしっこいな。俺がいる時は俺に任せとけよ。危ないだろ」

　呆れたように駆け寄った二海に、みこは肩を竦める。

「二海は力は強いけど身体が大きいから、こういう狭い所だと不利でしょ。わたしは身軽さが取り柄えだから、素早い攻撃に長たけてるの。適材適所で行こうよ」

「……ミコ？　ミコなのか……？」

　そこへ扉の向こうから、かすかな声が聞こえてきた。それがアーサーのものだと気付いて、すぐに扉に近寄る。外から鍵をかけられた部屋に彼はいるのだ。それはつまり……。

「アーサー、いるの？　話があって来たんだ。そこから出てこられる？」

「ムリだ。閉じ込められているんだ。君達もスグに逃にげろ。この船は──乗っ取られた！」

　想定していた中でも一番最悪な事態に、みこと二海は目を見開いて、息を吞のんでいた。




「あったぞ、鍵だ」

　二海が、先程みこが倒した見張りの服から鍵を探し出して、持ってきてくれた。みこはそれを受け取って、大きな鍵かぎ穴あなに差し込む。ガチャリと錠じようが開く手て応ごたえがあって、ジャラジャラと鎖が揺ゆれた。二海が扉の取っ手に巻き付いていたそれを解いて、やっと扉が開く。

「アーサー！」

　みこが慌てて足を踏ふみ入れると、船内にしてはずいぶんと広い部屋だった。白い壁かべ紙がみはしみ一つなく、置いてある家具は江え戸ど城じようのアーサーの部屋にあった物と同じようだ。部屋の奥には見覚えのある天てん蓋がい付きの寝しん台だいがあって、そこから呻くような声が聞こえた。

「大丈夫？　アーサー！」

　駆け寄ると、寝台の真ん中にアーサーが横たわっていた。顔色は悪く、みこが声をかけても視線を動かすだけで、身体はぴくりともしない。

「ミコ、ニカイ。どうしてここに……。いや、それより逃げるんだ。この船は乗組員達によって乗っ取られてしまった。ここにいてはキケンだ！」

　船の様子がおかしいのには気付いていた。乗組員達がやたらに殺気立っているのにも。だがまさかそんな事になっているなど信じられなくて、みこは二海と目を見合わせた。

「と、とにかく、逃げるならアーサーも一いつ緒しよに行こう」

「ワタシはダメだ。何か薬を飲まされたらしくて動けない。江戸城にいたはずなのに、目が覚めたらこの部屋にいたんだ。乗組員に大人しくしていろと言われたよ。アイツらみんな、デズモンドの命令を受けているようだ」

　聞いた事のない名前に眉根を寄せると、アーサーがふんっと鼻を鳴らした。

「ワタシの兄だ。グレートビースト国の第二王子で、海軍の将軍でもある。アイツには嫌きらわれていてね、油断するとこういう目に遭あうのさ」

　自由に動けるのは顔だけらしい。わずかに頭を振って、アーサーが大きく息を吐はき出した。

「だがコレはワタシの国の問題だ。君達には関係ない。ケガをする前に船から出るんだ」

「そうはいかない。俺達はお前に話があって来たんだ」

　二海に金色の目で睨にらまれて、アーサーが苦く笑しようした。

「何の話だ。ワタシはこの通り少々マズイ状態にある。話なら後にしてくれないか」

「いや、こっちも色々と事情があって急ぐんだよ。とりあえず俺の話を聞け。……お前達が姿を消した前の日に、江戸城から大切なものがなくなったのが判った。正確には、何者かに盗ぬすまれたんだ」

　アーサーが訝いぶかしむ表情で、二海を見上げる。

「大切な物……？　一体ナニを盗まれたんだ？」

「百ひやく獣じゆう国こくの情報が書かれた巻物だ。とても価値ある物だよ。特にお前のような外国人にはな」

「はっ、バカバカしい。ワタシを疑っているのか？　そんな物があるなんて、今聞かされるまでまったく知らなかった。ワタシは犯人ではない！」

「だがお前が一番あやしいんだよ。もしお前の国が百獣国を狙ねらってるなら、巻物の情報があれば、かなり攻せめ入りやすくなる。王子のお前からしたら、喉のどから手が出る程ほど欲しいはずだ」

　アーサーが紺こん碧ぺきの目をかっと見開いた。その顔は興奮したように紅潮している。

「バカな事を言うな！　それをさせたくないから、ワタシはこんな東の果てまで奇き跡せきの女め神がみを探しに来たんだぞ！」

　みこは思わず眉根を寄せた。なぜ今、奇跡の女神の名前が出たのだろう。そのまま寝台の傍かたわらに膝ひざをつき、アーサーと目を合わせる。彼ははっとしたように、慌あわてて視線をそらした。

「アーサー。今のどういう意味なのか教えて。みんなはあなたをあやしいと言うけど、わたしにはそうは思えないんだ。だからお願い。本当の事を聞かせて。何か目的があって百獣国に来たんでしょう？　奇跡の女神を探す為でも、秘伝の巻物を盗む為でもない、あなたはあなた自身の正義を貫つらぬいて、ここに来たようにわたしには思えるんだ」

　そらされた視線を追う。すぐ近くにある紺碧の瞳ひとみが揺れていた。

「ワタシは……奇跡の女神を探しにきたんだ。彼女を花はな嫁よめにする為に……」

「こんな状じよう況きようになっても、まだそんな事を言ってるのか？」

　二海がため息をつくと、アーサーはすっと目を閉じ、仕方なさそうに口を開く。

「こんな状況だから言うんだ。おそらくその巻物とやらを盗んだのは、デズモンドの手の者だろう。アイツの密命を受けた者が、この船にいたとしてもおかしくはない。──あの愚おろかな兄を止められるのは、伝説の〝奇跡の女神〟だけなんだ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしは、じっとみこに向けられていた。

「ワタシの国は……この国と同じくらい小さな島国だ。だけど、世界一といわれる海軍を持っている。以前は国に攻め入ってくる敵に対たい抗こうする為の海軍だったが、今は違う。兄のデズモンドが将軍になってから、領土を広げようと海軍を率いて他国に戦争を仕し掛かけるようになった」

　初めて聞く話に、みこは思わず息を吞む。二海もぐっと眉根を寄せて、目を眇すがめていた。

「そのデズモンドは第二王子なんだろう？　女王や、世よ継つぎの王子は何をしてるんだ」

「母はスバラシイ女王だが、もう高こう齢れいだ。一番上の兄は身体からだが弱くて、とてもデズモンドを抑おさえられない。ワタシは上二人の兄とはずいぶんと年が離はなれていて、大臣達や兄達からはいつまでもコドモ扱あつかいされている。結局今、我が国の実権を握っているのはデズモンドだ」

　悔くやしそうにアーサーが唇くちびるを嚙かむ。いつも陽気で明るい彼からは想像もつかないような、辛つらそうな表情をしていた。

「デズモンドが率いる海軍の他国への進軍は、もう十年も続いているんだ。そのせいで国民は疲つかれ果てている。戦いに男が駆かり出されるから、残るのは女子供ばかり。領土は広がっているが、民たみは貧しさに苦しんでいる。ワタシはそれを何とかしたかった。だからもう進軍は止めるよう兄や大臣達を必死で説得したのに、彼らはワタシの話に少しも耳を貸さない」

　そこで、再びアーサーはみこに目を向けた。

「悩なやんでいたワタシは、国一番の予言者の所へ行った。彼女は未来を知る力を持っている。デズモンドの進軍の時も、彼女の予言がトテモ役に立っていた。彼女はこう予言した。──東の島国に暗黒の時代に現れるという奇跡の女神がいる。今のグレートビースト国を救えるのは彼女だけ、と」

　紺碧の瞳がみこを見つめている。必死ささえ窺うかがわせる眼差しに、戸と惑まどいすら覚えてしまう。

「奇跡の女神の話は、長い間ワタシの国に伝わっている。ほんの小さなコドモでも知っているぐらいだ。彼女を国に迎むかえ入れられれば、国民や大臣達は一目置くだろう。デズモンドもその存在をムシできない。そんな女性を妻にすれば、みんなもワタシの意見に耳を貸すはずだ」

「自分の力が足りないから、伝説の女神とやらの栄光にすがろうっていうのか？　お前はそんな事の為ためにみこに求きゆう婚こんしたのか」

　二海の冷たい声が船室に響ひびく。かっと目を見開いたアーサーが、二海を睨みつけた。

「そんな事ではない！　ワタシだって他ほかに方法があれば、こんな東の果てまで来なかった。……もうこれ以上、戦いのせいで民が苦しむのを見るのは嫌だ。ワタシなりに止められる唯ゆい一いつの手段を探した結果がコレなんだ。その為にワタシは命がけで海を渡わたってここまで来たんだ」

　必死の叫さけびが胸を打った。とんでもない言い分だと思うが、真しん摯しな思いは十分伝わってきた。

「それに予言は当たっている。この国には獣けものの姿をもたないエンカヒメがいた。彼女はその神の力で、大雨を降らせて江戸城の火を消し、江戸の町を救ったじゃないか！」

　アーサーがやっとの事で、少しだけ右手を上げた。みこはとっさにその手をとる。

「頼たのむ、エンカヒメ。その神の力でワタシの国も救ってくれ。ワタシの国もこの百獣国と変わらない。ワタシがコドモの頃ころは、平和でトテモいい国だった。それなのに、たった一人の愚かな男のせいで、みんなもう十年も苦しんでいる。ワタシはまたみんなを平和な暮らしに戻もどしてやりたいんだ。それ以外は何も望まない！」

　握にぎった手が熱かった。初めて本気で話すアーサーを見た気がした。その熱い思いに答えたいという気持ちがこみ上げてくる。だけど……。

「わたし、わたしは……」

　しどろもどろな返事しかできなかった。アーサーの国の人々が苦しんでいて、彼らを救う手伝いが自分にもできるというなら、やれるだけの事をやりたいとみこは思う。

　戦いに明け暮れる生活は、想像もつかないほど苦しいだろう。他国に進軍したせいで、家族を失った人々も多いだろう。見た事もない外国の人々だけど、きっとみんな百獣国に住む人達と同じだ。毎日食べて働いてぐっすり眠ねむって家族で笑いあう、そんな幸せな日々を過ごして欲しい。外国なんて見た事もないから不安だが、もし本当に自分が役に立てるなら、勇気を出して百獣国を出てみてもいいのではないかとさえ思ってしまう。

　だがどれだけみこがそう思っても、駄だ目めなのだ。自分にはもう、アーサーが期待するような神通力は一いつ切さいないのだから。

「ごめんなさい。今のわたしにはもう、あなたの国の為に役に立てる力なんてない……」

　呟つぶやくような声は、我知らず震ふるえていた。アーサーがそれでも口を開こうとしたが、二海が右手を軽く上げてそれを止める。

「その話は後にしよう。見張りがそろそろ目覚めるかもしれない。まずはここを出るぞ」

　二海が軽々とアーサーを横よこ抱だきにした。動けない身体で、それでも抗こう議ぎの声が上がる。

「ナニをする！　お前に抱かかえ上げられるなんて、屈くつ辱じよくだっ」

「しょうがないだろ。動けないんだから。このままだったら命も危ないぞ。お前は気に入らんが、みこの婚こん礼れいを教えてくれた借りがある。だから大人しく俺に運ばれろ」

　悔しそうにしていたアーサーだが、やがて観念したのかふんっと鼻をならして、やっと静かになった。みこは二海の前に立ち、さっと部屋の扉とびらを開ける。アーサーの話がぐるぐると頭の中を駆け回っていた。だがまずは、この船から無事に脱だつ出しゆつする事だけを考えなければ。

　みこはそう心に決めて、二海と一緒に廊ろう下かに駆け出した。




「グゥッ！」

　みこはなぎなたを振ふり上げて、廊下でばったりと会ってしまった乗組員の腹を一いち撃げきした。倒たおれた男をぴょんっと身軽に飛び越こえて、前方に誰だれもいないか確かく認にんする。安全だと判断して、さっと二海を手招いた。

「みこは本当にけっこう強いな、びっくりした」

　二海が目を丸くしている。彼に抱えられているアーサーも同様だ。みこはなぎなた片手に、腰こしに手を当てた。

「もう体調は万ばん全ぜんだもの。アーサーは身体が大きいから、わたしが運ぶのは無理だけど、突とつ破ぱ口こうを開く事はできるよ。任せて！」

「ミコ、ワタシのメイド達以外の乗組員は、みんな敵だと思っていい。彼らは海軍の軍人だ。デズモンドの息がかかっているだろう。──その通路を右に行くんだ。そっちの方はあまり使われていない倉庫だから、甲かん板ぱんまで遠回りだけど乗組員に会う可能性が少ない」

　二海達を先導して走りだしたみこは、アーサーの言う通り角を右に折れた。走りながら、二海が呆あきれたような声を上げる。

「乗組員が海軍の軍人って、何だってそんな奴やつら連れてきたんだよ。お前、兄貴に狙われてる自覚はあったんだろ？」

「仕方ないだろう。王室には、海を越えて百獣国まで来られるような装備の船が、海軍にしかなかったんだ。ワタシの国の海軍は世界一だ。長い航海に海軍の軍人達ほど頼たよれる者はいない。それにワタシはアイツらが全員でかかってきても、勝つ自信があったんだ」

「薬を飲まされて、動けなくなってなきゃな。まったく、意い地じ汚きたなくやたらなものを口にするからそうなるんだ」

「……いいや、気をつけていたさ。ワタシは、誰が作ったのか判らないものは食べないからな」

　アーサーがやや俯うつむき加か減げんで呟いた。みこはふと思い出す。彼は江え戸ど城じようでも中庭に専用の台所を作って、そこでブレイクに調理させていた。

「あれっ、そういえばブレイクはどうしたの？」

　走りながら、みこは背後のアーサーに顔を向けた。今いま頃ごろ気付いたが、いつも影かげのようにアーサーに付き従っているブレイクの姿がない。そういえば、部屋にも彼はいなかった。

「……判わからない。目覚めた時にはもういなかった。婚礼の前にニカイを呼びに行かせて、その夜に帰ってきたのを見たのが最後だ」

「じゃあ、彼もどこかに捕つかまってるのかも。探さなきゃ！」

「いや、みこ。一度ここから出て、アーサーを安全な所に移すのが先だ。これでも王子だからな。百ひやく獣じゆう国こくで何かあったら、それこそ攻せめ入られる原因になるぞ」

　二海に説得されて、仕方なく頷うなずいた。確かにまずは一度船を出て、みんなと合流した方がいいだろう。それからまた改めて対策を練ればいい。それにアーサーがどんな薬を飲まされたのかも判らない。早く医者に診みせた方がいいだろう。

　アーサーの誘ゆう導どうのおかげで、その後は乗組員には出くわさず、甲板に続く扉の前まで来られた。ほっとしつつ扉に手をかけてそっと開いたみこは、途と端たんに固まったように動きを止める。

「どうした、みこ……くっ！」

　二海が息を詰つめた。開いた扉の向こうにはずらりと男達が並んでいた。おそらく二十人はいるだろう。みな眼光鋭するどい目でこちらを睨にらみ、攻こう撃げき的な獣気を全身から発しながら、じりじりとにじり寄ってくる。みこは一いつ瞬しゆん船内に逃にげ込もうかと思ったが、それは自分達にも不利だと気付いた。狭せまい通路では大おお柄がらな二海は動きにくいし、長いなぎなたも使いにくい。

　同じ事を思ったのだろう。二海がみこを促うながして甲板へ出て、床ゆかにアーサーを横たえた。

「ニカイ、一人で立ち向かうつもりか!?　ワタシも戦う！」

「ありがたい申し出だが、動けないのにどうするつもりだ。……みこ、アーサーといろ」

「でも……！」

「駄目だ！　お前はもう神通力が使えないんだ。多少なぎなたの腕うでは立ったとしても、こんなに大人数相手にどう戦う。しかもこいつらは軍人なんだぞ。はっきり言うが足手まといだ。お前は俺が守るから、ここでじっとしていろ」

　言い置いた二海が、変化を始めた。彼が黒い狼おおかみへと姿を変えるのを見つめつつ、みこは悔くやしさのあまりぐっと拳こぶしを握りしめる。二海が足手まといだと言ったのは本当の事だ。自分が戦いに加われば、二海はそれを気にして思いっきり動けないだろう。

　それでもみこは、こんな時に役に立てない自分が悔しくて悔しくて、涙なみだすら浮うかんできそうだ。そんな自分を律する為にも、握っていたなぎなたを乗組員達に向けて睨みつけた。

（こんな時に、神通力が使えたら……）

　ほんの一いつ瞬しゆん頭あたまに浮かんだ言葉に、みこは愕がく然ぜんとした。

（わ、わたし、また何を考えてるの？　なくしてしまって、それでよかったと思ったはずだよ。これでみんなと一いつ緒しよに普ふ通つうに暮らせるって、そう思ってたはずなのに……）

　みこが目を見開いていると、乗組員の一人がこちらに襲おそいかかってきた。すぐに気付いて慌あわててなぎなたで打ち払はらう。そしてじりじりと近寄ってくる乗組員達を睨みつけた。

　今は余計な事を考えている場合ではない。敵だけに集中しなければ。

　みこはそう心に決めて、アーサーを守るようになぎなたを構え直した。




　乗組員達全員が、百獣国では見た事がないどう猛もうな四つ足の肉にく食しよく獣じゆうへと姿を変えていた。一いつ匹ぴき一いつ匹ぴきは大した事はないが、数が多すぎる。みこは目の前で戦う闇やみ色の狼の姿をした二海を、はらはらしながら見つめていた。

「ニカイ！　ハイエナはしつこいぞ。きちんととどめをさせっ」

　アーサーの助言を聞いて、二海が倒れているハイエナと呼ばれる獣けものを、もう一度力強い足で踏ふみつけた。動けなくなったのを確認して、また次の相手に立ち向かう。もうどれだけ敵を倒したか判らないのに、ハイエナは次から次へと現れる。

「グルルルルルッ」

　闇やみ狼ろうが戦っている隙すきをついて、別のハイエナが牙きばをむいてこちらに駆かけ寄った。みこはすぐさま、なぎなたで鼻はな面づらをなぎ払う。

「キャインッ！」

　鳴き声を上げて甲板に倒れ込んだものの、その背後には同じくどう猛なハイエナが、ずらりと並んでいた。獲え物ものを狙ねらうぎらぎらとした目で睨まれて、みこはさすがに後ずさる。

「こないでっ」

　叫さけんで、威い嚇かくするようになぎなたを振り回した。いつもならどんな状じよう況きようだろうと、気を強く持っていられる。どんなに恐おそろしい敵でも、負けない自信が腹の底からわいてくる。

　だけど今日は違ちがう。睨みつけてくる獣の群れが震えるほど恐ろしい。それがなぜなのか、みこは薄うす々うす気付いていた。

（前はどんなに苦しい状況になったとしても、最後の手段の神通力があった。あれを使えば、何とか勝てるはずってそう思ってた。でも今は……）

　一通りの武術は身につけているし、なぎなたの腕は侍さむらいにもひけを取らない。だけどこうしてどう猛な獣達に囲まれると、すさまじい恐きよう怖ふがこみ上げてくる。

　みこが必死でなぎなたを振り回して威嚇していると、それを避さけて一いつ匹ぴきのハイエナが空中へと飛び上がる。みこが目を見開くと同時に、こちらに向かって急降下してきた。

「きゃっ！」

「みこっ」

　白い牙が肌はだに食い込む瞬しゆん間かんを想像して、背筋がぞっとした。だが、その痛みはしばらくたってもやってこなかった。みこは慌てて目を開けて、思わず声を上げた。

「二海っ！」

　すぐ間近で、襲ってきたハイエナに体当たりしている闇狼がいた。二匹ひきはそのまま甲板にもつれるように倒れ込む。体勢を崩くずした所で、近くにいたもう一匹のハイエナが牙をむいた。

「危ないっ」

「ガゥッ」

　みこが叫ぶのと、黒い毛並みに白い牙が食い込んで、闇狼がうめき声を上げたのは、ほぼ同時だった。嚙かみつかれた痛みで、闇狼が一瞬身体からだを丸め込む。その隙をついて、他ほかのハイエナ達も一いつ斉せいに襲いかかろうとした。

「駄だ目め……！」

　みこは彼らより早く飛び出して、闇狼の背中に食いついているハイエナに、なぎなたを思いっきり叩たたき付ける。ガツンッと重い手て応ごたえがあって、ハイエナが白目をむいて倒たおれ込んだ。二海がその隙に起き上がり、襲いかかろうとしたハイエナ達を威嚇するように唸うなった。

「下がってろ！　みこっ」

　背中から血を流しつつ、二海がみこを庇かばってハイエナ達と相対した。

（わたし、本当に足手まといになってる。わたしがいるから、二海が思いっきり戦えないんだ。本当だったら、これだけ数に差があっても、負ける二海じゃないのに……！）

　二海の痛々しい傷から流れる赤い血を見ると、悲しくて悔しくて自分が情けない。唇くちびるを嚙みしめていると、ハイエナ達が急に円を描えがくように周りを取り囲んだ。

「一斉に攻撃する気だ。マズイぞ！」

　アーサーの声に、みこは目を見開く。まだ獣は十匹ぴき近くいる。全員で一斉に飛びかかられたら、さすがの二海もただではすまない。

　みこは腰こしに手をやった。そこには守り刀がさしてある。もう必要ないはずなのに、持って歩くのが癖くせになっていた。みこはその守り刀を素す早ばやく取り出す。

「みこっ。何をする気だ！」

「身体も回復したし、もしかしたらまた神通力が使えるかも……」

「無理に決まってるだろ！　やめろっ」

　二海の制止を聞かず、みこは守り刀をすっと抜ぬいた。この危機的な状況で、ただ守られているばかりなんて嫌いやだった。自分のせいで二海は傷を負ってしまったのだ。何とかして、彼の役に立ちたかった。

　銀色の刃はが月明かりに照らされて鈍にぶく光っている。その刃を腕に当てると、背筋が震ふるえるほどひやりとした感かん触しよくが伝わった。それでもみこは、意を決して刀を引く。

　滲にじんだ赤い血を守り刀に垂らして、それを夜空へと掲かかげた。

「お願い、神しん獣じゆう鳳ほう凰おうよ、わたしに力を貸して。神じん炎えん乱らん舞ぶ！」

　祈いのりを込めて、みこは叫ぶ。それと同時に、炎ほのおの固まりが宙に浮かぶ……はずだった。

　だが守り刀は光らず、身体には何の変化もない。辺りにも炎の固まりが現れる事はなかった。みこは思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう。そこへ近くにいたハイエナが、飛びかかってきた。

「無理だって言っただろう。下がってろ！」

　二海がそのハイエナに体当たりした。そのまま敵と一緒にごろごろと甲かん板ぱんを転がっていく。体勢を崩した二海を、他のハイエナ達は見み逃のがさなかった。周りにいた獣達がまずは二匹、二海に向かって飛びかかろうとする。

「二海、危ない……！」

　二海がたくさんの獣達に嚙みつかれ、血だらけになる様が頭をよぎって、みこは思わず叫ぶ。

　だが、その脳のう裏りに浮かんだ光景は、現実にはならなかった。

「キャイン！」

　悲鳴を上げたのは、二海に飛びかかろうとしたハイエナ達の方だ。みると、彼らの身体に手の平ほどの長さのクナイが刺ささっている。

「二海さんに怪け我がさせないでよ。僕ら護衛だから、二海さんに何かあると怒おこられちゃうんだ」

　甲板の手すりに立つのは、青い目を光らせた一陸だ。隣となりには、腕うで組ぐみした空三と、がくがくと足を震わせている煙太がいる。

「ええ、母が目くじら立てて追いかけてくるでしょう。せっかく世話した仕事なのに、護衛も満足に出来ぬのかと。母の鉄てつ扇せんで思いっきり叩かれると骨が折れてしまうので、できたら勘かん弁べんして頂きたいものです」
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「みこ！　わ、わいが助けたるからな。ま、ままままま任せときやっ」

「一陸、空三、煙太さんもっ」

　三人がひらりと手すりから飛び降りる。ハイエナ達に向かって構えつつ、一陸が声を上げた。

「僕と空三で相手するから、煙太は二海さんを手伝って、みこちゃん達をここから連れ出して。戻もどってこなくていいよ。お前は怪我がまだ治ってないし。まあ、怪我してなくても邪じや魔まだけど」

　一陸が可愛かわいらしい笑えみで強きよう烈れつな嫌みを放ったが、煙太は反論もせずにこくこくと頷うなずいた。

「そ、そうさせてもらうわ。わい、こんな肉食獣相手に戦えへんもん。とりあえずみこさえ無事ならそれでえーねん。行くで、みこ！」

　煙太がそそくさとこちらに駆け寄った。そして動けないアーサーに気付いたのか、彼に肩かたを貸す。闇狼の姿のまま、二海が一陸達に顔を向けた。

「任せて大だい丈じよう夫ぶなんだな」

　一陸が、肩を竦すくめてふふっと苦く笑しようした。

「二海さんは……本当に優やさしいなぁ。聞かなくても、倒せって一言命令すればいいんだよ。忍しのびである僕にとって、主君の命令は絶対なんだから」

「そうですか？　私にとっては、主君より師し匠しようの方が大事ですが。師匠の敵は弟で子しである私の敵。師匠に牙をむく敵のせん滅めつは、この空三にお任せ下さい！」

　舞ぶ台たいに立った時のように片足を踏みしめて、空三が見み得えを切る。みこは人の姿に戻った二海に着物を着せかけ、怪我している彼に手を貸して立ち上がらせた。

「一陸、空三。無理しないでね。時間を稼かせいだら逃にげて！」

　江え戸ど城じよう一の居合いの達人である空三と、忍しのびの一陸。彼らにならこの場を任せても大丈夫だろう。最悪足手まといのみこ達がいなければ、逃げる事だってできるのだ。

　そう、今の自分は彼らの足手まといにしかなれない。その事実が深く胸に突つき刺さる。

　みこはそれが悔くやしくて悔しくて、たまらなかった。
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　夜の砂すな浜はまは、甲板での騒さわぎが噓うそのように静かだった。はしごを使ってようやく船から下りたみこは、二海に手を貸して近場にある木こ陰かげまで連れて行く。煙太は細い身体の割に力はあるらしく、動けないアーサーをどうにか運んでみこの後をついてきていた。

　木陰に座らせると、二海が冷や汗あせを額に滲ませているのに気付く。慌あわてて背後に回り込んで、みこは思わず声を上げた。

「二海、ひどい血だよ……！」

　黒い着物だったから判りにくかったが、どす黒い血が染しみこんでいる。慌てて着物を脱ぬがせて上半身を裸はだかにし、懐ふところから出した手ぬぐいを傷に押し当てて止血した。

「平気だ。見た目ほどひどくない。大したことないから」

「大したことあるよ。だって血が止まらないよ。血がいっぱい流れたら、寒くなって立ってられなくなって、それであの時のわたしみたいに……」

　みこは三ヶ月前の自分を思い出した。大きな神通力を使う為ためにたくさんの血が必要だった。みんなを救えたのだから後こう悔かいはしていなかったが、自分の中の命が血と一いつ緒しよに流れ出していっているような気がして、怖こわくて怖くて仕方なかった。

「……みこ。こんなのはただのかすり傷だ。あの時のお前とは全然違ちがう。大した事はない。そろそろ血が止まったんじゃないか？」

　優しい声に導かれるように、みこはおそるおそる手ぬぐいを外してみる。確かによくよく見てみると、傷は大きいが深くはない。先さき程ほどまで流れていた血も、今は滲む程度だった。

「みこ、さらしがあるで。必要かもしれへんと思って持ってきてん」

　煙太が背負っていた布ぬの袋ぶくろを取り出した。二海が軽く目を見開く。

「お、用意がいいな。煙太」

「せやろ。……わいはあんまり強うもないし、せめてこんな時の為の用意ぐらいはせんとな。あ、傷にきく膏こう薬やくもあるから、それを貼はってさらしを巻くとええ」

　煙太から薬とさらしを受け取って、みこはできるだけ傷に触さわらないようにしながら、背中に膏薬を貼る。煙太がさっと背を向けた。

「喉のどが渇かわいたやろ、水くんでくるわ。ついでに近くに医者がおらんか、その辺で聞いてくる」

　言うが早いか走りだした煙太を見送って、みこは二海の手当てを続けた。

「ごめんね」

　大おお柄がらな身体からだにさらしを巻き終えてぽつりと呟つぶやくと、背を向けていた二海がこちらをむいた。

「何で謝るんだよ」

「わたしのせいで怪我させちゃったから。神通力さえ使えればこんな怪我すぐに治せるのに」

　再び唇を嚙かみしめると、身体ごと正面に向き直った二海が、優しくみこを抱だきしめた。

「いいや、お前が怪我をするのが嫌だったから、俺が勝手に庇ったんだ。お前は気にしなくていい。それに神通力なんていらないさ。お前は俺が守るし、その為に負った傷は俺の誇ほこりだ」

　広い胸に抱きしめられて、みこは顔を赤らめつつも、その温ぬくもりにほっとしていた。こういう事は、結けつ婚こんした人同士でないとしては駄目だとアーサーに言われたけれど、今はそんな事を気にしている余よ裕ゆうもなかった。

「二海が無事でよかった……ほんとによかった……」

　躊ちゆう躇ちよしつつも、みこは二海の腰にそっと腕うでを回した。途と端たんに、二海が優しく微笑ほほえむ。

「おっ、みこから抱きしめてくれるなんて奇き跡せきだな。嬉うれしくてすぐに傷きずも治っちまうかもな」

　二海の軽口に、みこは思わずくすりと笑ってしまった。

「……そんな訳ないだろう。このバカップル」

　木にもたれていたアーサーが、ようやく動けるようになったのか、億おつ劫くうそうに身を起こす。

「バカップル……よく判らないが、あんまりよさそうな意味じゃないだろ」

「どうだろうな。君達のように、周りにいる者の事も考えずにイチャつく恋こい人びと同士の事だ。……ミコはイエミツの恋人だと思っていたが、そうでもないようだな」

「ああ、そうだ。みこは俺の恋人だ。兄貴もそうだが、お前にも渡わたすつもりはない。お前の国の事情は判ったが、みこはもう神通力は使えないんだ、これ以上こいつを巻き込むな」

　二海がみこを抱きしめたまま、アーサーを睨にらみつける。彼は木に摑つかまりながらどうにか立ち上がり、何か言おうと口を開きかけた。だが突とつ然ぜんその瞳ひとみが大きく見開かれる。

　視線はみこ達の背後だ。何事かと振ふり返ると、いつの間にかそこにブレイクが佇たたずんでいた。

「ブレイク、よかった、無事だったんだね。心配して……」

「ミコ、行くな」

　ブレイクの方へと足を向けたみこを、アーサーが鋭するどい声で引き留めた。振り返ると、見た事もないほど怒いかりに満ちた視線を、ブレイクに向けている。

「今まで、ドコに行っていた、ブレイク」

「…………」

　質問にも答えず、ブレイクはぶらりと両手を下ろし、視線も砂浜に向けられたままだった。

「お前がイナイ間に、船を乗っ取られた」

「…………」

「江戸城から、タイセツな巻物も盗ぬすまれたそうだ」

「…………」

「口がきけなくなったのか？　いいや、チガウな。お前は答えられないんだ。ワタシを裏切って、あの愚おろかなデズモンドの手先になったから」

　アーサーが突きつけた言葉に、ブレイクはまたしても何も言わなかった。俯うつむいているせいで、彼の顔が見えない。みこは慌ててアーサーの許に駆かけ寄った。

「何を言ってるの？　ブレイクがあなたを裏切るはずないでしょ」

　アーサーが首を振る。近くで見ると、怒りの表情の中にわずかな悲しみの色があると気付く。

「いいや。ワタシはブレイクが作った物しか口にしない。乗組員達がデズモンドの部下だと判っていたから、毒でも入れられたら大変だと思って、食べる物には気をつけていた。それなのに、ワタシはブレイクが煎いれた紅茶を飲んだ後、動けなくなって意識を失った。──こいつが裏切ったとしか考えられない」

　ブレイクは肯こう定ていも否定もしない。だけど、それが答えのようにみこには思えた。

「さあ、お前はデズモンドにどんな命令を受けている？　ワタシをどうしろと言われた？」

　ずっと押し黙だまっていたブレイクが、ようやく顔を上げた。月明かりを背にしているから、彼の表情は窺うかがえなかった。冬の海を思わせる冷たくて抑よく揚ようのない声が、砂浜に響ひびく。

「事故に見せかけて──コロセと」

　夜の砂浜に、秋のひんやりとした風がさあっと吹ふき抜ぬけていった。




　アーサーは怒りの獣じゆう気きを隠かくそうともしなかった。みこはその強大な獣気に思わず後ずさる。

「許さないぞ、ブレイク！」

「……許さなくて、けっこうです」

　目は伏ふせたまま、声は消え入るようだった。その様子を見ていたみこは、何かがひっかかった。だが怒りに満ちたアーサーは、ブレイクの様子に気付かないようだ。

「飼い犬に手を嚙まれるとはな。行ぎよう儀ぎの悪い犬はこの手で処分してやる。それが主人の務めだ」

　アーサーの変化が始まった。髪かみと同じ長い黄金のたてがみ。腕も足も、口元から覗のぞく牙きばさえも太くて逞たくましい。隆りゆう々りゆうとした筋肉に覆おおわれた四つ足の獣は、そのどう猛もうなうなり声一つで、周りの空気さえも振しん動どうさせた。

　だが相対するブレイクは、本ほん性しようを出そうともしなかった。その場で俯いたまま、ただ静かに立ち尽つくしている。

「駄だ目めだよ、アーサー！」

　身を乗り出して止めようとしたが、さっと二海に腕を摑まれた。

「みこ、これはあいつらの国の話で、あいつらが解決しないといけない問題だ。よそ者の俺達が口を挟はさむべきじゃない」

「でも、ブレイクが変だよ。全然戦おうっていう意思がみえない。あのままじゃ怒おこったアーサーに殺されちゃう！」

　みこは二海を振り切って、アーサーの前に飛び出した。そしてさっと両手を広げる。

「待って！　ブレイクにも何か理由があったのかもしれないでしょ。事情を聞いてみようよ」

「話など聞く必要はナイ！」

　怒りに満ちた声は、耳にしただけでも背筋がぞっとして震ふるえ上がりそうだった。それでもみこは、自分を奮い立たせて紺こん碧ぺきの瞳をじっと見つめる。

「あなたにはなくても、わたしにはある。わたしは秘伝の巻物を探しに来たの。あなた達がいなくなったのとほぼ同時期に、秘伝の巻物が盗まれた。ブレイク、何か知ってるんでしょ？」

　この状じよう況きようでは、アーサーは犯人ではないだろう。だったらその次に動機があって、巻物を盗み出す機会があったのは誰だれなのか？

　蔵の中に残っていたというバニラエッセンスの香かおりを、身体に染しみつくくらい使う人物は？

　みこはその答えを、既すでに頭の中で導き出していた。

「ブレイク。アーサーの言う通りなら、あなたは彼のお兄さんの命令を受けているんだよね。そしてそのデズモンドという人は、百ひやく獣じゆう国こくの情報を欲しがってるんじゃないの？」

　先程アーサーは、秘伝の巻物を盗んだのは、おそらくデズモンドの手の者だろうと言っていた。彼らのすべての話を合わせると、一つの真実が見えてくる。

　みこは大きく息を吸い込んで、視線に力を込めた。

「──ブレイク。あなたが秘伝の巻物を盗んだの？」

　確実な証しよう拠こがあるわけではない。だけどみこがそう聞いた瞬しゆん間かん、ブレイクが目をぎゅっと瞑つぶり、握にぎった拳こぶしをわずかに震わせた。

「……やっぱりそうなんだね。ブレイク、どうして盗んだの？　ううん、どうしてアーサーを裏切ったの？　わたしはあなたが寝ね返がえったなんて信じられない。だってあなたのアーサーへの忠誠心は本物だったと思うから」

「理由なんてどうでもいい。ブレイクはワタシを裏切った。その事実だけで十分だ」

　アーサーに一いつ喝かつされて、ブレイクがびくりと震えた。

「あなたは黙ってて。わたしが話をしてるの。あなたはブレイクの主人でしょう。だったら彼の事情を聞く義務があるはずだよ」

「クダラナイ。裏切り者の話など……」

「──黙りなさい」

　静かに、だが目には力を込めてライオンを見上げた。巨きよ大だいな獣が気け圧おされたかのように、一いつ瞬しゆん後ずさる。みこはそれを見届けて、ブレイクに目を移した。

「何があったのか、事情を話して」

　彼がやっとわずかに顔を上げる。ずいぶん疲つかれた表情をしていた。顔色も真っ青で、目だけが異常に充じゆう血けつしている。みこはゆっくりと微笑みかけた。

「わたしは、あなたが理由もなくアーサーを裏切るとは思えない。アーサーの国に来て、家族で平和に暮らせるようになったのは、彼のおかげだって言ってたじゃない。それなのに……」

　ブレイクが別の国の生まれで、そこで起こった戦争のせいでアーサーの国に亡命してきたというのは、前にも聞いていた。国への受け入れを拒きよ否ひしようとした女王を説得したのは、アーサーだったとも。それ以来、彼は永遠に変わらぬ忠誠をアーサーに捧ささげていると、確かに言っていたのだ。その言葉に決して噓うそはなかったと思う。

　話しかけた途端、ブレイクが再びさっと顔を俯けた。その様子がまたしても引っかかる。

「家族に……何かあったの？」

　そう口にしたのは、理由があっての事ではない。家族の話が出てから、ブレイクが動どう揺ようしたように見えた気がしたのだ。探さぐるように聞くと、一瞬ぴくりと彼の身体からだが震えた。

「アーサーはあなたが裏切ったと言っている。でも、わたしにはそうは思えない。アーサーに忠誠を捧げていると言った時のあなたは、本気でそう思っていたはず。もし事情があるのなら、話してみて。力になるから」

　話しかけた途と端たん、ブレイクが砂すな浜はまにがっくりと膝ひざをついた。

「……秘伝の巻物は、ワタクシが盗みました。でも、返せません。持って帰らないと、ワタクシの家族がアブナイ……」

　ブレイクが、やっとの事でそれだけを口にした。




　アーサーが人の姿になったのを見届けて、みこは膝をついたままのブレイクに手を貸した。

「さ、立って。ちゃんとあなたの話を聞かせて」

　逆らうつもりはないようで、ブレイクは小さく頷うなずいて立ち上がる。そして砂浜に視線を落としたまま口を開いた。

「……デズモンド王子が、予言者のお告げを聞いたアーサー王子に同行して、百獣国に行く事になったワタクシを呼び出しました。そして秘ひ密みつ裏りに百獣国の情報を手に入れろと命じました。交易船は長なが崎さきまでしかいかないから、ナカナカ首都の江え戸どの情報が手に入らないからと」

「江戸の情報を手に入れて、どうするつもりなんだ？」

　二海の質問の答えは、みこにも薄うす々うす判っている。当然二海だって気付いているだろう。それでも聞いたのは、確かめたかったのかもしれない。

「百獣国でとれる鉄や銀は、グレートビースト国ではあまりとれません。だからトテモ貴重なのです。特に鉄は、最近船を作る時に使われるようになってきたので、海軍をもっと強くしようと考えているデズモンド王子にとっては、何よりも必要です。鉄を使った船は木造船よりも丈じよう夫ぶで軽くて速いので」

　アーサーが腕うで組ぐみして、ふんっと鼻を鳴らした。

「やっぱりな。デズモンドは代だい償しようがいる交易より、百獣国ごと鉄を手に入れようと考えたんだ。この国を植民地にして、どんどん鉱山を掘ほらせて、造船に必要な鉄を国に持ち帰る気だ。そしてまた戦いを始めて民たみを苦しめる。それを止めたくてワタシはここに来たと言うのに……！」

　憤いきどおりを顕あらわにしたアーサーが、近場にあった木をがんっと蹴けりつけた。ブレイクが辛つらそうに眉まゆ根ねを寄せて、再び口を開く。

「王子と一いつ緒しよに江戸城に入り込み、将軍の一番の側近であるノブツナ様を見張っていて、秘伝の巻物の存在を知りました。彼の後をつけて、あの蔵にその巻物があることも」

「でも、どうやって盗ぬすみ出したの？　鍵かぎがかかってたでしょう」

　みこが問いかけると、ブレイクが懐ふところから何かを取り出した。

「コレは粘ねん土どです。我が国では粘土で鍵の形を写し取って、合い鍵を作るギジュツがあります。ノブツナ様が入浴されているわずかな隙すきをついて、この粘土で鍵の型をとりました。そしてこんな時の為ために、乗組員に紛まぎれさせて連れてきていた鍵作りのプロフェッショナルに、合い鍵を作らせたのです」

　みこはまじまじとブレイクが手に持っている粘土を見つめる。受け取って触さわってみると、とても柔やわらかくて、指で押すとその形がついた。

「こんな物、初めて見た。でもこれなら確かに、信ちゃんがお風ふ呂ろに入ってる間のわずかな時間でも、合い鍵を作る準備ができるね」

　外国の技術は、百獣国よりもずいぶんと上らしい。しかも彼らは最初から、百獣国の情報を手に入れようと準備してきているのだ。ブレイクが、再び俯うつむいた。

「合い鍵で巻物を盗みましたが、いつ知られてしまうかも判わからず、王子にセツメイするわけにもいかなかったので、紅茶に薬をマゼテ眠ねむって頂いて、江戸城を出ました」

「そして人知れずサッサと出航して、ワタシを殺して海に捨てるつもりだったわけだ」

　腕組みして睨にらみつけるアーサーに、ブレイクがぐっと眉根を寄せて目を瞑った。

「ううん、そうじゃないと思う」

　その様子を見ていたみこは、思わず声を上げていた。

「ミコ、どういう意味だ。ブレイクはワタシに薬を飲ませたんだよ」

「でも動けなくなる薬で、毒じゃなかった。本当に殺そうと思うなら、動けなくして船に運ぶなんて面めん倒どうな事しないで、その時に毒を飲ませたはずだよ。……ねぇ、ブレイク。さっき秘伝の巻物を持って帰らないと、家族が危ないって言ってたよね。それはどういう意味？」

　問いかけると、ブレイクはまた黙だまり込む。彼の代わりに声を上げたのは、アーサーだった。

「ブレイク、ベアトリスがどうかしたのか？」

「ベアトリス？　その人がブレイクの家族なの？」

「ああ、ブレイクの妹だ。彼らの両親は去年事故で亡なくなってしまって、今はブレイクの家族はベアトリスだけなんだ。……ベアトリスに何かすると、デズモンドが言ったのか？」

　ブレイクは答えなかった。しかし悔くやしそうに嚙かんだ唇くちびるに、わずかに血が滲にじんでいる。

「デズモンドの事だ。ベアトリスの永住許可を取り消して、国から追い出すとでも言ったのか？」

　アーサーの一言は鋭するどかったようだ。ブレイクが一瞬身体を震わせた。

「……妹は、トテモ身体が弱い。国を追い出されて、行く当てのない旅などさせれば、命に関かかわるでしょう」

「妹の安全と引き替かえに、百獣国の情報とワタシの命か」

　アーサーが肩かたを竦すくめると、ブレイクが顔を上げて、初めて彼を正面から見つめた。

「──王子、逃にげて下さい。国に帰ったとしても、デズモンド王子はまたアナタを狙ねらうでしょう。アナタは明るく賢かしこく国民の事を常に考えて下さるから、ミンナから愛されている。そしてアナタは王子達の中で唯ゆい一いつ女王と同じライオンの本ほん性しようを持って生まれてきた。それがデズモンド王子は気に入らないのです。もし自分を追い落とす者がいるとしたら、アーサー王子だと」

　やはり、ブレイクはアーサーを殺すつもりなどなかったのだ。それを聞いて、みこはほっとしていた。だが喜んでばかりもいられない。状況は最悪だった。

「ワタクシにはどうしてもアナタは殺せない……！　本当は、このまま出航して理由をつけて長崎に立ち寄り、乗組員達に見つからないようにアナタを降ろすつもりでした。長なが崎さき奉ぶ行ぎようは信用できる方なので、彼に王子の事を頼たのもうと。お願いです。どうか逃げて下さい、王子！」

　ブレイクの血を吐はくような叫さけびに、アーサーが考え込むように眉根を寄せた。

「それで、お前はどうするつもりだ？」

「……ワタクシは、国に戻もどります。アナタに永遠の忠誠を誓ちかう気持ちは、ゼッタイに変わる事はありません。ですが、妹の事も見捨てられないのです。親も死んでしまって、ベアトリスが頼たよれるのは、ワタクシしかいないから。デズモンド王子と乗組員には、王子を海に突つき落として殺したといいます。あの巻物を持って帰れば、何とか納なつ得とくしてもらえるはず……」

「そうはいかない」

　二人の間に割って入った二海が、ブレイクに鋭い視線を向ける。

「秘伝の巻物は返してもらう。お前には確かに事情があるのかもしれないが、アーサーが自分の国が大事なように、俺だってこの国に住んでる奴やつらが大事だ。その巻物の情報が敵に渡わたれば、攻せめ込まれるのは時間の問題だ。そんな事をさせるわけにはいかない」

「ですが、コレを持って帰らなければ、ベアトリスが……」

　巻物を持って帰らねば、ブレイクの妹がどうなるか判らない。だが持って行かれてしまうと、百ひやく獣じゆう国こくに大いなる脅きよう威いが訪おとずれるだろう。

（八はつ方ぽう塞ふさがりだ。どうしたらいいんだろう……………………あ！）

　みこはふと、ある事を思いついて顔を上げた。それに気付いたのか、二海が首を傾かしげる。

「どうした？　みこ」

「いい事を思いついたよ。あのね、ブレイクは巻物を持って帰ればいいよ」

　二海が目を見開いて、慌あわててみこの肩に手をかけた。

「何を言ってるんだ、みこ！　そんな事したら百獣国が……」

「大だい丈じよう夫ぶ、任せて！　ちゃんと考えがあるから。とりあえず、一いつ旦たん江戸城に戻ろう。家密の協力もいるんだ。それから早く信ちゃんを助けなきゃ！　もうすぐ夜が明けちゃう。信ちゃんの切腹まで、もう時間がないよ！」

　訳が判らないのだろう。眉根を寄せている二海達を安心させるように、みこは力強く頷いた。
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「覚かく悟ごはいいか？」

　白い小こ袖そでと、同じく白い裃かみしもをまとった信津名は、そう聞かれてゆっくりと頷うなずいた。

　ここは江戸城本丸御ご殿てんの北西にある、紅葉もみじ山だった。その名の通り、見み渡わたす限かぎりの色とりどりの紅葉が、まるで燃えているように信津名の目には映っていた。

　これが人生最後に見る光景なら悪くない。ふと心の中で呟つぶやく。

　信津名が座っているのは真新しい畳たたみだった。ここは外なのだが、わざわざ運んできたらしい。背後には、白い屛びよう風ぶ。そして目の前には、三さん方ぼうというひのきで作られた小さな台の上に、鈍にぶく光る短刀が置かれている。さすがにそれを見ると、怖おじ気づきそうになる。今から自分の命を自分で止めなければならない。しかも腹を刀で突くという、もっとも残ざん酷こくな方法だ。

　それでも信津名は気を強く持った。

「言い残す事はあるか？」

　背後にいるのは刀を持った介かい錯しやく人にんだ。彼に聞かれて、信津名はしばし考える。言い残す事はないが、思い残す事ならたくさんある。

「上様がみこ様と結けつ婚こんして子供ができたら、教育係をさせて頂こうと思っていたのに……」

　まるで春華の局のような事を口にしてしまう。冷たくて傲ごう慢まんで、だけど自分にだけはたまに優やさしい笑顔えがおを見せてくれるご主人様が、信津名は大好きだ。一年冷たくほったらかしにされても、そのうちのわずか一日優しく褒ほめてくれれば、それだけで幸せになれる。

　多くは望まない。でも欲よくを言うなら、もう少しの間だけご主人様の盾たてになっていたかった。

「私がいなくなったら、誰だれが怒おこった上様を止めるのでしょうか？」

　そんな不安もある。覚悟は決めていたつもりだが、もしかしたらもしかしたら、助けてくれると約束してくれたみこが来てくれるのではと、心のどこかで期待もしていた。

　信津名はそんな自分を笑ってしまう。家密の忠実な番犬として、死に際ぎわも潔いさぎよくあろう、そう決めていたはずなのに、最期の最期になって、やはり欲が出てしまったようだ。

「……申し訳ありません。では上様に、信津名はお仕えできて幸せだったとお伝え下さい」

　介錯人が頷いた。ここで自分が腹を切る事は、ご主人様の為ためになるのだ。秘伝の巻物を盗ぬすまれた責任は、誰かがとらなければならない。やはりそれは、巻物を管理していた自分だろう。

　もちろん家密が自分を助けようとすれば可能だろう。だがそれでは大老や他ほかの老中達の反感を買う。これ以上、家密の立場を悪くしたくなかった。これは、自分も納得した結果なのだ。

「上様……。でも一人で死ぬのは、ちょっぴり寂さびしいです」

　それでもぼそりと呟いてしまう。別に死ぬのは怖こわくない。大好きなご主人様の為なのだから、本ほん望もうだ。だけど、できれば家密に見守られて死にたかったと思う。

　この場に彼はいなかった。いるのはあまり顔を見たくない大老と老中達だけ。本当は家密も信津名の最期を見届けに来る予定だったが、何やら用事ができたらしいと、先さき程ほど介錯人に聞いていた。〝ご主人様に捨てられたな〟と菊田に言われた時は、さすがに涙なみだが出そうだった。

　だが信津名は毅き然ぜんと顔を上げ、まっすぐに大老の菊田を見つめた。恨うらんでいないと言えば噓うそになる。それでも最期の時に、恨み言や罵ののしるような言葉を吐いて死にたくなかった。さすが将軍の立派な忠犬、あっぱれだと語り継つがれるような堂々とした最期にしてみせる。

　それが信津名の侍さむらいとしての矜きよう持じだ。

　信津名は、左前になっている襟えりをさっとはだけて上じよう半はん身しん裸はだかになり、目の前に置いてある短刀に手をかけた。抜ぬき身の刃はがひやりとする。これが今から自分の腹に刺ささるのかと思うと、ぞくりと背筋が震ふるえた。それでもそれをぐっと堪こらえて、大きく目を見開く。

　息を吸い込んで覚悟を決め、短刀を振ふり上げた。

「上様ーっ。信津名の忠誠心、しかとごらんくださ──」

「待て」

　響ひびいた低い声に、反射的にびたりと動きを止めてしまう。なぜならそれは、信津名の大切な大切なご主人様の命令だからだ。待てと言われたら、真冬の大雪の中でも一晩中待っていられる自信がある。

　短刀を振り上げたままの信津名の目に、長い銀の髪かみを持つ、百獣国でも一番美しいご主人様が映った。菊田が慌てて立ち上がる。

「上様、なぜ邪じや魔まをされます。覚悟を決めた侍の切腹を邪魔するなど……」

「邪魔はしない」

　あっさりとした答えに、信津名はついがくっと項うな垂だれた。一いつ瞬しゆんでも家密が助けに来てくれたのではないかと思って、喜んでしまったのだ。家密の立場を守る為に、抵てい抗こうもせずに処しよ刑けいを受け入れたのに、今いま更さら助けてもらおうなんてちらっとでも考えてしまった自分が情けない。

「ほう、邪魔をしに来たのではないなら、何をしにいらっしゃったのです。ああ、大事な忠犬の最期を見届けに来られたのですな。でしたら真正面の一番よく見える席をご用意……」

　にやりと笑っていた菊田の顔が、ふいにひくっと引きつった。家密が彼に向かって、ある物を放ほうり投げたからだ。信津名もつい我が目を疑ってしまった。

「あああーっ、ううう、上様、それは秘伝の巻物!!」

　菊田が受け取った秘伝の巻物を広げている。切腹しようとしていた信津名も、つい立ち上がって菊田の隣となりで巻物を覗のぞき見た。

「本物です。間ま違ちがいありません。私はこの江戸城で誰よりも巻物を知っておりますから！」

　つい嬉うれしさのあまり叫さけんでしまう。この巻物が悪用されれば、百獣国にどんな災わざわいがふりかかるか判らない。自分が生きているうちに取り戻せたようで、心の底からほっとした。

「う、上様、これは」

　目を白黒させている菊田に、家密が肩かたを竦すくめた。

「見ての通り、秘伝の巻物だ。──私が蔵くらから出して、しまい忘れていた」

　信津名を含ふくめたその場にいた全員が目を見開いた。菊田が鬼おにの形相になり、食ってかかる。

「そんなはずはないでしょう、上様。鍵かぎはどうなされたのですか？　それに……」

「菊田」

　家密の獣じゆう気きがその場に立ちこめた。辺りが急に静まりかえる。

「私が子供の頃ころ、朝食に毒が入っていた。信津名がその毒を嗅かぎわけて知らせてくれたから大事はなかったが。それに江戸城の中なのに、暴れ馬に蹴けり殺されそうになった事もある。熱湯の風ふ呂ろに沈しずめられそうになった事もあるし、真冬の池に突き落とされた事もある」

　それらは家密の子供の頃の事件だった。あまりにも狙ねらわれる事が多かった為、春華の局が富ふ士じ山さんの麓ふもとの村に避ひ難なんさせたのだ。その時自分もついていったから、事情はよく知っている。

「誰がやらせたのか、今でも調べる事は可能だぞ、菊田。だが私はそれをしなかった。お前は私が将軍になってから江戸城には顔を見せず、田舎いなかに引っ込んでいたからだ。そのまま大人しくしていれば、見み逃のがしてやったものを」

　それらにはそれぞれ犯人はいたが、裏で糸を引いていたのは菊田だろう。証しよう拠こがない為、表だっては騒さわげなかったが、間違いはないと信津名ですら思う。

　案の定、菊田がさっと顔色を無くした。家密が金色の目に力を込め、菊田の胸むなぐらを摑つかむ。

「よく聞けよ。秘伝の巻物はここにある。悪用もされていない。私が蔵にしまい忘れただけだ。──それで手を打て。そうすれば、私もお前の過去は探さぐらないでおいてやる」

　家密が胸ぐらを摑んでいた手を放すと、菊田が腰こしを抜かして地面に尻しり餅もちをついた。家密は、触ふれれば切れる程の視線で辺りを見回す。老中達が途と端たんにびくりと震えた。

「ここにいる全員の首をすげ替かえるのは面めん倒どうだが、必要ならやるぞ。信津名のように私に忠誠を示せ。誰についた方が得なのか──よく考える事だ」

　老中達が顔をこわばらせ、互たがいの目を一瞬見合わせた。そして家密と、腰を抜かしている菊田を交こう互ごに見て、おずおずと立ち上がる。彼らが向かったのは、氷の将軍と言われる家密だった。全員が正座して頭を下げたのを、家密は当然とばかりに見回している。そしてそれ以上老中達には声をかけず、菊田から秘伝の巻物を取り上げると、こちらに大おお股またで近寄った。

「う、上様……」

　目の前まで来た冷たい美び貌ぼうを持つ将軍を見て、声が震えてしまった。とても信じられなかった。ご主人様の為に命を捨てる覚悟はいくらでもできていたのに、まさか助けに来てくれるなんて。腹の底が熱くなってきて、思わず嗚お咽えつがこみ上げる。堪えきれずに溢あふれ出したのは涙だ。

「泣くな。帰るぞ。さっさと来い」

「は、はいぃぃっ」

　信津名は慌あわてて返事する。知らず知らずのうちに、本ほん性しようの犬のしっぽが出てしまっていた。それをぶんぶんと左右に振りながら、家密のすぐ後をついていく。

「上様、上様、私は死ななくてもいいのでしょうか？」

「そうだな」

「では、ずっとおそばにいてもよろしいのでしょうか？」

「そうだな。かなりうっとうしいが」

　そんな冷たい台詞せりふだって、今の自分にとっては神の言葉に等しかった。

「私、このご恩は一生忘れません。上様の為に、身を粉にして働きます！」

　紅葉山を出ようとした辺りで、家密がぴたりと足を止めた。

「では、身を粉にして働いてもらおう。みこが頼たのみがあるそうだ」

　家密が指した木こ陰かげから、みこが顔を出して手を振っていた。そのまま嬉しそうに駆かけ寄ってくる。

「信ちゃん、無事でよかった！　早さつ速そくなんだけどお願いがあるの。これは信ちゃんにしかできない仕事なんだ！」

　我知らず信津名は、ひくっと顔を引きつらせた。緊きん張ちよう続きだったから、できたら少しだけ休みたい。それが本音だ。しかもこの感じだと、自分にしかできないその仕事とやらの為に、みこに頼まれた家密が渋しぶ々しぶ助けてくれたのではないか、そんな疑ぎ惑わくさえ浮うかんでくる。

　それでも信津名は、はい！　と大きく返事した。

　生きて、またご主人様の為に働ける。それが江え戸ど城じよう一の家密の忠犬と言われる信津名の、一番の喜びなのだ。
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「……ホントウに、大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか」

　品川宿の桟さん橋ばしに近い宿の一室で、秘伝の巻物を手にしたブレイクが、心配そうに呟つぶやいた。家密と二海と話をしていたみこは、彼を勇気づけるように大きく頷うなずく。

「そんな顔しちゃ駄だ目め。堂々とこれを船に持って行くんだよ。乗組員に何て言うんだった？」

「……王子はコロシて海に捨てた。秘伝の巻物をデズモンド王子に届ける為、グレートビースト国に戻もどる。王子のメイド達は薬で眠ねむっていて何も知らないから、王子は事故にあって亡なくなったとセツメイする」

　何度も何度も確かく認にんしていた答えを最後にもう一度聞いて、みこは両手を頭の上にやって、正解の丸を作る。だが背後から渋しぶい声が聞こえた。

「でも、その秘伝の巻物はニセモノなんだろう。すぐにばれるのではないか？」

　アーサーが壁かべにもたれて、腕うで組ぐみをしていた。その前でぐったりと座り込んでいた信津名が、ぶんぶんと首を振る。

「大丈夫です。これは、秘伝の巻物を長年管理していた私が、三日三晩徹てつ夜やして作った精せい巧こうな偽にせ物ものです。地図なども似せてはありますが、大事な部分はきちんと書き換かえてあります。たとえ百獣国に住んでいる者でも、これを偽物だと見破るにはかなりの時間がかかるでしょう」

　みこの隣にいた家密が、ブレイクに目を向けた。

「それをデズモンドとやらに渡わたして、お前は妹を連れて百ひやく獣じゆう国こくに戻って来い。グレートビースト国に交易に行く我が国の商人に、お前達を乗せるよう話をつけておいたから、九州まで運んでくれる。長なが崎さきには外国人が暮らす町もある。私がそこでの安全な暮らしを保証しよう」

「ありがとう……ございます」

　ブレイクの心のこもった礼だった。みこは計画が予定通り進んでいる事にほっとする。

　秘伝の巻物を持って帰らねば、ブレイクの家族が危ない。だが持って行かれては、百獣国が危険にさらされる。本来なら百獣国の安全をまず考えるべきだろうが、みこはブレイクが妹を心配する気持ちも無視できなかった。そこで思いついた計画が、これだった。

　秘伝の巻物の偽物を作り、それをブレイクがグレートビースト国に持って行く。そしてそれが偽物だとばれる前に、彼に百獣国まで妹を連れてこさせて、二人とも保護しようと。

　みこは頭を下げたままのブレイクに、顔を上げるよう促うながした。

「百獣国はいい国だよ。長年住んだグレートビースト国を離はなれるのは、あなたも妹さんも不安だと思うけど……」

「いいえ。王子も家族も選べない。そんなワタクシには、コレが一番の解決策だと思います。ワタクシ達は色んな国を流れ歩きました。また住む国が変わってもワタクシも妹も大丈夫です。どこに住んでも、家族が一いつ緒しよにいられればそれで幸せなのですから。ワタクシ達を受け入れて下さった将軍様には、ホントウに感謝しています。ただ……」

　ブレイクが入り口の戸にもたれているアーサーに目をやって、声を落とした。

「ただ、王子を死んだ事にしてしまうのが……」

　肩を竦めたアーサーが、喉のどが渇かわいたのか二海が配っていたお茶をぐいっと飲み干した。

「それは仕方ない事だ。デズモンドがワタシへハッキリとした殺意を抱いだいている事が判わかったのだから。帰ってもまた狙われるに決まっている。ワタシはここに残ってお前の帰りを待つ。またお前の家族を人ひと質じちにされてはマズイからな」

　ぶっきらぼうな声を上げたアーサーが、ふいに一つに縛しばった金きん髪ぱつを摑み、腰に差していた短刀を取り出した。一いつ瞬しゆん目を瞑つぶって息を吸い込み、長い金髪を首の辺りからばっさり切り取る。

「王子……！」

　声を上げたブレイク同様、みこも目を見開いた。金色の髪かみはライオンの本性を持つ者だけの特とく徴ちようで、母親である女王と同じだと言って、アーサーは大切にしていた。その豊かな金髪は、自分の誇ほこりなのだと。それを切るなんて信じられなかった。

　だがアーサーは少しも惜おしむ様子もなく、切り取った金髪をブレイクに差し出した。

「ワタシを殺した証拠だと言ってデズモンドに渡せ。アイツの部下にも鼻のいい犬がいる。本物のワタシの髪だと断言するだろう。コレがあればアイツも疑わない。油断している隙すきをついて、妹を連れて国を出ろ。なるべく早く戻ってこい。お前はワタシの執しつ事じなのだからな」

　そういう事かと、みこは納なつ得とくした。大切な髪を惜しげもなく切るのは、もっと大切なものの為ためだろう。

　顔を歪ゆがめたブレイクは、今にも泣きそうな表情だ。だけど決して涙なみだは見せなかった。さっと片かた膝ひざをついて両手を出し、金の髪をうやうやしく受け取る。

「……はい、王子。アナタは私のただ一人のマスター。二度とアナタを裏切る事は致いたしません。受けたご恩には必ず報むくいてみせます。──この命かけて」

　声がかすかに震ふるえていた。大事そうに金の髪を胸に抱いたブレイクの目に光るものがある。

　みこは、彼からそっと目をそらした。泣いている姿は見られたくないだろう。ここは知らない振ふりをするのが、きっと江戸っ子らしくて粋いきなのだろうと思ったからだった。
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「ワタシは江戸に残る」

　きっぱりと言い放ったアーサーに、二海は家密と二人で頭を抱かかえていた。先さき程ほどブレイクを船の近くまで見送りに、みこと信津名が部屋から出ていった。残った家密と自分とアーサーは、ずっと同じ話でもめ続けている。家密が怒いかりを隠かくしもせず、アーサーを見み据すえた。

「お前は死んだ事になっている。江戸城に住まわせる訳にはいかない。長崎奉ぶ行ぎように連れん絡らくしておいたから、さっさと行って長崎でブレイクを待て。その後は殺されると判っていても国に戻りたいなら止めはしないし、百獣国で暮らすというなら不自由ないように計らってやる」

　死んだ事になっているアーサーを、江戸城に匿かくまっているとグレートビースト国に知られれば、それこそ外交にひびが入るだろう。それどころか、アーサーを誘ゆう拐かいしたとでも難なん癖くせをつけられて、攻せめ込む理由にされてしまいかねない。家密が腕組みして、話を続けた。

「グレートビースト国が、我が国を狙ねらっているのは間ま違ちがいないだろう。だったらこちらも対策をたてねばならない。まだ明らかな攻こう撃げきはないから、こちらから手は出せないがな。だがもし一戦交えるような事にでもなった時に、お前が江戸城にいると色々と面めん倒どうな事になる」

「そうかなぁ。ワタシがいると、ミコにちょっかいを出すから迷めい惑わくだというのが本音だろう」

「否定はしない。だがみこは私の妻だ。お前も婚こん礼れいを見ただろう。これ以上、邪じや魔まは……」

「ああ、あのニセモノの婚礼ね。あれだけ準備するのは大変だっただろう。ご苦労サマ」

　あっさりと言い返されて、家密が憮ぶ然ぜんとした表情になった。

「あれぐらいでワタシを騙だませる訳ないだろう。ミコは恋こいだってよく判っていないのに、結けつ婚こんなんてできるはずがない。ワタシはミコを諦あきらめない。花はな嫁よめとして必ず国に連れて帰る」

　二海は我が慢まんできずに立ち上がる。そしてアーサーの胸むなぐらを摑つかんだ。

「いい加減にしろ。お前は死んだ事になってると何度言えば判る。みこを連れて帰るなんて、無理に決まってるだろ！」

「いいや、ミコの奇き跡せきのチカラで生き返った事にすればいい。そうしたらみんな、奇跡の女め神がみのチカラは本物だと思うだろう。ワタシが堂々と国に帰るにはもうそれしかない。それに……ワタシはみこをホントウに気に入っている。強くて勇ゆう敢かんで、こんな状じよう況きようでブレイクの家族まで思いやる優やさしさがある。もし奇跡の女神でなかったとしても、彼女を妻にした……うっ」

　突とつ然ぜんアーサーが呻うめいて、がくっと膝ひざをついた。額に冷や汗あせを浮かべて、その場で蹲うずくまる。

「か、身体からだにチカラが……」

　二海はアーサーの傍かたわらで膝をつき、懐ふところからある物を取り出した。

「これ、なんだと思う？」

　手にしていた小こ瓶びんを見て、アーサーが不思議そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「ブレイクを言いくるめて取り上げたんだ。駄目だな、王子サマ。同じ手に二度引っかかっちゃ。さ、観念して長崎に行ってもらおう」

　にっこり笑うと、アーサーの顔が怒りで染まった。そう、これはブレイクがアーサーの身体の自由を奪うばった時に使った薬だ。先程二海が、彼に渡したお茶に入れておいたのだった。

　家密が手を叩たたくと、数人の男達が部屋に入ってくる。彼らは家密お抱えのお庭番衆達だ。

「おのれ、イエミツ！　ニカイ！　お前達兄弟は仲が悪いくせに、こんな時だけ……！」

　憎にく々にくしげに怒ど鳴なられたが、二海はにっこりと笑ってみせた。

「あのな、アーサー。お前が色々とみこに教えまくってくれたせいで、ちょっと触さわっただけでも、あいつが悲鳴を上げて逃にげるようになった。俺はな、みこを膝に乗せると疲つかれが吹ふっ飛ぶんだ。その俺の最大の楽しみができなくなっちまった。……お前のせいで」

「ああ、私はみこに膝ひざ枕まくらしてもらうのが楽しみだった。だがあの様子では、もうしてくれないだろう。すべてお前のせいだ。できるなら八つ裂ざきにしてやりたい」

　二海と家密の金色の瞳ひとみがぎらりと光る。さすがにアーサーが顔色を変えた。

「俺だって兄貴と同じ気持ちだけど、本当に殺す訳にはいかないだろ。だから二人で相談して、お前には長崎に行ってもらって、二度とみこの前に顔を見せないようにしてもらう事にした」

「ひ、卑ひ怯きようだぞ。薬を使うなんて！」

「卑怯でけっこうだ。二度とお前の顔を見なくてすむなら、いくら罵ば倒とうされても笑っていられるぞ……連れて行け」

　家密の合図で、男達が軽々とアーサーの身体を担かつぎ上げる。

「覚えていろ、この狼おおかみ兄弟め。ワタシは決してミコを諦めないからな……！」

　アーサーの叫さけびを、家密と二海はにっこり笑って聞き流した。
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　江え戸ど城じように戻もどったみこは、秋の優しい風が吹く中庭で大きく背せ伸のびした。美味おいしい空気を胸いっぱいに吸い込む。鮮あざやかな紅葉もみじが目に心地ここちよかった。

　今朝早く船で出航するブレイクをこっそりと見送り、先程二海からはアーサーが納得して長崎に行ったと聞いて、みこはほっとしていた。江戸よりも外国人が多いという長崎の方が、きっと彼にとっても住みやすいだろう。

　長崎はどっちの方角だろうと気になったみこは、空を見上げる。だけど太陽の光が眩まぶしくて、思わず右手で目元を覆おおった。そしてふと、その右手に意識を向ける。

　小さな手だった。けれど以前はこの手でできる事は多かった。神通力を使えた時は守り刀に血を吸わせると、右手をかざしただけで火の玉が現れ大雨が降り、傷ついた身体を癒いやせた。

　もちろん炎えん守しゆの雅ほどではなかったが、確かに前はもっともっと家密や二海の、そして大好きな人達が住む江戸の為に、この手は役に立てたのだ。

「神通力がなくなって、わたしは炎えん華か姫ひめじゃなくなった。そのおかげで江戸で家密や二海とずっと暮らせる。でも……」

　それだけで十分だと、つい先日まで思っていた。神通力がないからこそ、普ふ通つうの少女として楽しくて優しくて、幸せな日々を送れると。

「……でも、外国に敵がいるのに。近い将来百ひやく獣じゆう国こくが攻め込まれてしまう可能性だってあるのに。そうしたら、今のわたしには何ができるんだろう」

　それは正直な気持ちだった。不安だといってもいいかもしれない。

　以前なら、わずかながらも神通力を使って、大好きな人達を守る事ができた。だが今はどうだろう。アーサーの船に乗りこんだ時も、乗組員達に囲まれて自分の身を守るのもやっとだった。しかも自分を庇かばって怪け我がをした二海を、癒やす事もできなかったのだ。今の自分は、少々なぎなたの腕うでが立つ程度で、とても以前のようにはこの国の為に働けないだろう。

　その事実が、みこの心に重くのしかかっていた。

「わたしはきっと前みたいには、みんなの役には立てない。だって、失われた神通力はもう戻らないんだから。だからわたしはわたしにできる、精せい一いつ杯ぱいの事をしなくっちゃ……」

　何度も何度も考えて出した答えを、もう一度口にする。だけど、それだけで本当にいいのかと考えてしまう。いざという時に足手まといになってしまう自分が情けない。以前のように、どんなに強大な敵にも立ち向かえる力が欲しかった。

　だけど、それは無い物ねだりだと判っている。

　人は贅ぜい沢たくな生き物だと、こんな時にみこは思う。江戸を救う為なら、命はいらないと思っていた。だが神通力と引き替かえに、みこはまた家密や二海と生きられるようになった。もうそれだけで十分幸せだと思っていたのに、今度は敵に立ち向かう強い力が欲しいと思う。

「わたしって、案外欲よく張ばりだな」

「何が欲張りなんだ？」

　縁えん側がわに座っていたみこは、声をかけられてびくりとする。慌あわてて振り返ると、二海がいつもの派手な女物の着物を羽織って、近寄ってくる所だった。

「ううん、何でもない。考え事してただけ。その着物を羽織ってるって事は、町に戻るの？」

「ああ、昼から芝しば居いの稽けい古こだからな。もうそろそろ城を出ないと」

　二海が隣となりに座ったので、しばし二人で中庭を見つめる。鮮やかな紅葉の美しさは、みこの悩なやみを少しだけ和やわらげてくれた。

「……なぁ、みこ。お前も元気になったし、そろそろ芝居小屋に戻らないか？」

　みこは少しだけ俯うつむいた。実はそれは、みこも考えていた事だった。江戸城は優しい人達ばかりだ。ここでなら何の心配もなく暮らせるだろう。だけど、みこは芝居小屋がある木こ挽びき町も、そこに住む町の人達も大好きなのだ。

「そうだね。町の女の人達に合気道を教えてたのに、それも中断したままだし。それに身体もよくなったから何かお仕事がしたい。もう富ふ士じ山さんには戻れないんだし、頑がん張ばって働かないと」

「戻らない、じゃなくて、戻れない、なんだな」

　何気なく口にした言葉だったが、鋭するどく指し摘てきされてはっとした。二海が肩かたを竦すくめて苦く笑しようする。

「気にするな、富士山はお前の故郷だ。離はなれて暮らせば寂さびしいとも思うだろうさ。まあでも、もう戻ったら駄だ目めだぞ。今度は俺が寂しくて泣いちまうからな」

　二海がみこの肩に手を回した。ぐいっと引き寄せられて、みこは思わず顔を赤らめる。

「だ、駄目だよっ。こういうのは……」

「結婚した人同士じゃないと、だろ。お前がそう言うと思って、俺は解決策を考えてきたぞ」

　二海に両手をぎゅっと握にぎられて、みこは顔を真っ赤にしつつ、首を傾かしげた。

「か、解決策って……？」

　正面にいる二海が、両手を繫つないだまま、こつんっとみこの額に自分の額を当てた。

「みこが……俺の嫁よめさんになればいい」

「……え!?」

　みこは耳を疑った。二海はいきなり何を言い出したのだろう。

「俺の嫁さんになってずっと一いつ緒しよにいるなら、触られたって逃げ出さないんだろ」

「もう、二海。冗じよう談だんばっかり。そんな簡単に……」

　そう口にして、両手を握っている二海の手が、ほんのわずか震ふるえているのに気付いた。

「冗談じゃないし、簡単に言った訳でもない。お前が療りよう養ようしていた間……いや、違ちがうな。お前と初めて会った八年前のあの時から、みこを俺の嫁さんにしたいってずっと思ってた」

　よく見たら、二海の顔もみこと同じく真っ赤だった。それでも視線はそらされることなく、こちらに向けられている。照れたように笑う二海が、何だか可愛かわいいとさえ思えてしまった。

「お前は炎守様と決別したから、もう富士山には戻れない。このまま江戸で暮らすんだろう。……今すぐじゃなくていいんだ。将来俺の嫁さんになって、ずっと一緒に暮らそう。お前の事は俺が命をかけて守るし、ちゃんと幸せにする」

　ぎゅっと抱だきしめられて、心臓が飛び出しそうにどきどきしてしまう。

　熱い腕だった。今までこうして抱きしめられた事は何度もあるのに、何だか今日はいつもと違う。怖こわくて恥はずかしくて逃げ出したいのに、足が動かない。

（何だろう？　この気持ち……）

　ふわふわと雲の上を歩いているように、身体が浮ういたような感かん触しよくだった。その中でしっかりと抱きしめてくれる彼の腕だけが現実感がある。二海が首筋に顔を寄せて、息を吸い込んだ。

「みこは神通力がなくなってもいい匂においがする。俺の大好きな匂いだ。早くみこの何もかもが俺一人のものになればいいのに。そうしたら、ずっと抱きしめて優やさしくして、みこの身体に俺の匂いを染しみこませたい」

　一体どうしたのだろう、彼の笑えみはいつもと同じはずなのに、今日はそれを見ると、胸が高鳴ってしまう。二海が再びふっと笑って、耳元に口を寄せた。

「俺の本気を見せてやるって言ったの覚えてるか」

　そういえば、まだ吉よし原わらの事件の前に、二海は確かにそう言っていた。

「あの後、江戸城の炎えん上じよう事件があって、お前も怪我したりしたからずっと我が慢まんしてた。でもそろそろちゃんと、俺の本気を見せてやるからな」

　首筋に熱い息がかかった。どうしていいか判わからなくて、動きが止まってしまう。ツキリと首筋に痛みが走る。
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「いたっ」

「……早く恋こいの痛みを知るようになればいい。そうしたらお前はもっと大人になれる。その手伝いは、兄貴でもアーサーでもなく、俺がしてやる」

　嚙かんで赤くなった首筋に、二海が軽く口付けた。そしてみこの頰ほおに一度手をやってから、ゆっくりと立ち上がる。

「今日はこのぐらいで勘かん弁べんしてやる。一緒に住むのが嫌いやだとか言われると困るしな。まあ、そう言われても逃にがさないけど。みこ、さっさと荷物をまとめろよ。このまま帰るからな」

「ええ!?　い、今から？」

「そう、今から。……さっきも言ったけど、嫁さんになって欲しいのは本気だ。でも返事はまだしなくていい。お前が俺とずっと一緒にいてもいいと思ったら……」

　二海が大おお柄がらな身体からだを屈かがめた。そしてみこの唇くちびるにちゅっと口付ける。

「そうしたら、お前の方からしてくれよ。楽しみにしてるから」

　二海の男らしい笑みを見ていられなくて、みこは慌てて俯いた。

「だ、だだだだから、こういう事は結けつ婚こんしてる人同士で……」

「俺はみこを嫁さんにするって言ってるだろ。……初めて会った時さ、俺が女の恰かつ好こうして殺されるかもって大泣きして、それでお前がなぐさめて勇気づけてくれた事があっただろ。あの時から、俺は絶対にお前を嫁さんにするって決めてたんだよ。だからべたべたくっつくのも遠えん慮りよなくするぞ。嫌なら逃げればいい。……よく考えてみろ、本当に嫌か？」

　問われて返事に困ってしまう。恥ずかしいし、心臓が飛び出しそうなくらいどきどきするが……嫌かと聞かれたら、よく判らないが違う気がするのだ。

　お嫁さんにしたいというからには、二海は自分の事を一番に好きでいてくれているのだろう。それがきっと〝愛してる〟という事なのかもしれない。その気持ちにどう答えていいかは判らないが、みこの心には今までにない何かが生まれ始めていた。

（ずっとずっと八年間、二海はわたしの事を想おもい続けてくれていたのかな）

　そう考えると、胸の高鳴りがどんどんひどくなってしまう。そんなみこの心を知ってか知らずか、二海がにこりと微笑ほほえんだ。

「よし、嫌じゃないみたいだな。それならいい。今からちゃんと本ほん腰ごしいれて口説いてやるからさ。まずは兄貴に邪じや魔まされないうちに芝居小屋に戻もどるぞ。早く来いよ」

　手をぐいぐいと引っ張られて、みこは躊ちゆう躇ちよしながらも立ち上がった。

　握られた手から伝わる彼の熱が身体からだ中に伝わって、息もできないくらいどきどきしていた。だけど大きな手に安心して、ほっとしている自分もいる。

　この気持ちは一体、何なのだろう？

　アーサーは友達の好きと恋こい人びとの愛してるは違うと言った。口付けやその他ほかの色々な事は、愛してる人とするものだと。だったら、この息苦しいような気持ちはどちらなのだろう？

　みこは生まれて初めて心に芽生えた、〝恋〟についての疑問に、頭を悩ませたのだった。
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「掃そう除じしなくっちゃ……！」

　久々に帰った芝居小屋の母屋おもやは、みこにそう決意させるに足る現状だった。脱ぬぎ散らかされた着物に、畳たたみや棚たなにたまった埃ほこり。これは気合いを入れて掃除せねばならないだろう。

「しょうがないだろ。ここの所忙いそがしかったからな」

　二海の声が聞こえて、びくんとしてしまう。昼間に彼と話をしてから、どうも顔がまともに見られない。だけど二海はいつもとまったく変わらない態度だ。何だかそれが恨うらめしいとさえ思ってしまう。みこはどう接していいか判わからなくて、ずっとどきどきしているのに。

「みこ、この着物どうする？」

　そんな気持ちを知ってか知らずか、二海が声をかけてくる。みこは慌ててその着物を摑つかんだ。

「みんなまとめて洗うから、中庭に……んんっ!?」

　井い戸どのある中庭へと続く襖ふすまをがらりと開けたみこは、そのまま固まってしまった。

「どうした？　みこ」

　やってきた二海もみこの視線の先を見て、一いつ瞬しゆんで顔を引きつらせる。二人が見ているのは縁側だ。いや、正確には、そこでのんきにお茶を飲んでいる短い金きん髪ぱつの男だった。

「ああ、オカエリ。百ひやく獣じゆう国こくの緑茶は渋しぶいね。やはりお茶は紅茶に限るよ。でもブレイクがいないと、美味おいしく煎いれられなくてね……」

「アーサー!?　長なが崎さきに行ったんじゃなかったの？」

　湯飲みを傍かたわらに置いたアーサーが、むっとした表情で二海に目を向けた。

「no!　正確には狼おおかみ兄弟に薬を飲まされて、ムリヤリ籠かごに入れられて、長崎行きの船に乗せられそうになったんだ」

「ええっ!?　そうなの？　二海」

　二海がばつが悪そうに、そっぽを向いた。この態度だと、どうやらアーサーの話は本当のようだ。みこは慌あわてて頭を下げる。

「ご、ごめんなさい。家密と二海がとんでもない事をっ」

「いいんだ。死んだ事になっているワタシが、江え戸どをウロウロしていたらマズイというのは判わかるからね。ただ少し気になる事があったから、薬が切れたのを見計らって逃げてきたんだ。江戸城に戻ると、またイエミツがうるさいからここで待たせてもらっていたよ。ニカイがここの座長だというのは、君と初めて会った後にブレイクに調べさせたから知っていたしね」

　にっこり笑うアーサーは相変わらず下調べが万ばん全ぜんなようだ。二海が迷めい惑わくそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「気になる事って何だよ」

「やあ、弟狼くん。君のヒドイ仕打ちに傷ついたから、ホントウは言わないでおこうと……」

「もったいぶるな、さっさと話せ！」

「気が短い所は、お兄さんソックリだね」

　にっこり笑ったアーサーに、二海が顔を引きつらせ、彼の襟えりを摑んだ。

「話なんてないんだろ、追い出してやる！」

「そう興奮するな、話があるのはホントウなんだ。……実は、ブレイクが少し気になる事があると言っていたんだ」

　二海の手を軽く叩たたいて襟から離させ、アーサーが再び縁えん側がわに座る。みこは首を傾かしげた。

「ブレイクがどうしたの？」

「ハッキリはしない。気のせいかもしれないから、君達には言えなかったそうだが……」

　アーサーが一つ息をつく。そして一度目を閉じ、何か考え込んだ後にようやく口を開いた。

「ブレイクはデズモンドに、この国の情報を持って帰れと命じられていた。それは君達にも話したけど、その命令には続きがあったらしい。デズモンドはこう言ったそうだ。〝将軍に一番近い従者を調べろ。その男が百獣国の情報を持っている〟と」

　一瞬、それは普ふ通つうの事ではないかとみこは思った。将軍に一番近い従者が、幕府の中ちゆう枢すうにいるのは当然だ。重要な情報を持っている可能性も高いだろう。だが確かに何かが引っかかる。

「何だか断定した言い方だね。まるで信ちゃんや秘伝の巻物の事を最初から知ってたみたい」

　百獣国に住む者なら、家密に信津名という忠犬がいるのを知っている者は多いだろう。だが一度もこの国を訪おとずれた事のないデズモンドが、そんな的確な指示を出した事が腑ふに落ちない。

「ブレイクも最初は、特に気にならなかったらしい。だが命令通り将軍の一番の従者であるノブツナを見張っていたら、秘伝の巻物の存在とその在あり処かが判ってしまった。あまりにうまくいきすぎて、デズモンドの言葉に疑問を持ったそうだ。ちなみに、合い鍵かぎを作るプロフェッショナル……職人を船に乗せたのも、デズモンドの指示だったそうだ……ミコ、どう思う？」

　実はみこも、ブレイクから合い鍵が作れる人物が船にいたと聞いた時に、ずいぶんと用意がよすぎるなと感じていた。大事な情報は、鍵のかかる場所にあるだろうと考えるのは普通だ。だがそんな不確かな考えだけで、軍人でもない合い鍵作りの職人を船に乗せて、遠い外国の地へ向かわせるだろうか。

　みこは意を決して、心に引っかかっていたもやもやを口にした。

「……まさか誰だれかが、江戸城の情報を外国に流してる……？」

　まるでよくできた弟で子しを褒ほめる師し匠しようのように、アーサーが満足げに頷うなずいた。

「ワタシは、その可能性はあると思う」

「待てよ。それじゃ、江戸城に外国と通じてる奴やつがいるって事か？　そんな話が信じられるか。それにみんなお前の憶おく測そくばかりで、証しよう拠こだってないんだろう」

「そう、ニカイの言う通り、これといった証拠はない。だけどムシするのはどうかと思う。デズモンドがこの国を狙ねらっているのは間ま違ちがいないんだ。もし江戸城の情報が流れているとしたら、かなりマズイ事になる。それに……」

　アーサーはそこで言葉を止め、じっとみこを見つめた。

「ワタシは、デズモンドが他国に戦争を仕し掛かけるのを止めさせたいんだ。もう国民が苦しむのは見たくない。そしてそれは、この国の民たみ達を外国から守る事にも繫つながると思う。だからワタシは江戸に残った。江戸城にいるかもしれない〝スパイ〟を見付け出す為ために」

　スパイとは、きっと密みつ偵ていという意味だろう。みこが思わず息を吞のむと、二海が眉根を寄せた。

「待てよ。調べてみて、そんな奴はいなかったらどうするつもりだ？」

「それならそれでいい。ワタシの勘かん違ちがいだったと潔いさぎよく認めよう。大人しく長崎に行って、ブレイクが来るのを待つよ。そしてどうにかして、グレートビースト国に安全に帰る方法を探す。だがもし万が一、ホントウにスパイがいたとしたら……」

　真しん剣けんな紺こん碧ぺきの瞳ひとみが、じっとこちらを見み据すえている。みこはそれに答えるように大きく頷いた。

「捕つかまえて、これ以上情報が流れるのを防がなきゃ。百獣国に攻せめ込めるくらいの情報が集まったら、きっとグレートビースト国は行動を起こす。デズモンドはそういう人なんでしょ？」

「ああ、我が兄ながら、なかなかの野心家だ。世界を手に入れるというのが、アイツの口くち癖ぐせだからな。だがアイツは戦いに関しては慎しん重ちような所がある。きちんと情報を集めて、勝てる時と場所を選んで攻こう撃げきするんだ。だから十分な情報が手に入らなければ、諦あきらめるかもしれない……と、楽観的な事をワタシは考えている」

　楽観的な事、確かにそうかもしれないが、みこはそれに賭かけてみる価値はあると思った。

　アーサーはデズモンドの弟として、よく彼を知っているだろう。そのアーサーが、今の時点でデズモンドを止める方法があるとすれば、情報をこれ以上流さない事だと言うのだ。ならばそれを信じてみるしかない。

　それに遠い外国の敵はどうしようもないが、もし江戸城に〝スパイ〟がいるとすれば、それを調べる事はみこにもできる。神通力をなくした自分にも、家密やこの国の為にできる事が、やっと見つかったのだ。だったらできる限りの事はしたかった。

　ちらりと隣となりを見ると、みこが考えている事が判ったのか、二海が渋い顔をしていた。

「……止めねぇよ。止めたってどうせ一人ででも調べようとするだろ。俺だってこの国が大事だ。これでも徳川家の一人なんだから。だから一いつ緒しよに調べよう。一人では絶対に無理するな」

　力強い言葉に、みこは思わず顔を綻ほころばせた。心強い味方を得て、身体からだの奥から勇気がわいてくる。アーサーが笑えみを浮うかべて、肩かたを竦すくめた。

「ワタシにも協力させてくれ。コレはワタシと君達の国、両方に関係がある事だ。ワタシはスパイを見付けて、兄がこの国に攻め込むのを止めてみせる。それがワタシの国の民を守る事にもなるのだから」

　アーサーがさっと右手を差し出した。確かこれは握あく手しゆだったなと思い出して、みこはぐっと握にぎり返す。そして互たがいに目を見合わせて、大きく頷いた。

「そうそう、ミコ。もう一つ言う事がある。……ワタシは諦めないからな」

　突とつ然ぜんの言葉に何の事かと考える暇ひまもなく、アーサーが握っていたみこの手に口付けた。

「な、何するの。アーサー！」

「言っただろう。君を諦めないと。ワタシの最終的な目的は、兄がこの国に攻めてくるのを止めて、そして君を花はな嫁よめとして国に連れて帰る事だ。よく覚えておいてくれ、奇き跡せきの女め神がみ」

「だから、わたしは奇跡の女神なんかじゃないの。もう神通力だってないんだし。美味しそうな匂においだってしないでしょ」

　慌てて手を振ふり解くと、アーサーは力強い紺碧の目で、みこをじっと見つめた。

「──ホントウに、しないのかな？」

　声が一段低くなっていた。鋭するどい眼まな差ざしに射抜ぬかれて、みこはなぜだかびくりとしてしまう。

「イエミツと戦おうとしたのを君が止めた時、かすかだけどいい匂いがした。嗅かいだ途と端たん、ものすごく空腹を覚えたよ。そうそう、船で乗組員達に囲まれた時も、ホントウにわずかだけど、君からいい匂いがした。あれは初めての香かおりだった。思わず本ほん性しようが出かけたぐらいだ」

　どきりと心臓が飛び跳はねた。以前は少しでも血を流したら、肉にく食しよく獣じゆうが本性をむき出しにして追いかけてきた。だが神通力がなくなるとともに、その香りもしなくなっていたはずなのだ。

　二海がみこの腕うでを摑つかんで引き寄せ、アーサーを睨にらみつけた。

「みこに気軽に触さわるな。いいか、みこから腹がすくようないい香りなんてしない。船にいた時は俺も一緒だったが、全然気付かなかった。お前はみこが奇跡の女神だって思い込むあまり、そんな香りがした気がするだけだろう？」

「うーん。違ちがう、とは言い切れないな。いい香りがしたのはほんの一いつ瞬しゆんだし、確かにワタシの勘違いかもしれない。……だけど、ミコは諦めないぞ。焦あせらずゆっくりとアプローチさせてもらう。時間はたっぷりある。これから一緒に住むのだし」

　その言葉に、二海とみこは同時にその場で固まった。そして同時に口を開いてしまう。

「「……はい？」」

「だから、ここに住むと言っているんだ。これから一緒に手を組んで、ワタシの国と君達の国の為に戦うんだ。一緒にいる方が便利だろう」

「ふざけんなっ。住む所なら俺がいくらでも探してやる。だから出ていけ！」

「oh!　ワタシ、コノクニノコトバ、ワッカリマセーン！」

「噓うそ付くなーっ。この馬ば鹿か王子が!!」

　怒ど鳴なった二海に、アーサーがにっこりと笑う。そして両手を広げて肩を竦めた。

「そんなに大きな声で歓かん迎げいしてくれるなんて、光栄だよ。ここにはお気に入りの家具もお茶のセットもないけれど、この際だからそれは我が慢まんしよう。だけど、ワタシはベッドじゃないと眠ねむれないんだ。だからデザインは描かいておいたから、職人を呼んでベッドを作らせてくれ」

　アーサーは一人でうんうんと頷きつつ、みこの隣の部屋を指さした。

「それと部屋はあそこがいい。日当たりがよさそうだ。そうそう、ワタシは朝食はどうも和食だと調子が出ないから、パンを焼くように。それから……」

　放っておけばどんどん出てくる要求に、二海がひくひくと顔を引きつらせた。

「どんだけわがまま言う気だ！　誰がお前なんかとみこを一緒に暮らさせるかーっ」

　二海の怒鳴り声が、秋の空に響ひびき渡わたっていた。
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　富ふ士じ山さんの社は昼でも薄うす暗ぐらい。まるで今の自分の心のようだと、江え戸どを守る生き神である炎えん守しゆの雅は思う。雅は小さく息をつき、三ヶ月間探しに探してようやく見付けた男に目を向けた。

「今まで、何をしていたのだ？」

「琉りゆう球きゆうで、武む者しや修しゆ行ぎようの旅をしておりました。しかし、久しぶりでございますな、雅様。お元気……そうではございませぬな。顔色が悪うございます。──私をお呼びになるぐらいですから、何か問題が起こったのでしょう？」

　雅は他人に顔を見られてはならない為、常に面を被かぶっている。それなのにこの般はん若にやの面の下にある顔色を言い当てられて、驚おどろきを隠かくせなかった。

「……みこが江戸に行ったのだ」

「ほう、あの方向音おん痴ちの世間知らずが。財さい布ふをすられたり、うっかり血を流して肉食獣に追いかけ回されたり、悪い男に引っかかっていなければよいですが」

　相変わらず鋭い男だと、雅は心の中で嘆たん息そくする。だがそれを声こわ色いろには出さずに話を続けた。

「悪い男には引っかかったようだ。それも狼おおかみ二匹ひきだ」

「ほうほう、今いま頃ごろ美味おいしく頂かれているのでは？」

「蘭らん刀とう斉さい！」

　名を呼ぶと、蘭刀斉がようやく口を閉じる。雅はどうにも昔からこの男が苦手だった。それでも気を取り直して、事の次し第だいを話して聞かせる。

「……みこが神通力を失った。それは誠まことでございますか？」

「ああ、あれからみこの江戸での様子を千里眼で見ていたが、どうやら間違いないようだ」

　蘭刀斉がわずかに息を吞む。そしてしばらく考え込んだ後、大きく首を振った。

「信じられませぬ。あの子の神通力は特別な……」

「余計な事は言うな」

　雅が一いつ喝かつすると、さすがに蘭刀斉が押し黙だまった。

「みこを千里眼で見ていて知ったが、外国に百ひやく獣じゆう国こくを狙う敵がいるようだ。だがそれは私の夢には出てこなかった。おそらく百獣国の外の敵だから、夢で予見できなかったのだろう」

「なんと！　雅様の夢は未来を見通す特別なもの。今までは江戸に危機が迫せまっていたら、必ずそれを夢に見ておられたのに。それを一いつ切さい見なかったと言うのでございますか？」

「……いや、まったく見なかった訳ではない。おぼろげだが、夢を見るには見たのだ。だが、はっきりとしない夢だった。それにその夢には、外国人は出てこなかった。出てきたのは……みこだ。しかも、見た事もない程ほどの憎にくしみの表情を浮かべていた。〝裏切り者！〟と、血を吐はくような叫さけび声を上げて、泣きながら」

　どういういきさつでそうなるのかはっきりしないが、これだけは言える。

　夢は必ず現実になる。おそらく、みこに近しい誰だれかが、彼女を手ひどく裏切るのだろう。

「……みこが誰かに裏切られて憎しみを覚える、ですか。それはちと、まずいですな。せっかくみこを隔かく離りして、感情の起き伏ふくが起こらないように穏おだやかな環かん境きようで純じゆん粋すいに育てたというのに」

　蘭刀斉が、射抜くように雅を見つめた。

「雅様から頂いた書状に書いてありましたが、江戸を狙ねらう敵が現れた時、みこは守り刀なしで神通力を使ったとか。それが本当なら、あの子の覚かく醒せいが始まってしまったのかも。もしそうなら、早く連れ戻もどさねば。憎しみを覚えてしまったら、あの子自身が大いなる災わざわいに……」

「そうはさせない」

　ぴしゃりと雅は言い放つ。蘭刀斉がはっとした表情ですぐさま大きく頷うなずいた。

「蘭刀斉、これから先は何が起こるか、私にも予想がつかぬ。だが、みこが深く傷つく事が起こるのは確かだろう。そうなってからでは遅おそい。その前に必ずみこを連れ戻すのだ。邪じや魔まをするなら、あの狼二匹にも遠えん慮りよはいらぬ。痛い目に遭あわせてやれ。……徳川の狼達二匹が相手なら、お前も戦いがいがあるだろう？」

　蘭刀斉の目がきらりと光る。顔に浮かんでいるのは、好戦的な笑みだった。

「ええ、相手に不足はありませぬ。久しぶりに本気で暴れられそうですな。……必ずやその狼どもを蹴け散ちらして、みこを連れ戻してごらんにいれましょう」

　頭を下げた蘭刀斉に頷いて、雅は障子の外に浮かぶ丸い月を見上げた。たった今自ら放ったのは、おそらくとんでもない台風の目になるだろう。それが江戸にどんな被ひ害がいをもたらすのか、それが判らない雅ではない。だがどんな手を使っても、守らなければならないものがある。

　鈴すず虫むしの清らかな鳴き声を聞きながら、雅は養い子の笑顔を思い浮かべていた。
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「おのれっ。もう少しであの邪魔な番犬を退治できたのに！」

　上座に座っていた男の目の前で、手近にあった漆うるし塗ぬりの菓か子し鉢ばちを壁かべに叩たたき付けたのは、大老の菊田だった。菊田は地位も名めい誉よもあるが、いかんせん気が短い。じっくりと事を構えるという事ができないのだ。そこが男の悩なやみの種でもあった。

「そう怒鳴るな。頭に響く」

　冷たい声を上げると、菊田がびくりと怯おびえた表情になる。彼には自分の恐おそろしさを骨の髄ずいまで味わわせてある。この反応は当然だ。

「し、しかし我々の計画はこれですべて台無しになったぞ。頼伸様が将軍になれば、幕府の実権は我らが握にぎれたのだ。その為ためにあの諒影にも協力したというのに、あの愚おろか者は失敗し、その上頼伸様は我らにはもう協力しないと仰おつしやられて。今回拙せつ者しやが登城している時に偶ぐう然ぜん秘伝の巻物が盗ぬすまれたから、それを利用してあの邪魔な番犬を始末しようとしたのに、それも……」

　くっくっくっと男は腹の底からこみ上げる笑いを、堪こらえられなかった。

「な、何がおかしい？」

「おかしいさ。家密に反感を持つ急きゆう先せん鋒ぽうのお前が城にいる時に、たまたま秘伝の巻物が盗まれたのだと本当に信じている、そのめでたい頭がな」

　菊田が怒いかりにかっと顔を赤らめた。だが一睨みすると、すぐさま顔を俯うつむける。そしてそのすぐ後に顔に表れたのは、戸と惑まどいだった。

「たまたま……ではないとでも言うのか？」

　菊田の問いには答えず、男はくっと口角を上げ、鋭い視線で少しだけ開いた障子を見やる。そこから遠くに江戸城の天てん守しゆ閣かくが窺うかがえた。

　家密も頼伸も、将軍には相応ふさわしくない。本当にこの国を治めるべきは──自分なのだ。

　江戸城の頂点へ上のぼり詰つめる為なら、誰を蹴け落おとしても、誰を裏切っても、どんな屈くつ辱じよくを受けてもかまわない。外国に情報を流すという国を裏切るようなまねだって、男には平気でできた。

「心配するな。諒影や頼伸の他ほかにも、まだまだ使える駒こまがある。私の秘蔵の駒を、何年も前からとっておきの場所に配置しておいた。今こそそれを動かす時だ。……そうだろう、誠せい蔵ぞう」

　ちらりと部屋の隅すみに目を向けると、先程まで誰もいなかったはずのそこに、若い男が座っていた。今までまったく気付かなかったのだろう、菊田がびくりと震ふるえて目を見開いている。

「お、お前は確か……！　な、なぜお前がここに？」

　泡あわを食った菊田に指をさされて、誠蔵がにやりと笑う。男は立ち上がり、正座している彼の前で片かた膝ひざをついた。

「私の気まぐれな可愛かわいい猫ねこ。何年も周りを騙だまし続けるのは、さすがのお前も疲つかれただろう。だがもうそろそろ、本当の姿に戻っていいぞ。猫は小さいが、鋭するどい牙きばも尖とがった爪つめもある。油断していると痛い目に遭うと、あの狼達にみせつけてやるがいい。誠蔵──────いや、一陸」

「……はい、仰おおせのままに。主君の命令は、絶対ですから」

　誠蔵……一陸が、江戸一番の女形おやまだと噂うわさされる整った顔に、ぞくりとするほど冷たい微び笑しようを浮うかべていた。







　あとがき







　こんにちは。伊い藤とうたつきです。

　今回から、新章「目覚め編」に突とつ入にゆう致いたしました！　新たなキャラと、新たなお話をどうぞお楽しみ下さい。

　新キャラといえば、作中に出てくる「王子様」。ふと気付いたのですが、今まで西洋の世界観のお話を書いた事がなくて、初めて西洋風の王子様を書かせてもらいました。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの王子様を書くのは憧あこがれだったので嬉うれしかったです。

　でも、前作の『アラバーナの海かい賊ぞくたち』から読んで下さっている読者様はご存じだと思いますが、伊藤の書く王子（皇子）はいつもどこかがずれています。最初は格好よくしようと頑がん張ばっているのに、どうしてこうなってしまうのかがよく判りません。

　今回の王子様＆執しつ事じも、色んな意味で余計な事をしてくれますが、けっこうお気に入りです。




　今回は携けい帯たい配信の小説も書かせて頂きました。『～もしもみこが妻だったら～』という、ちょっぴりアブナイ、狼おおかみ兄弟のラブラブなショートストーリーです。

　家密と二海の両方のバージョンがありますので、よかったら読んで頂けると嬉しいです。

　期間限定ですので、ご応おう募ぼは早い方がいいかもです。




　そうそう、もう去年になりますが、皇居を見学に行ってきました。田舎者で、東京は右も左も判らないので、担当さんに江え戸ど城じよう跡あとまで連れて行ってもらって、観光……いやいや、取材しました。九月の初め頃ごろだったのでとても暑くて、広い皇居を担当さんと汗あせだくで歩きつつ、ここが江戸城だったんだと感動してしまいました。

　他にも博物館に行って、江戸時代の歌か舞ぶ伎きの芝しば居い小屋や、花魁おいらん道中を再現した展示物などを見て、一人で興奮してました。写真を撮とりまくり、熊くま本もとではなかなか手に入らない資料も買い込んで、大満足の旅でした。また行きたいけれど、本当に暑くてフラフラしたので、今度は涼すずしい時に計画を立てようと思います。




　４巻は、何だかとんでもない所で終わっていますが、この続きはなるべく早くお届けできるように頑張ります！

　最後になりましたが、読んで頂いてありがとうございました。

　また次の巻で、皆みな様さまに出会えますように。





伊藤　たつき　　



























カバー・本文イラスト／音中さわき

カバーデザイン／須貝美華
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